
備 考

人

教育学部

124単位

計

教育学部こども教育学科 87科目 14科目 10科目 111科目

　　 現代子ども学科［定員減］　200名　→　150名　　(△50)  (令和３年４月)

教
育
課
程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習

同一設置者内におけ
る 変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

　国際学部

　　 こども教育学科(廃止)　　　　　(△72)

　　 (2年次編入学定員)             (△ 1)

　　 (3年次編入学定員)             (△ 1)

　※令和３年４月学生募集停止

　　 (2年次編入学定員は令和４年４月学生募集停止)

　　 (3年次編入学定員は令和５年４月学生募集停止)

　千葉敬愛短期大学

 　　　　 1 第3年次

計 72 2 293

(Department　of　 1 Education) 第2年次

  Child Education) 3年次 令和5年4月

 　　　　　Education) 学士
（教育学） 第1年次

　こども教育学科 2年次 (Bachelor of 令和4年4月

(Faculty of 4 72 293 令和3年4月

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

千葉県千葉市
稲毛区穴川
1丁目5番21号

新設学部等の目的

　教育学部は、幅広い教養と豊かな人間性及び子供の教育に関する知識と
技能の修得を基盤として、それを活用することができる実践能力に加え
て、教育事象を科学的・実証的に考察し、その成果を子供の健全な育成に
活かすことのできる人材を養成することを目的とする。

新
設
学
部
等
の
概
要

新設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

大 学 の 名 称 敬　愛　大　学　　(Keiai University)

大 学 本 部 の 位 置 千葉県千葉市稲毛区穴川1丁目5番21号

大 学 の 目 的

　敬愛大学は建学の精神「敬天愛人」に基づき、教育基本法及び学校教育
法に則り広く知識を授け、深く専門の学芸を教授・研究し、知的道徳的及
び応用的能力を展開する大学教育を施すことで文化の進展に寄与する有為
の社会人を養成することを目的とする。

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　チバケイアイガクエン

設 置 者 学校法人　千葉敬愛学園

フ リ ガ ナ ケイアイダイガク

計 画 の 区 分 学部の設置

別記様式第２号（その１の１）
(用紙　日本工業規格A4縦型)

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄
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校舎敷地
・稲毛キャンパス
(25,987.00㎡)
敬愛学園高等学校
(必要面積8,400
㎡)と共用(収容定
員1371人)
・佐倉キャンパス
(21,933.00㎡)
千葉敬愛短期大学
(必要面積4,000
㎡)と共用
運動用地
稲毛(7,965.00㎡)
敬愛学園高等学校
と共用
佐倉(29,704.56
㎡)千葉敬愛短期
大学と共用
萩台(22,594.00
㎡)千葉敬愛短期
大学、敬愛学園高
等学校と共用
千葉県校地面積基
準
運動場の面積
8,400㎡以上、校
地等の基準は無
い。

18,531.08 ㎡ 0 ㎡  0 ㎡ 18,531.08 ㎡

（18,531.08 ㎡） （　　0 ㎡） （　　　0 ㎡） （18,531.08 ㎡）

合 計 2,990.44 ㎡ 108,183.56 ㎡ 0 ㎡ 111,174.00 ㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

小 計  0 ㎡ 108,183.56 ㎡ 0 ㎡ 108,183.56 ㎡

そ の 他 2,990.44 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 2,990.44 ㎡

47,920.00 ㎡

運 動 場 用 地 0 ㎡ 60,263.56 ㎡ 0 ㎡ 60,263.56 ㎡校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地  0 ㎡ 47,920.00 ㎡ 0 ㎡

計
　　45　　 10 55

（45） （10） （55）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

(0) (0) (0)

図 書 館 専 門 職 員
3 0 3

(3) (0) (3)

（10） （52）

技 術 職 員
0 0 0

(0) (0) (0)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
  42 人 10   52人

（42）

0 -

(39) (13) (8) (0) (60) (0) (-)
合　　　　計

39 13 8 0 60

0 -

(33) (8) (7) (0) (48) (0) (-)
計

33 8 7 0 48

(3) (2) (0) (13) (0) (62)

(63)

経済学部　経営学科
8 3 2 0 13 0 62

(8)

(9) (3) (2) (0) (14) (0)

(21) 0 (54)

0 14 0 639 3 2

21 0 54

(16) (2) (3) (0)

(-)

6 5

既

設

分

国際学部　国際学科
16 2 3 0

経済学部　経済学科

(6) (5) (1) (0) (12) (0)

12 0

人

(6) (5) (1) (0) (12)

-

人

助手

新
設
分

教育学部　こども教育学科

人 人 人 人 人

1 0
計

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教員等教授 准教授 講師 助教 計

(0)

436 5 1 0 12 0

(43)
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届出学部

1,000千円

1.19

大学全体
図書費には電子
ジャーナル・
データベース整
備費用(運用コ
スト含む)を含
む

―　千円 ―　千円

―　千円

―　千円 ―　千円

　―　千円

図書購入費

設備購入費

学生１人当り
納付金

　　国際学科

14,100千円 14,100千円 14,100千円 14,010千円 ―　千円

第６年次

平成23
年度

国際学部 4 170 2年次
2

674

「平成31年度入
学定員増(2
人)」「平成31
年度編入学定員
増(1人)」

3年次
1

学士
（国際学）

1.26 「平成31年度入
学定員増(8
人)」「平成31
年度編入学定員
減(△21人)」

こども教育学科 4 72 2年次
1

288

4 98 2年次
1

学士
（こども
　教育学）

「平成31年度編
入学定員減(△
10人)」

3年次
1

386

3年次
2

1.09

3年次
1

平成25
年度

平成19
年度

1.19

「平成31年度編
入学定員減(△
10人)」

3年次
1

　　経営学科 4 110 2年次
1

447

　　経済学科 4

学士
（経営学）

115 2年次
1

467 学士
（経済学）

倍

1.19 昭和41
年度

1.19

千葉県千葉市稲
毛区穴川1丁目5
番21号

経済学科・経営
学科は、2年次
学科選択制とし
ているため案分
比率で算出。

経済学部 4 225 2年次
2

914

3年次
2

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入他

既
設
大
学
等
の
状
況

大学の名称 　　敬　愛　大　学

学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

1,000千円

　―　千円1,300千円 1,050千円 1,050千円

第１年次 第２年次 第３年次

1,000千円1,000千円

16,800千円 16,500千円

1,050千円

16,500千円

―　千円

1,000千円

350千円 350千円

第４年次 第５年次

―　千円

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

350千円 350千円

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

経
費
の
見
積
り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

教員１人当り研究費等

共同研究費等

17,100千円 17,100千円

大学全体
1,520㎡ 218 151,000

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1569.25㎡ トレーニングルーム 野球場

( 0 )

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

( 0 )

計
150,000〔36,550〕 480〔266〕 19,700〔19,620〕 8,400 1,815

（19,673〔19,612〕） (8,450) (1,815)

0

（147,321〔36,380〕） （480〔266〕）

教育学部
150,000〔36,550〕 480〔266〕 19,700〔19,620〕 8,400 1,815

（147,321〔36,380〕） （480〔266〕）

〔うち外国書〕〔うち外国書〕電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕

機械・器具

（19,673〔19,612〕） (8,450) (1,815)

標本

大学全体

点 点 点

0

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

　教育学部　こども教育学科 12 室

図書 学術雑誌
視聴覚資料

大学全体
23室 12室 4室

6室 1室

（補助職員　0人）（補助職員　0人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設
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　総合地域研究所

　経済学・経営学・国際学・教育学・環境等の分野における学術研究、

　調査を通じて世界の諸地域、また大学の存立する地域の平和と豊なる

　 　る社会の形成に寄与することを目的とする。

　千葉県千葉市稲毛区穴川1丁目5番21号

　平成21年11月(平成元年4月発足の経済文化研究所と平成9年4月発足

　 　の環境情報研究所を統合した)

　１室　25.99㎡

：

：

：

：

：

附属施設の概要

　名　称　:

　目　的　:

　所在地　:

　設置年月日:

　規模等　:

所在地 千葉県佐倉市山王１丁目９番地

0.92 昭和25
年度

千葉県佐倉市
山王１丁目９番

目 的

千葉敬愛短期大学 2

附属施設の概要

「子ども」を様々な視点から、学問的・実践的見地に基づいて研究し、

本学の教育及び地域の初等教育・幼児教育・保育の充実発展に寄与

することを目的とする。

設置年月日 平成21年10月1日

規模等 １室　39.23㎡

名 称 総合子ども学研究所

200 ― 400 短期大学士
(教育学)

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

既
設
大
学
の
状
況

大学の名称 　　千葉敬愛短期大学

学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

敬天愛人講座 1前 2 ○ 1 兼10 オムニバス

口頭表現 1前 2 ○ 兼2

文章表現 1後 2 ○ 兼2

哲学 1・2前 2 ○ 兼1

文学 1・2前 2 ○ 兼1

国際関係入門 1・2後 2 ○ 兼1

法学 1・2前後 2 ○ 兼1

憲法 1前 2 ○ 兼1

歴史学 1・2前後 2 ○ 兼1

心理学 1・2後 2 ○ 1

基礎数学 1・2後 2 ○ 1

基礎統計 1・2前 2 ○ 兼1

健康運動科学 1後 2 ○ 兼1

ボランティア活動 1・2前 2 ○ 兼1

情報概論 1・2前 2 ○ 兼1

情報処理Ⅰ（情報基礎） 1前 1 〇 兼1
情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1後 1 〇 兼1

海外スクーリングⅠ 1・2・3・4集中 2 ※ ○ 兼1

海外スクーリングⅡ 1・2・3・4集中 2 ※ ○ 兼1

College　English Ⅰ 1前 2 ○ 兼6

College　English Ⅱ 1後 2 ○ 兼6

College　English Ⅲ 2前 2 ○ 兼2

College　English Ⅳ 2後 2 ○ 兼2

Writing　Ⅰ 1・2・3・4前 1 ○ 兼4

Writing　Ⅱ 1・2・3・4後 1 ○ 兼4

Listening　Ⅰ 1・2・3・4前 1 ○ 兼3

Listening　Ⅱ 1・2・3・4後 1 ○ 兼3

Speaking　Ⅰ 1・2・3・4前 1 ○ 兼3

Speaking　Ⅱ 1・2・3・4後 1 ○ 兼3

Debate　Ⅰ 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

Debate　Ⅱ 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

Mother Goose 1前・2前 1 ○ 1

海外語学研修Ⅰ 1・2・3・4集中 2 ※ ○ 兼1

海外語学研修Ⅱ 1・2・3・4集中 2 ※ ○ 兼1

キャリアプランニング 1前 2 ◯ 兼1

キャリアデザイン 2後 2 ◯ 兼1

キャリアディベロップメント 2後 2 ◯ 兼1

小計(37科目) ― 12 51 - 2 1 - - 兼31

教育原論 1前 2 ○ 1

発達心理学 1前 2 ○ 1

教育行政 2前 2 ○ 兼1

教育課程論（小学校） 1後 2 ○ 1

教職概論 2後 2 ○ 兼1

単位数

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

―

教
養
教
育
科
目

教
養
科
目

外
国
語
科
目

キ
ャ

リ
ア
科
目

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部　こども教育学科）

科目
区分

授業科目の名称

授業形態 専任教員等の配置

備　　考
配当
年次

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

単位数

科目
区分

授業科目の名称

授業形態 専任教員等の配置

備　　考
配当
年次

教育方法・技術論（小学校） 2前 2 ○ 1

国語（書写を含） 2前 2 ○ 1

社会　 2前 2 ○ 1

算数 2前 2 ○ 1

理科 1後 2 ○ 1

生活 2後 2 ○ 1

音楽 1後 2 ○ 1

図画工作 1前 2 ○ 兼1

家庭 1前 2 ○ 兼1

体育 1前 2 ○ 兼1

小学校英語Ⅰ 1後 2 ○ 1 1

小学校英語Ⅱ 2前 2 ○ 1 1

1年基礎演習　Ⅰ 1前 1 ○ 6 5 1

1年基礎演習　Ⅱ 1後 1 ○ 6 5 1

2年応用演習　Ⅰ 2前 1 〇 6 5 1

2年応用演習　Ⅱ 2後 1 〇 6 5 1

こども学Ⅰ 2後 2 ◯ 1 2

こども学Ⅱ 3前 2 ◯ 1 2

教育心理学 2後 2 ○ 1

教育法規 2後 2 ○ 兼1

生徒・進路指導論（小学校） 3前 2 ○ 兼1

特別支援教育概論（小学校） 3前 2 ○ 兼1

教育相談（小学校） 4前 2 ○ 1

初等国語科指導法 2後 2 ○ 1

初等社会科指導法 2後 2 ○ 1

算数科指導法 2後 2 ○ 1

初等理科指導法 2前 2 ○ 1

生活科指導法 3前 2 ○ 1

初等音楽科指導法 2前 2 ○ 1

図画工作科指導法 1後 2 ○ 兼1

初等家庭科指導法 1後 2 ○ 兼1

初等体育科指導法 1後 2 ○ 兼1

小学校英語指導法Ⅰ 2後 2 ○ 1 1

小学校英語指導法Ⅱ 3前 2 ○ 1 1

道徳教育指導法（小学校） 3前 2 ○ 兼1
総合的な学習の時間の
指導法（小学校）

4前 2 ○ 1

特別活動指導法（小学校） 3前 2 ○ 兼1

文学教材研究 2・3・4前 2 ○ 1

数と形の不思議 2・3・4前 2 ○ 1

プログラミング教育 2・3・4前 2 ○ 1

理科の観察実験　 2・3・4前 1 〇 兼1

科学教育論 2・3・4後 2 〇 1

音楽と表現 2・3・4後 1 ○ 1

造形と表現 2・3・4前 1 ○ 兼1

教育社会学 2・3・4後 2 〇 兼1

メディアリテラシー教育 2・3・4後 2 〇 1

学校の安全教育 2・3・4前 2 ○ 1

学級担任と読書　 2・3・4前 2 〇 1

社会教育概論 2・3・4後 2 ○ 兼1

多文化教育論　 2・3・4後 2 ○ 兼1

世界のこども教育 2・3・4後 2 ○ 1

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
幹
科
目

専
門
展
開
科
目

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

単位数

科目
区分

授業科目の名称

授業形態 専任教員等の配置

備　　考
配当
年次

教育哲学 2・3・4前 2 〇 兼1

こども教育演習Ⅰ 3前 1 ○ 兼1

こども教育演習Ⅱ 3後 1 ○ 兼1

こども教育演習Ⅲ 4前 1 ○ 兼1

教育実習指導 3前 1 ○ 1

教育実習 3後集中 4 〇 1

教職実践演習（小学校）　　 4後 2 ○ 3 1

日本語学 2・3前 2 ○ 兼1

異文化コミュニケーション 2・3前 2 ○ 兼1

比較文化論 2・3後 2 ○ 兼1

日本文化論　　 2・3・4後 2 ○ 1

児童文学論　 2・3・4後 2 ○ 1

英米児童文学 2・3・4後 2 〇 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 ○ 6 5 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 ○ 6 5 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 ○ 6 5 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 ○ 6 5 1

卒業研究 4後 2 ○ 6 5 1

小計(74科目) ― 28 111 6 5 1 - - 兼15

合計(111科目) 40 162 6 5 1 兼43

１５週

１時限の授業時間 ９０分

　学位又は称号 学士(教育学) 学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授　業　期　間　等

専
門
教
育
科
目

専
門
展
開
科
目

専
門
研
究

必修科目は40単位、(教養教育科目12単位、専門教育科目28単位)、その他
科目は、教養教育科目から8単位以上、専門教育科目から68単位以上、
合計124単位以上修得する。

　(履修科目の登録の上限 : 42単位 (年間))

１学年の学期区分 ２期

―

１学期の授業期間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

教
養
教
育
科
目

敬天愛人講座

　この授業は、本学の建学の精神である「敬天愛人」について学生に理解
を深めてもらい、敬愛大生としてのアイデンティティを育てることを目的
とした科目である。
　授業形態は、11名の講師によるオムニバス形式で行う。授業内容は、本
学創立者である長戸路政司先生と西郷南洲(隆盛)の思想との出会いや思想
の内容、千葉敬愛学園の歴史および大学教員の専門分野と建学の精神との
関わりについて学ぶ。青年期である大学生に学ぶことの意義、生きる意味
や人生の価値、社会貢献の重要性などを考える機会を与え、学ぶモチベー
ションを高め、学生自身の人生を豊かにするきっかけ作りとなることを目
指している。
(オムニバス方式／全１５回)
 (29 八木　直人／２回) 　オリエンテーション、総括
 (52 角田　叡／３回)　 敬愛学園の成り立ちと建学の理念Ⅰ、敬愛学園
の成り立ちと建学の理念Ⅱ、敬天愛人教育の目指すもの
 (51 北原　文成／２回) 　人間の品性と知性を支えるもの、「敬天愛
人」の人生観
 (28 矢澤　秀昭／１回) 　解字「敬・天・愛・人」
 (24 中山　幸夫／１回) 　個性の尊重
 (23 飯野　由美子／１回) 　「ベーシックインカム」を考える
 (16 織井　啓介／１回) 　「敬天愛人」で世界を観る
 (15 覚正　豊和／１回) 　敬天愛人―「人権問題」を考える
 (12 大塚　慎太郎／１回)　 数学における「敬天愛人」とは何か
 (26 矢口　和宏／１回) 　自己の「敬天愛人」観を醸成するための試み
 (25 森島　隆晴／１回) 　建学の精神から学生生活の意義を考える
 

オムニバス方式

口頭表現

　この授業は、講義とグループワークを組み合わせた授業形態で、多様な
観点から物事を考え、根拠となる資料を適切に用いて自分自身の考えを論
ずる力を身につけることを目標とする。
　授業では３つの単元に取り組む。①本の紹介文、スピーチ。②敬語、お
世話になった方への手紙。③賛否に分かれるテーマに関する新聞記事を、
グループで討議しながら、賛成・反対それぞれの側の根拠３つ（問題点、
影響および効果、グローバルまたは普遍的な観点）を整理し、発表（模擬
ディベート）する。テーマに関連して、班員一人一問（四択）のアンケー
ト調査をし、結果を考察する。さらに、これらの調査を踏まえ、自分自身
が問いをたて、「自分の意見」レポートを書く。

文章表現

　この授業は、講義とグループワークを組み合わせた授業形態で、多様な
観点から物事を考え、根拠となる資料を適切に用いて自分自身の考えを論
ずる力を身につけることを目標とする。
　授業では３つの単元に取り組む。①本の紹介文、スピーチ。②敬語劇
（グループで脚本作成、上演）。③「〇〇が出来る前と後」という課題を
グループでテーマを決めて調査し、Ａテーマ説明、Ｂ〇〇が出来る前、Ｃ
〇〇が出来た後、をまとめる。調査結果をもとに班員各自が問いを立てて
探求し、資料を適切に用いて、原因の解明、気付きや提案など自分の意見
を主張するレポートを書く。最後にグループプレゼン（Ａ、Ｂ、Ｃ、各自
のレポートの紹介）をする。

哲学

　この授業は、哲学の諸問題に触れながら、哲学的話題の学習と、社会人
としての一般的素養として望まれる論理的思考の習得を目指す。
　学期ごとに自由、言語、人生の意味、善悪など、学生の興味に応えるト
ピックを定め、講義形式で関連する哲学の話題を紹介する。また、ベン
図、論理的関係、論証形式、などの解説も2回行い、二回の中間試験で確
認する。アクティブラーニングとして、コメント用紙や発言などで学生か
らの意見を請う機会を2～3回設け、授業内容にフィードバックを行う。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

教
養
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

文学

　この授業は講義形式で行い、毎回「書き込みシート」（穴埋めと、考え
たことを記述）を配布し、次の週にフィードバックする。明治～現代まで
の日本文学作品を味わい、時代背景と合わせて考え、多様な表現技法、文
学理論を学び、より深く作品を味わう力を身につけることを目的とする。
　例として、夏目漱石、森鴎外、新しい女たち、宮沢賢治、芥川龍之介、
川端康成、小林多喜二、木下順二、安房直子、村上春樹、江國香織、川上
弘美、伊坂幸太郎、太田光、又吉直樹などの作品を読む。それぞれの作品
で「自由」がどのように描かれているかを考え、時代の変化を感じ取る。
また、自分の考えを書き、他の人の考えに触れることで、作品を深く、多
様な観点から読み味わう力を身につける。

国際関係入門

　この授業の目的は、現代世界の国家間関係を理解するために必要な(1)
「国民国家」の成立と構成諸要素 (2)国民国家システムと国際社会の拡大
過程についての基礎知識を学ぶことにある。あわせて、国際紛争を主体的
に探求し、問題の背景・概要・解決への展望を考察する力を身につける。
　授業内容としては、担当者が「近代国民国家体系」が西欧に誕生し、世
界の諸地域に拡大・複雑化していった過程をわかりやすく解説する一方
で、国民国家システムのメリットとデメリット、グローバル化する現代の
国際関係について学生自身が関心を持つ諸地域を見いだし、具体的な国際
紛争を取りあげてグループ研究を進め発表する形式で行い、互いに学び合
う力の獲得を目指している。

法学

　この授業では、社会生活に必然する法を理解するために、必要な基本原
理・原則・基礎理論などの用語の学習を通して法律学への導入とし、社会
生活における法的思考方法、法律的なものの考え方を具体的事例、判例な
どによって理解することを目的とする。
　また、これは国際社会の中で言語習慣や考え方の相違する人たちが共存
するために必要不可欠であると言えるため、理解し日々の生活に生かせる
ようになることを到達目標とする。
　授業の構成としては、法の概念をとらえ、法則や構造、目的や分類を学
んだ後に、法の適用と解釈の必要性について学ぶ。最終的にレポート試験
を実施し、理解度をみる。

憲法

　この授業では、中等教育で各人が学んできた憲法について更に把握理解
するため、「法学・憲法」を併せて履修しながら展開していく。
　到達目標としては、まず憲法の保障する原理や思想を近代憲法発展の歴
史を通して捉え、問題点について諸外国との比較や判例・学説を素材とし
て、平易に具体的に理解できるよう促す。そして、憲法の原理や考え方を
正しく理解し説明できることを目指す。
　授業は講義形式で行い、まず憲法の概念を歴史を通して学び、次に日本
国憲法の成立や改正、国民主権主義と基本的人権、平和主義や地方自治に
ついて順々に学習する。最終的にはレポート課題を課し、学生の習熟度を
測る。

歴史学

　日本は明治の開国期と大戦敗北後の2回、近代化（欧米化）を受け入れ
物質的に豊かになったが、精神的にはどうであろうか。この授業では、こ
の原因を明治（1868年）以降から現代に至る長いスパンの中で探り、精神
的な「自立」の処方箋を考えることで良識ある国際人としての教養を幅広
く見につけ、今日のグローバル化に伴い「他者との共生」という視点から
問題の発見・分析・解決に向けた実践力を身につけることを目的とする。
　授業は講義形式で行い、事前に配布するプリントないしワークシート
を、次回添削し返却する。またシートの疑問に答える形でQuick Reviewを
授業の初めに行う。

心理学

　この授業では、日常生活で経験する事象について、その発生機序を心理
学的な視点から説明し、我々の社会行動を客観的に分析し、理解する力を
養うことを目的とする。また、授業は人間の行動の発生機序を説明するた
めの、心理学的知見や最新の研究成果を学ぶための講義を主体として構成
され、以下の内容を取り上げる。
(1) パーソナリティ心理学や認知心理学の知見を知り、我々の思考や感情
が生まれるプロセスを理解する。
(2)社会心理学の知見を知り、対人関係や意思決定に影響する要因を理解
する。
(3) 臨床心理学の知見から、不安やストレスへの対処方を学ぶ。

教
養
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

基礎数学

　これまで中学校・高等学校で学んできた「数学」は本来の数学の一側面
でしかない。この授業では、これまで学んできた数学を振り返りながら
「本来の数学はどのようなものなのか」という数学に対する理解を深める
ことを目標とする。
　特に、自ら数学的活動を行うことで、数学的な考え方や数学の探究に取
り組む態度を身に付けることを中心とする。受講者がこれまで使用してき
た算数・数学の教科書をはじめ、教科書では取り上げられていない数学の
問題等を具体的に取り上げ、問題解決を中心として授業を進める。具体的
には、授業の最初に本時の内容に関する課題に取り組み、個人での解決お
よび全体での議論を通して授業内容を深める。

基礎統計

　今日、情報通信技術の発達により、世の中はデータで溢れている。そこ
でこの講義では、データのまとめ方（記述統計）について説明し、統計検
定3級・4級程度の理解を目指す。
　講義内容は、おおよそ次の4つに区分される。
1.統計とは（母集団と標本、調査方法）
2.調査集団の特性を見る（代表値、平均値、分散、標準偏差）
3.自ら統計指数を計算する（ローレンツ曲線、ジニ係数）
4.相関係数
　講義はスライドを用いて行い、更に知識を定着させるために、授業終了
後に確認問題の提出を求める。課題は翌週に返却するので、復習や確認試
験に活用することができる。

健康運動科学

　この授業の目標は、運動・スポーツを通じて健康の維持・増進を図り、
生涯スポーツとしてのスポーツ習慣を形成することが社会生活を営むうえ
でなぜ重要になるのかを理解することである。また、指導者になるうえで
必要な知識を習得することである。
　健康と運動との関連性、運動実施時におけるウォーミングアップやクー
リングダウンの注意点、コンディションの調整方法、スポーツ実施時にお
ける身体の動きの仕組みとそのコントロール方法、体力とパフォーマンス
との関連性、その他様々な問題点について科学の視点からアプローチす
る。また、実際に運動・スポーツを指導する場面で必要になる安全管理、
環境設定、指導者の行動や言葉掛けに関する具体的方法、各種スポーツの
特徴やその指導時における注意ポイントについて学ぶ。でき得る限り具体
例を交えて学生の理解を促すように授業を構成する。
　

ボランティア活動

　この授業では、ボランティア活動の基礎知識を講義により習得する。そ
の中で、ボランティア活動や社会貢献についての基礎的知識・原理原則並
びに地域ボランティア活動の種類・活動方法を学び、一人ひとりの学生
が、自己にあった地域ボランティア活動をみつけだし、社会人・企業人と
しての心構えを学ぶ事を目的とする。
　授業内容としては、ボランティアの「原理・原則」「活動の理念」「性
格」「起源・歴史」「法制度・助成団体」「関係機関」などボランティア
活動を行う上での知識を学ぶ。また、学内ネットワークを使用し、課題や
レポートを随時行い、学生の知識の習得度を確認しながら授業を進める。

情報概論

　本講義の目的は、⾼度情報社会で必要な情報リテラシーを身につけるこ
とである。具体的には、コンピュータの定義や種類、コンピュータを構成
するハードウェアとソフトウェア、コンピュータ同士をつなぐネットワー
クシステム、コンピュータネットワークシステムを相互につなぐインター
ネットのしくみ、そこで情報（数値情報、文字情報、画像情報、音声情報
等）がどのように扱われ処理されるのかについての理解を深める。また、
近年大きな問題となっている情報セキュリティや情報倫理について学ぶ。
さらに、急速に進むＩＣＴの現況を理解するために、そのときどきのト
ピック（現在は、ビッグデータ、IoT、AI等）についての知識を深める。
　講義ではほぼ毎回スライドも使用しながら説明する。また、授業中に知
識を定着させるため、毎回4～5問の質問（小テスト）をし、解答させた後
に解説を行う。この解答は授業終了後に提出させる。さらに、授業期間中
に2～3回程度課題を出して、翌週提出させる。
　本講義を通じて情報に関する知識を身につけるだけでなく、現代社会で
は情報をどのように活用し、これに向かい合えばよいのかについても考え
る態度を養う。

教
養
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

情報処理Ⅰ（情報基礎）

　情報社会では、コンピュータについて正しく理解し、上手に利用できる
能力（コンピュータリテラシー）が必要である。そこで本実習講義では、
コンピュータリテラシーを身につけるために、最も基本的な使い方として
Word2015を用いた文書作成の方法を学ぶ。
　授業内容としては、MOS検定を意識した演習問題や実用的な資料を多く
取り入れる。さらに、2020年度から小学校の授業において必修となる
SCRATCHプログラミングの基礎的な知識を身に着けるためのブロック線図
作成や、円周率計算におけるアルゴリズムの理解と基礎的命令の理解のた
めの基礎実習授業を行う。

情報処理Ⅱ
（プレゼンテーション

演習）

　情報化社会では、コンピュータについて正しく理解し、上手に利用でき
る能力（コンピュータリテラシー）が必要である。本実習講義では、情報
処理Ⅰで学んだものの発展的内容としてのコンピュータリテラシーを身に
つけることを目標とする。
　授業内容として、前半では情報処理Ⅰで学んだSCRATCHに対する小学校
での使用状況を踏まえ、応用的なプログラムを作成する。また、文献を利
用し、SCRATCHを深く学ぶために、例題を多く作成し、理解を深める。ま
た、パソコン使用で最も基本的な使い方として、Excel2015を用いてのグ
ラフや式の計算の方法を学ぶ。MOS検定を意識した演習問題や実用的な資
料も取り入れるとともに、POWER POINTを用いて、WORD文書、EXCELデー
タ、SCRATCHプログラムを含むプレゼンテーション演習資料作成を行う。

海外スクーリングⅠ

　この授業では、基本的に毎年二つのコース（主に欧米＋アジア）のス
クーリングを実施する。研修に参加することで、幅広い国際教養を体得
し、国際交流の重要性を実体験することが到達目標となり、10名以上の学
生が参加することから、学年を越えた学生同士の交流と協働の場となる。
　授業では、各授業で学んだことを実際に自分の目で見て確かめ、体験す
ることで知識を深め、身につけることができる。また、英語はもとより中
国語や韓国語などの第２外国語を実際に使う得がたい機会ともなり、短期
および長期の留学に出る動機付けとなることが期待される。
　

海外スクーリングⅡ

　この授業では、基本的に毎年二つのコース（主に欧米＋アジア）のス
クーリングを実施する。研修に参加することで、幅広い国際教養を体得
し、国際交流の重要性を実体験することが到達目標となり、10名以上の学
生が参加することから、学年を越えた学生同士の交流と協働の場となる。
　授業では、各授業で学んだことを実際に自分の目で見て確かめ、体験す
ることで知識を深め、身につけることができる。また、英語はもとより中
国語や韓国語などの第２外国語を実際に使う得がたい機会ともなり、短期
および長期の留学に出る動機付けとなることが期待される。
　

外
国
語
科
目

College English Ⅰ

　この授業では、日常生活に関連した身近な話題について、英語の各技能
を統合的に結び付けた言語活動を行う。具体的には、聞いたり読んだりし
て得た情報を活用してスピーチやプレゼンテーションなどを行うととも
に、発表内容について学生同士で質疑応答をし合うことによって対話を発
展させていく。
　これらの言語活動を通して、実際の場面において活用できる英語による
総合的なコミュニケーション能力を向上させるとともに、「ヨーロッパ言
語共通参照枠」（CEFR）の「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取
り］」「話すこと［発表］」「書くこと」の全領域において、A2上位レベ
ルの英語力を身に付けることを到達目標とする。

College English Ⅱ

　この授業では、日常生活や社会生活に関連した話題について、英語の各
技能を統合的に結び付けた多様な言語活動を行う。具体的には、聞いたり
読んだりして得た情報を活用してスピーチ、プレゼンテーション、ディス
カッションなどを行うとともに、学生同士で質疑応答をし合うことによっ
て対話や議論を発展させていく。
　これらの言語活動を通して、実際の場面において活用できる英語による
総合的なコミュニケーション能力をさらに向上させるとともに、「ヨー
ロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の「聞くこと」「読むこと」「話すこと
［やり取り］」「話すこと［発表］」「書くこと」の全領域において、B1
下位レベル以上の英語力を身に付けることを到達目標とする。

教
養
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

College English Ⅲ

　日常生活や社会生活に関連した話題や課題を題材として、英語の各技能
を統合的に結び付けたインタラクティブな言語活動を中心に行う。また、
扱う話題や課題について、幅広い視点から情報や考えを得て批判的思考力
を身に付けるとともに、英語を用いて意見や主張を伝え合うことができる
ようにする。
　これらのことを通して、実際の場面において活用できる英語による総合
的なコミュニケーション能力を向上させるとともに、「ヨーロッパ言語共
通参照枠」（CEFR）の「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取
り］」「話すこと［発表］」「書くこと」の全領域において、B1上位レベ
ルの英語力を身に付けることを到達目標とする。

College English Ⅳ

　日常生活や社会生活に関連した話題や課題を題材として、英語の各技能
を統合的に結び付けた多様な言語活動を行う。また、扱う話題や課題につ
いてリサーチをし、幅広い視点から多様な情報や考えを得て批判的思考力
を高めるとともに、英語を用いて意見や主張を伝え合ったり、課題の解決
策を合意形成したりすることができるようにする。
　これらのことを通して、実際の場面において活用できる英語による総合
的なコミュニケーション能力を向上させるとともに、「ヨーロッパ言語共
通参照枠」（CEFR）の「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取
り］」「話すこと［発表］」「書くこと」の全領域において、B2下位レベ
ル以上の英語力を身に付けることを到達目標とする。

Writing Ⅰ

　この授業では、高校までの英語教育で身につけた基本的な読解力及び文
法力を用いながら、英語の文章を構成するパラグラフの型を学び、「良い
パラグラフ」について考え、150文字程度の英文パラグラフが書けるよう
になることを目標とする。
　授業は講義形式で行い、受講者はまずtopic sentenceとは何かを学び、
続くsupporting sentencesの役割を理解する。次に、各回の授業では「分
類」「例証」「比較（類似・対照）」「作り方」「時系列」「定義」を作
文の軸にした論理的なパラグラフ構成を学び、クラス内で作文し提出す
る。教員による評価の後、自ら修正を加え、クラス内で発表及び意見交換
を行う。

Writing Ⅱ

　この授業では、Writing Iで身につけた「良いパラグラフの書き方」を
基本に、「導入パラグラフ」及び「締めのパラグラフ」を加えた5つのパ
ラグラフからなるエッセイが書けるようになることを目標とする。
　受講者はWriting Iで学習した「良いパラグラフ」について復習した
後、つなぎ言葉の役割を学び、これを効果的に用いれば複雑な内容が簡潔
に表現できる仕組みを理解する。次に「導入パラグラフ」「締めのパラグ
ラフ」の役割について学び、パラグラフからエッセイへと発展させる方法
を身につける。授業内で実際に作文し、これを提出する。教員による評価
の後、自ら修正を加え、クラス内で発表及び意見交換を行う。

Listening Ⅰ

　この授業では、英語ネイティブ圏以外の英語スピーカーが話す英語にも
慣れてもらい、グローバルな英語に親しんでもらう。また、聞き取った内
容を脳内でイメージ化し、多種なトピックに対応するために必要な語彙を
増やすとともに、英語を日本語に訳さずに理解できることを目標とする。
　授業内容としては、毎回授業のはじめにウォームアップを行い、その後
に様々なトピックのディクテーションを行う。講義内でその内容を振り
返った後、同じディクテーションを個々で復習し、何が原因で聴けていな
かったのかの自己分析を行う。その後、グループで確認し合う時間を設け
ることとする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

Listening Ⅱ

　この授業では、Listening 1 にひき続いて、英語ネイティブ圏だけでは
なく、非ネイティブ圏の英語にも慣れてもらい、グローバルな英語に親し
んでもらう。また、聞き取った内容を脳内でイメージ化し、英語を日本語
に訳さないことに慣れてもらう。さらにゆっくりとした英語だけではな
く、スピードアップした英語にも対応できることを目標とする。
　授業内容としては、映画、ニュース、プレゼンテーションなど、様々な
場面での英語を聞いて内容把握する、高度な英語の運用力を身につけるた
めの課題を課す。断片的に聞き取れたことをどのように組み立てるか、内
容予測の精度をより高めるため、社会に出て必要になりそうなボキャブラ
リーも併せて増やしていくことも狙いである。

Speaking Ⅰ

　本科目は、学生の英語によるスピーキング能力を向上させるための科目
である。アクティブ・ラーニングを重視し、学生は多様な話題について話
し合うとともに、流暢さ、批判的思考力、ディスカッション及びプレゼン
テーションの技術を向上することを目的とする。
　授業では頻繁にペア・ワークやグループ・ワークを取り入れるととも
に、様々なフォーマル及びインフォーマルなスピーキング活動を行う。こ
れらの言語活動を通じて、学生はコミュニケーション能力を向上させ、よ
り自信を持って英語を話すようになると同時に、グローバル人材としての
資質を身に付けることが可能となる。

Speaking Ⅱ

　本科目は「SpeakingⅠ」から継続して、学生のスピーキング能力をさら
に向上・発展させるための科目である。多くの話題がコースに組み込ま
れ、学生に対して流暢さだけでなく、批判的思考力と問題解決能力を併せ
て向上させることを目的とする。
　授業ではペア・ワークとグループ・ワークの両方を取り入れ、アクティ
ブ・ラーニングを非常に重視した形態を取る。 本科目では、様々な
フォーマル及びインフォーマルなスピーキング活動を取り入れるととも
に、リサーチする方法やより高度なプレゼンテーションの技術も扱う。
これらの活動を通じて、学生は言語能力をさらに向上させ、より自信を
持ってグローバル化した英語話者になることが可能となる。

Debate Ⅰ

　本授業の目標は、学生が異文化や環境問題などの基礎的なさまざまな話
題について、英語で自分の意見を理由とともに明確に伝えることのできる
基礎力を習得することである。達成するべき英語レベルとしては、CEFR
B2程度、より身近な基準としては、英検2級から準1級程度のスピーキング
力を想定する。
　学生はまず、例示などの理由と結論の関係や、ブレインストーミングな
ど論証のための基礎知識とスキルを身に付ける。次に、ファーストフード
や環境などの身近なテーマを中心に、学生同士のグループワークの中で議
論に参加しなければならない。授業形態は、基本知識の解説と、少人数で
のグループ・ディベート及びプレゼン発表である。

Debate Ⅱ

　本授業の目標は、高齢社会や共生社会でのさまざまな話題について、学
生が英語で自ら問いを立て、自分の意見を説得的な理由とともに明確に伝
え、他者に応答できる能力を身につけることである。達成するべき英語レ
ベルとしては、CEFR B2からC1程度、より身近な基準としては準1級程度以
上のスピーキング力を想定する。
　学生はまず、科学的証拠の引用など他者の証言を参照・対比して意見を
述べることや、他者の質問にポジティブな仕方で応答するための基本的な
スキルを身につける。次に、現代社会における共生社会や国際社会で教養
として必要になる幅広いトピックについてのグループ討論に積極的に参加
しなければならない。

Mother Goose

　本授業では、古くからイギリスやアメリカの伝承童謡として知られてい
るマザー・グースの歌について、英語に関する基礎的な知識や文化的な背
景を踏まえながら理解を深める。歌に関する基本的な知識を得るととも
に、英語の詩、語彙やリズムに親しむことを通して、特に英語の自然な音
やリスニングの力を身につけることを目指す。また、マザー・グースは文
学作品や映画の中でよく引用されるため、その魅力についても合わせて探
る。
　テキストを活用し、必要に応じて資料を配布する。体験型の学習となる
ことを重視するため、CD、DVD等の音声や映像資料も使用し理解を深め
る。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

海外語学研修Ⅰ

　本科目は、学習言語が実際に使われている環境に身を置くことにより、
座学だけでは得られない実践力（コミュニケーション能力を含む）及び異
文化を理解する力を身につけることを目標とする。
　現地提携のプログラムに従って受講するが、出発前には事前指導を受
け、帰国後は学習成果報告を行なわなければならない。研修国はカナダ、
アメリカ、オーストラリア、イギリス、フィリピン、中国、台湾、韓国、
ロシアの8地域で、それぞれの国の公用語（英語、中国語、韓国語、ロシ
ア語）を中心に学ぶ。
　フィリピンのみスカイプ英会話での学習が必要となる。

海外語学研修Ⅱ

　本科目は「海外語学研修I」の履修者のみ受講可能であり、学習言語が
実際に使われている環境に身を置くことにより、座学だけでは得られない
実践力（コミュニケーション能力など）及び異文化を理解する力を身につ
けることを目標とする。
　現地提携のプログラムに従って受講するが、出発前には事前指導を受
け、帰国後は学習成果報告を行なわなければならない。研修国はカナダ、
アメリカ、オーストラリア、イギリス、フィリピン、中国、台湾、韓国、
ロシアの8地域で、それぞれの国の公用語（英語、中国語、韓国語、ロシ
ア語）を中心に学ぶ。
フィリピンのみスカイプ英会話での学習が必要となる。

キャリアプランニング

　本講座では、入学時より充実した学生生活を過ごすことがなぜ重要なの
か、大学生活と卒業後の社会生活がどのように結びついているのかを学
ぶ。最終的には、卒業後に目標とする人物像（ロールモデル）を作成し、
主体的な学生生活を過ごす手立てを考えることを目的とする。
　授業は20名前後のゼミ方式で、グループワークを中心に授業を進める。
共通テーマに沿ってそれぞれのグループで情報を収集し、多方面からディ
スカッションに取り組む。この取り組みを通じて学生の視野を広げ、理解
を深め、情報活用力を磨き、まずは卒業までの4年間のプラン、ひいては
社会に出た後のキャリアを検討させる。

キャリアデザイン

　キャリアを主体的に検討するための材料を増やすと同時に、より広い視
野でデザインできる情報活用スキルを獲得する事を目指す。
　授業は講義・演習形式で行い、情報量を増やす上では、幅広く個別の多
様な事例に触れ、一般論で理解したつもりになっている自分に気づいても
らう。また、実際のビジネスシーンを取り上げ、立場や時間軸など複数の
視点から読解してみせ、既に知っている事例も異なる視点から観ると、新
たな可能性が見えてくる事に気づいてもらう。
　更に、個人の能力だけでなく、多様な人々と協働し、新たな価値を生み
出す事が求められる中で、自己実現をどう図ればよいか考える。

キャリアディベロップメント

　シミュレーション教材を活用して仮説を検証、修正するＰＤＣＡサイク
ルに取り組む。同じ教材、テーマに複数回取り組み、情報活用、合意形
成、意思決定など今の社会で必要とされているスキルの修得を目指す。
　授業は講義・演習形式で行い、更に社会情勢の変化の激しい状況を実感
できる情報の提供、自らのキャリアを柔軟に開発するための考え方を提供
することにより、先入観や過去の自分に縛られた将来像から脱却し、貪欲
に可能性を追求する姿勢を育む。自身のキャリアについて論理的に述べ、
共感を得る表現力・コミュニケーション能力を育む事で、自己実現を図る
支援とする。
　また、リフレクションを重視し、気づきを可視化、共有させ、キャリア
を検討する材料にできるようにする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

教育原論

　「学校とは何のためにあるのか？」「教育とは？」　誰もが学校教育を
受け、それなりの答えをもっているが、その答えの多くは受けてきた教育
経験から形成されたものである。しかも、人によって経験が異なるので、
同じ事象に対して見方や考え方が異なる。そこで、本授業では、教育の基
本概念、教育に関する歴史、教育に関する思想を通して多様な見方・考え
方に触れ、視野を広げたうえで、子どもを総合的な理解し、教育する力の
基盤となる教育観や学校観を再構成することをねらいとする。
　本授業は2部構成となっており、まず、教育を縦軸（教育史）と横軸
（比較教育）から見ていく。次に、構成主義と客観主義という2つのパラ
ダイムから学力観・教育観・学校観等を考えていく。

発達心理学

　子供の発達の基礎に関する心理学的理論を習得し、子供が成長する過程
を科学的に理解することを目的とする。また、発達心理学のエビデンスに
基づいて児童生徒の指導及び支援する方法を考察できる力を身につけるこ
とを目指す。
　この授業は発達心理学の基礎理論と最新の研究成果について学ぶ講義を
主体とするが、子供の発達過程に関する理解を深めるために、授業内容に
関連した演習 (討論やグループワーク)を適宜取り入れながら進める。こ
の授業で取り扱う内容は以下の通りである。
(1)発達の概念について
(2)子供の言語発達・認知発達・社会性の発達に関する基礎理論
(3)発達上の課題 (特に発達障がい)の理解

教育行政

　この授業は、教職をめざす学生が、教育制度・教育施策等に関する基本
的な知識やその構造等について理解するとともに、教育行政が抱える課題
について考えることを目的とする。また、学校・家庭・地域の連携や学校
安全への対応について、具体的事例をもとに基礎的な知識を身に付ける。
　毎回、レジュメや関係資料等を配付し、それらを活用しながら講義形式
で授業を進める。また、受講生が新聞やインターネット等から今日的な教
育問題に関する記事を選び、記事の概要、関連して調べたこと、感想・意
見等を記載する「アピールレポート」（A4サイズ1枚）の作成に取り組
み、発表会を実施する。

教育課程論（小学校）

　本授業は、学校教育における教育課程の意義および編成に関する基本的
な知識や考え方を獲得させるだけでなく、教科・領域・学年をまたいだカ
リキュラムの編成や地域や児童の実情に合わせた特色あるカリキュラムの
編成のための基本的な考え方及び技能を、年間指導計画の作成を通して実
践的に学び、子どもを総合的に理解し、教育する力を身に付け、授業づく
りにおけるデザイン力（実践力）を形成することをねらいとする。
　そのために、「教育課程編成の意義、役割、基本原理について説明でき
る」「学習指導要領改訂の変遷を概観し、戦後の社会的背景と教育の歩み
について理解する」「教育課程編成上の諸課題について理解し、年間指導
計画を作成することができる」「カリキュラム・マネジメントの意義と方
法について理解する」を到達目標とする。

教職概論

　この授業では、公教育の目的を教育基本法や教育関連法を解説しなが
ら、その意義や教員の役割、責務、教育関係諸問題について講義する。
　また、学校運営や学校が抱える課題についてどのように対処していくか
についても講義する。
特に教員を目指す学生が対象となるため、実際の仕事やそれに関わる根拠
法令についても学ぶ。さらに、学校に対する社会的な期待や批判、保護者
の感覚についても、教員として仕事をしていく上で必要な心構えとして学
ぶことにより、現場で活きる力を身につけることを目的とする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

教育方法・技術論
（小学校）

　この授業は、教育の方法及び技術に関することについて、歴史的・社会
的背景、理念、具体的な実践例、学校の情報化とICT活用、教材研究の方
法、現代的な課題への対応など、様々な観点から考えていく。本授業をと
おして、小学校教諭として必要な授業・教材づくりの基礎を養うことをね
らいとする。
　毎回、多様な観点から教育の方法及び技術に関する話題を取り上げ、そ
れらについて受講者らで批判的に検討をしたり、実際に何かを調査したり
することを通して、授業・教材づくりのあり方について認識を深めてもら
う。講義形式を基本とするが、毎回グループワークやディスカッションを
行う。

国語（書写を含）

　この授業では、総論として言語学への入門的な学びに触れたのち、音
声、語彙等の各論に進む。国語は小学校で学ぶあらゆる科目の基礎であ
る。このため、子どもたちの国語力を十分に伸ばすことのできる教員を目
指し、①教科指導に必要な国語の専門知識（国語学的な知識、我が国の言
語文化に関する知識、言語活動の実践事例と評価方法等）、②教員にふさ
わしい国語運用能力（漢字・語彙力、口頭での表現力等）の二つを身につ
けることを到達目標とする。
　授業形態としては、講義形式を基本としつつ、思考力・判断力・表現力
を伸ばすため、適宜グループ討議など行う。こうした活動のフィードバッ
クには、ルーブリック等の評価方法を活用する。

社会

　この授業は、小学校の教員として、社会科指導をするために必要な知識
や技能を習得し、それを実践するために必要な手立てについて理解を深め
ることを目的とする。小学校社会科は「公民としての基礎的な資質や能
力」を育成する教科であり、社会科の教科目標を達成するためは、各学年
の目標や内容を着実に理解する必要がある。
　小学校社会科の学習内容を3学年、4学年、5学年、6学年に分けて、学校
で使用される教科書や地図帳をもとに、教材についての理解を図る。その
際、アクティブラーニングにより主体的・対話的で深い学習になるよう
に、グループ研究や発表と質疑応答、実際の教材作りなどの活動を取り入
れる。

算数

　算数教育においては、教育者自身が算数・数学を学び続けることが必要
である。本授業は、算数教育を実践していくために必要な知識や技能、能
力、態度を身に付けることを目標とする。特に、算数・数学の内容とその
教育目標の理解、算数とその教育の考え方、算数・数学の探究に取り組む
態度を身に付けることを中心とする。
　毎時間の講義では、算数・数学の教科書や教材、学習指導要領とその解
説資料、大規模調査の問題、教員採用試験の問題等を具体的に取り上げ、
問題解決を中心として授業を進める。具体的には、授業の最初に本時の内
容に関する課題に取り組み、個人での解決および全体での議論を通して授
業内容を深める。

理科

　この授業では、科学史や基礎実験をもとにして、物理学、化学、生物
学、地学の4分野にまたがる自然科学の基礎的・基本的な知識や概念につ
いて身に付けるとともに、環境や生命、医学や災害などの4分野にまたが
り日常生活に関連する多くの身近な話題や、最新の科学技術などについて
学ぶ。さらに、科学的な根拠に基づいて賢明な意思判断ができるようにな
るために、データを解釈し発表するなどの活動を通して、論理的思考力を
高めることを目的とする。
　また、講義だけでなく簡易な装置を使って実際に自然の事物・現象を確
かめる実験をしたり、ものづくりをしたりすることで、理科の不思議さ、
追究する楽しさ、体験する面白さなど、実感を伴った理解を促すとともに
知的好奇心を高める。

生活

　生活科は児童の興味・関心に揺さぶりをかけ、「もっと学びたい」とい
う願いに応えられる教科である。この授業では、「活動あって学びなし」
の学習にしないために、生活科の目標に沿った、育てたい児童像を明確に
もち、生活科で育てる資質・能力について、新学習指導要領のもと、体験
や具現化していく活動を積極的に取り入れ、グループワークという学習形
態で深めていく。そして、「何を学ぶか」・「どのように学ぶか」「何が
身に付いたか」や、見方・考え方、評価についても議論し、目標の達成に
せまる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

音楽

　この授業は、「音楽はどこから生まれてきたのか？」という問いを投げ
かけることから始める。人間にとって音楽とは何かということを自身の音
楽経験と結びつけて考え、ずっと以前から音楽が存在していたことを知
り、人間がそれをどう捉え、発展させてきたかを西洋音楽の基礎的な理論
や音楽の歴史を通して学ぶ。そして、生涯音楽と関わり続けることが心豊
かな生活に結びつくこと、音楽は単なる娯楽だけではないことに気づくこ
とを目標とする。
　授業内容としては、実際に日本の楽器（箏・三弦）に触れたり、学んだ
ことを生かしてグループで表現を工夫し、聴き合ったりする活動を行って
いる。それらにより、音楽表現の多様さや音楽のよさを感じることができ
る。
　

図画工作

　この授業は、小学校図画工作科を指導する上で、造形的な創造活動の基
礎となる表現および鑑賞の技能と理論の修得を目標とし、実技終了後には
学生相互の意見交換等を行う。
　授業計画の概要としては、まず教科の内容及び絵画、工作、立体の製作
と鑑賞を行い、色彩理論や表現技法、機構工作・土粘土を使っての製作と
鑑賞を行う。続いて、西洋美術作品及び日本美術作品の鑑賞、抽象をもと
にした絵画作品の製作と鑑賞、版画、金属材・木、工材でのオブジェ製作
と鑑賞と、多種多様な素材に触れ、最終的には材料をもとにした造形遊び
を行うこととする。

家庭

　この授業は、小学校学習指導要領に基づいた「家庭」で扱う内容につい
て、他教科との関連や児童の実態を視野に入れて理解を深める。学習指導
要領に示されている目標や内容の理解と家族・衣・食・住・消費生活や環
境教育の各領域について学び、指導者としての基本的な知識理解や技能の
習得を目指す。
　授業内容として、指導者としての基礎力を身につけるために、学習指導
要領やテキストを基に講義や実習、製作活動等を行う。講義を中心とする
が、アクティブラーニングの視点を取り入れたディスカッション、ワーク
ショップ、実習等の授業を含む。

体育

　この授業は、運動・スポーツの諸理論を理解し、児童期の身体にあった
環境をつくる知識・技能の習得を目標とする。また、ゲームやニュース
ポーツという考え方を理解し、発達段階の特性にあった運動・スポーツの
アレンジの仕方や関わり方を身につける。それにより、運動・スポーツを
通した学習活動における豊かなコミュニケーション能力の習得につなげて
いく。
　授業の流れは、まず、初等教育における体育科の目標をふまえ、児童期
の子どもの遊び・活動を分析する視点を身につける。次に「やってみる」
－「ひろげる」－「ふかめる」実践を通して、「個々の遊びから集団の活
動」、「伝承遊びからニュースポーツ」といった枠組みに沿って授業を展
開していく。

小学校英語Ⅰ

　この授業は、小学校外国語活動・外国語科に関する基本的な知識や理
論、指導・評価方法を学ぶと共に、授業実践に必要な英語運用能力を身に
付けることを目標とする。
　英語に関する背景的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書法などの
英語に関する基本的な知識、第二言語習得、児童文学（英語絵本、子ども
向けの歌・詩、マザー・グース）、異文化理解等を学び、英語の授業実践
に向けての準備、必要な知識と英語力を身に付ける。授業・アクティビ
ティの実演を通して、児童の立場も体験する。更に、講義とグループ・
ワークによるプレゼンテーション等、対話的・体験型の学習を進める。

小学校英語Ⅱ

　この授業は、小学校英語Ⅰの内容を踏まえて、小学校外国語活動・外国
語科に関する基本的な知識や理論、指導・評価方法の理解を深め、授業実
践に必要な英語運用能力を身に付けることを目標とする。
　英語に関する背景的な知識（音声・語彙・文構造・文法・正書法などの
英語に関する基本的な知識、第二言語習得、児童文学（英語絵本、子ども
向けの歌・詩、マザー・グース）、異文化理解等を学び、英語の授業実践
に向けての準備、必要な知識と英語力を身に付ける。授業・アクティビ
ティの実演を通して、児童の立場も体験する。更に講義とグループ・ワー
クによるプレゼンテーション等、対話的・体験型の学習を進める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

1年基礎演習Ⅰ

　本授業の目的は、変化に対応する能力の基盤となる問題解決能力やコ
ミュニケーション能力を高めていくとともに、4年間の見通しをもって大
学生活を送ること、及び、教職への自覚をもつことを目的とする。そのた
めに、少人数グループによる課題解決学習を通して、対話的かつ実践的に
学んでいく。
　1年次基礎演習Ⅰでは、Project Based Learningの手法を援用した課題
解決活動を行う。社会的な問題のなかから自分たちで課題を設定し、解決
のための計画を立てて実行し、成果発表を行う。
　また、教育ボランティアに積極的に取り組ませ、その成果をクラス内で
共有していく。

1年基礎演習Ⅱ

　本授業の目的は、変化に対応する能力の基盤となる問題解決能力やコ
ミュニケーション能力を高めていくとともに、4年間の見通しをもって大
学生活を送ること、及び、教職への自覚をもつことを目的とする。そのた
めに、少人数グループによる課題解決活動を通して、対話的かつ実践的に
学んでいく。
　1年次基礎演習Ⅱでは、表現活動を行う。道徳科の導入教材（問題提起
のための教材）としての劇を自分たちで創作し、表現し、成果をコンテス
トという形で発表する。
　また、Ⅰに引き続き教育ボランティアに積極的に取り組ませ、その成果
をクラス内で共有していく。

2年応用演習Ⅰ

　本授業の目的は、変化への対応力の基盤となる問題解決能力やコミュニ
ケーション能力を高めていくとともに、4年間の見通しをもって大学生活
を送ること、及び、教職への自覚を高めていくことを目的とする。そのた
めに、少人数グループによる課題解決学習を通して、対話的かつ実践的に
学んでいく。
　2年次応用研究Ⅰでは、Project Based Learningの手法を援用した課題
解決学習を行う。教育に関わる問題のなかから自分たちで課題を設定し、
解決のための計画を立てて実行し、成果発表を行う。その際、下学年との
交流の場を設け、リーダーシップについても学んでいく。
　また、教育ボランティアに積極的に取り組ませ、その成果をクラス内で
共有していく。

2年応用演習Ⅱ

　本授業の目的は、変化への対応力の基盤となる問題解決能力やコミュニ
ケーション能力を高めていくとともに、4年間の見通しをもって大学生活
を送ること、及び、教職への自覚を高めていくことを目的とする。そのた
めに、少人数グループによる課題解決活動を通して、対話的かつ実践的に
学んでいく。
　2年次応用研究Ⅱでは表現活動を行う。「優しさ」「友情」といった大
きなテーマの創作劇をつくり、表現し、成果をコンテストという形で発表
する。これらの活動を通して、役割分担の重要性についても学んでいく。
　また、引き続き教育ボランティアに積極的に取り組ませ、その成果をク
ラス内で共有していく。

こども学Ⅰ

　こども学Ⅰの授業では、これまで学んできた様々な科学的・学術的見地
(理論)などを「こども」の視点から幅広く学際的に捉え直し、総合的に理
解することを目的とする。
　講義による問題提起から、一人一人の課題意識を大切にしながら、学生
の主体的・対話的な深い学びを通して、子供についての理解を深める。子
供たちを取り巻く社会の変化や子供の成長に関する考察など多様な視点か
らのアプローチに配慮するとともに、最新の研究成果、実践活動なども合
わせて紹介し、学生の視野を広げることを目指す。

こども学Ⅱ

　こども学Ⅱの授業では、こども学Ⅰでの学修をもとに「こども」につい
ての理解を教育の視点から、より実践的に広げ深めることを目的とする。
　各教科・領域の授業で学んだそれぞれのものの見方や考え方を統合的に
捉えること、学校や地域、子供たちの実態を「ちば ! 教職たまごプロ
ジェクト」や「教育ボランティア」などの経験をもとに考えること、最新
の教育機器や設備に実際に触れること、などを通して、教育についての理
解を深める。
　子供について学ぶことは、人間の存在そのものを考えることであること
に気づき、社会や文化が築かれていく過程には、一人一人の人間が深く関
わっていることを意識できるようにする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

教育心理学

　教育心理学（小学校）では、教育者に必要な心理学的理論を習得し、エ
ビデンスに基づいた指導法を考察する力を身につけることを目指す。
　この授業は心理学の基礎理論を学ぶための講義と、講義内容の理解を深
める演習で構成され、以下の内容を取り上げる。
(1) 発達の基礎理論を学び、児童の発達段階について理解する。
(2)「学習」「動機づけ」「認知」に関する理論と研究成果を学び、児童
の行動や知識が形成されるプロセスを理解する。
(3)「パーソナリティ」「知能」に関する基礎理論と測定法を学び、人格
形成および学力について理解する。
(4)「発達障がい」に関する理論を学び、児童の成長と発達を促す支援つ
いての理解を深める。

教育法規

　教職をめざす学生にとって、学校教育を理解するには教育法規に関する
基礎知識は欠かせない。そのため授業では、教育施策の実現と関連する教
育法規を理解するとともに、日々の教育活動の具体的事例に対して法的根
拠に基づいた対応ができる実践力を身に付けていくことを目的とする。ま
た、学校教育の経営的事項についての基礎的知識を身に付ける。
　授業内容としては、毎回、レジュメ・ワークシート及び関係資料等を配
付する。配付資料や「教育小六法」を活用しながら講義形式で授業を進め
る。授業や「課題レポート」の作成を通して、教育法規の観点から実践的
な判断力や行動力を養う。一部、「課題レポート」の発表会や討議形式も
取り入れる。

生徒・進路指導論
（小学校）

　この授業では、学校生活の充実、自己実現に必要な自己指導能力や生き
る力の育成、社会的職業的自立に必要な資質・能力を育むこと等を目指
す。そのため、指導者として必要なそれらの知識や指導方法を身に付け、
児童と関われる場で活かせるようにすることを目的とする。
　授業内容としては、「生徒指導提要」及び、「小学校キャリア教育の手
引き(改訂版)」を用いた講義のほか、グループやクラス全体で討議する、
予習してきた課題を採点し、次時にフィードバックし双方向型の主体的・
能動的な活動を行う、ソーシャルスキルトレーニングなどを行うこととす
る。適宜、学習指導要領や各教科解説、関係法令を活用する。

特別支援教育概論
（小学校）

　この授業では、実際の学校生活において、「できにくい状況」におかれ
がちな児童に対して、共感的な学習支援をするための基礎・基本を身につ
ける。発達障害をはじめとする、障害についての理解を深め、実際の授業
場面における、特別支援教育の指導の基本を学び、将来、教員として必要
となる指導の知識を習得することを目的とする。また、学校における児
童・生徒の発達的な観点から特別支援教育の対象となる児童・生徒につい
ての具体的な指導法を学び、子供を支援するための基本を身につける。
　授業内容としては、映像教材を使い、発達障害をはじめとする、障害に
ついての理解を深める。また、それにかかわるレポートの作成を求めるこ
ととする。

教育相談
（小学校）

　教育相談では、児童の問題行動の背景にある要因についての理解を深
め、子供の多様なニーズに応じた援助のあり方を考察する能力を身につけ
ることを目指す。
　この授業は児童の問題行動を理解するための臨床心理学的視点、教育相
談に必要なカウンセリング理論を学ぶ講義と、教育相談の対象となる具体
的な事例（例えば、いじめ・不登校など）を検討する演習によって構成さ
れる。演習では、事例検討に必要な教育学的、心理学的、社会学的理論に
関する情報提供のためのプレゼンテーションを受講者が分担して実施し、
児童の援助について教員の視点・立場を意識した討論を通して子どもの
ニーズに応じた援助とは何かを理解する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

初等国語科指導法

　この授業では、国語科教育の現状と課題をふまえて、これからの時代に
求められる学力を養うための学習のあり方を学習指導要領の内容に即して
理解することをねらう。
　授業中は要点をノートに整理し、キーワードが説明できるようにする。
学習指導要領に示された内容と、学習材（授業では主に教科書教材）、学
習者の実態、学習指導案の４者のつながりを踏まえて、実際の授業におけ
る教師の役割や教育方法等について理解を深めさせる。また、アクティブ
ラーニングとして、ペアワークやグループでのディスカッション、模擬授
業などを行う。具体的には学習材の選定や指導案作成などを行い、フィー
ドバックも行う。

初等社会科指導法

　この授業では、小学校の教員として社会科指導をするために必要な知識
や技能を習得し、それを実践するための指導力の向上を目的とする。小学
校社会科の目標「公民としての基礎的な資質や能力の育成」を達成するた
めには、各学年の目標や内容を着実に理解し、学習指導案を作成できる資
質を身に付ける必要がある。
　授業内容としては、小学校社会科の学習内容を3学年、4学年、5学年、6
学年に分け、選択した単元について学習指導案を作成し模擬授業を実施す
る。参加者はその授業について10項目の視点から4段段階評価を行い、そ
れを元に教員が分析・代案を示し、アクティブラーニングにより社会科指
導の実践力を高める。

算数科指導法

　算数の授業を行うためには、算数の内容に加えて、学習の目標や方法を
考える必要がある。そこで本授業では、授業を計画し、実践し、評価・改
善していくために必要な知識や考え方を身に付けることを目標とする。特
に、学習指導の意味と方法の理解、児童の活動の評価、学習指導案の作
成、研究協議を行うことを中心とする。
　毎時間の講義では、実際に行われた授業やその学習指導案の分析、学習
指導案の作成、模擬授業とその協議を中心に授業を進める。具体的には、
授業の最初に本時の内容に関する課題に取り組み、個人での解決および全
体での議論を通して授業内容を深める。

初等理科指導法

　この授業では、平成29年3月に公示された学習指導要領に基づき、大き
く変化する社会の変化と改訂の背景を理解するとともに、児童の主体的・
対話的で深い学びを身に付けさせるための、学習活動を考える。そのため
に、小学校理科学習の教材・素材研究を通して、児童が科学的な見方・考
え方を働かせ意欲的に問題解決に取り組むことのできる授業案や指導法を
検討するとともに、理科で育てたい資質・能力について理解する。
　さらに、日常生活と関連させながら科学の基本的な見方や概念について
踏まえたうえで、教科書に記載されている観察・実験を実際に行い、実験
器具の操作法や安全に配慮して行う技能を身に付け、総合的な理科指導力
を高める。

生活科指導法

　生活科は、子供たちの日常生活の中から「問い」を発見させ、指導計画
の作成と実施、学習・指導の改善・充実を構想していくことが重要であ
る。この授業では、実際に小学校１・２年生の子供たちと同様の問題解決
的な学習や体験をしたり、模擬授業を行ったりする。その中で、「主体的
学び」、「対話的学び」、「深い学び」の視点で授業改善を行い、生活科
で育てる資質・能力とは何かを構築させることを目的とする。
　さらに、「子供たちが考える場面」と「教師が教える場面」の両方を経
験させることで、指導者の役割の重要性についても考え、最終的に年間指
導計画を作成する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

初等音楽科指導法

　この授業では、音楽に対する基礎的な理解を前提に、小学校音楽科教育
の意義を理解し、基本的な音楽科授業の組み立てができることを目指す。
　授業内容としては、学習指導要領の小学校音楽科の目標と内容、指導計
画、評価などを知り、授業の具体的な事例を取り上げながら進める。ま
た、音楽科の特性を理解するとともに授業づくりの実践を通して、発達段
階や教材研究の大切さを理解し、効果的な視聴覚機器や教材使用に配慮で
きるよう助言を行う。
　主体的な学修のために、毎回の授業を振り返ってその内容や課題をまと
め、グループで協働して授業づくりを行えるようにする。また、学生の理
解度を確認するためにレポート課題を課すこととする。

図画工作科指導法

　この授業では、講義・演習を通して図画工作科の目標と内容及び評価の
考え方等について学ぶことを目的とする。
　授業形態としては、グループワークで模擬授業、授業分析・考察を行
い、具体的な授業場面を想定して授業設計する力、指導方法を身に付け
る。内容としては、教科目標と内容、児童の発達と表現について学び、造
形活動（表現・鑑賞）と評価方法を知る。その後に授業計画案作成・指導
案作成・教材研究を通して組み立て方を学んでから、模擬授業の実施と振
り返りにより分析・考察を行った後に、グループワークとして「図工でつ
けたい力」について話し合い、全体の共有を図る。

初等家庭科指導法

　この授業では、小学校「家庭」の指導をするにあたり、家庭科の内容を
理解したうえで、基本的な指導法の理解を図り、実践的な力を培う。
　目標としては、授業内容や、学習の指導計画の立案や学習指導案の作成
を目指す。児童の実態をふまえ、授業内容や具体的な授業場面に対応でき
るように、かつ、児童が意欲的に授業に取り組めるように、様々な学習・
指導法を学び、学習指導案が作成できるような資質・技能を習得する。
　授業形態は講義形式の他、アクティブラーニングの視点を取り入れた
ディスカッション、ワークショップ、プレゼンテーション（模擬授業）を
適宜取り入れて実施する。

初等体育科指導法

　この授業では、体育科の目標、領域内容等を理解し、子ども一人ひとり
の健康と生涯にわたって運動・スポーツとの関わりをもつことのできる資
質を養うことを念頭においた学習指導ができる知識・技能の習得を目指
す。それを通して、子供を総合的に理解し、教育する力を身につける。
　授業の流れとして、まず小学校体育科のカリキュラム編成と学習指導に
ついて、その理論と方法を理解する。次に、レクリエーショナル・スポー
ツを活用した体育の授業構成について運動・スポーツ指導の実践を通して
学習する。その知識をもとに授業計画を作成し、授業実践をおこない受講
者による相互評価を通し体育におけるPDCA過程の学習とする。

小学校英語指導法Ⅰ

　この授業では、小学校外国語活動・外国語科に関する基本的な知識や理
論、指導・評価方法を学ぶと共に、授業実践に必要な英語運用能力を身に
付けることを目的とする。
　内容としては、英語に関する背景的な知識（音声・語彙・文構造・文
法・正書法などの英語に関する基本的な知識、第二言語習得、児童文学
（英語絵本、子ども向けの歌・詩、マザー・グース）、異文化理解等を学
び、英語の授業実践に向けての準備、必要な知識と英語力を身に付ける。
授業・アクティビティの実演を通して、児童の立場も体験する。
　形態として、講義とグループ・ワークによるプレゼンテーション等、対
話的・体験型の学習を進める。

14



授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

小学校英語指導法Ⅱ

　この授業では、小学校英語Ⅰの内容を踏まえて、小学校外国語活動・外
国語科に関する基本的な知識や理論、指導・評価方法の理解を深め、授業
実践に必要な英語運用能力を身に付けることを目的とする。
　内容としては、英語に関する背景的な知識（音声・語彙・文構造・文
法・正書法などの英語に関する基本的な知識、第二言語習得、児童文学
（英語絵本、子供向けの歌・詩、マザー・グース）、異文化理解等を学
び、英語の授業実践に向けての準備、必要な知識と英語力を身に付ける。
授業・アクティビティの実演を通して、児童の立場も体験する。
　形態として、講義とグループ・ワークによるプレゼンテーション等、対
話的・体験型の学習を進める。

道徳教育指導法
（小学校）

　道徳教育指導法（小学校）では、全教育活動で行われる道徳教育の目標
や内容、その要の役割を果たす道徳科の授業の在り方を学ぶことを目的と
する。
　道徳科で活用する教材の分析を個人で綿密に行い、それを基に小グルー
プで指導案を作成し、学生が模擬授業を行う。同時に授業記録の取り方
を、実践を通して学ぶ。担当教員も学生向けに模擬授業を行い、考え、議
論する道徳授業の在り方を深く学んでいく。講義で学んだことや考えたこ
とを毎回学生が記述し、理解を深めたいことや疑問に思ったことなどを次
回の講義の冒頭で解説、双方向の講義となるようにすることにより、道徳
教育の推進と道徳科の授業の具体的な展開ができるよう目指していく。

総合的な学習の時間の
指導法（小学校）

　本授業では、総合的な学習の時間の意義、探究的な課題解決活動を通し
て育む資質・能力、各学校において目標・内容を決めることの意味などの
基本的な知識について理解するとともに、総合的な学習の時間の指導計画
作成を通して、各教科との関連性や、主体的で対話的な深い学びを引き出
すにはどうしたらよいか、評価の在り方（evaluationとassessment）等に
ついて、実践的に学んでいくことを目的とする。
　まず、これまでの総合的な学習経験を振り返り、疑問点や課題を洗い出
した上で、総合的な学習の時間の意義や原理等の基礎理論について学び、
その答えを各自が明らかにする。さらに、年間指導計画作成やルーブリッ
クの作成等のワークを通して、総合的な学習の時間の基本的な考え方や基
礎的な能力を身につける。

特別活動指導法
（小学校）

　この授業では、学習指導要領に基づき、特別活動の目標・内容を理解
し、学級活動（特に学級会）、クラブ活動、学校行事等について具体的で
実践的な指導法を身に付けることを目的とする。
　授業内容としては、学習指導要領解説「特別活動編」に従い、特別活動
の目標と意義、学級活動、児童会活動、クラブ活動、学校行事、全体計
画、指導計画、評価方法という順番で展開していく。
　講義形式を基本とするが、個人演習・グループ討議、模擬授業等を取り
入れる。授業はパワーポイント及び配布資料を用いて行うこととする。

文学教材研究

　この授業では、小学校の教科書に収録されることの多い、安房直子や宮
沢賢治の童話を題材に、教材研究の一環として文学を読み解くコツを習得
していく。自分の力で作品の魅力を見つけ出し、言葉で表現できるように
なることが到達目標である。「我が国の言語文化に関する事項」の指導に
備え、古典文学に親しむ態度も涵養する。
　授業内容として、まずは作者の略歴を知ることから始め、教科書掲載作
品を読み解いたのち、応用編として同じ作家の別の作品を取り上げ、考察
していく。
　講義形式を基本としつつ、グループワークや口頭発表（個別、グルー
プ）も実施していく。タスクシートに個別にフィードバックを行うほか、
ルーブリック等も活用する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

数と形の不思議

　算数科で扱う「数」および「形」には、様々な数学的な性質や身の回り
の現象が潜んでいる。本授業は、算数・数学における数と形に関する性質
を探究することや日常生活や社会における問題の解決に数や形に関する性
質を活用することを通して、算数・数学について考えるために必要な見方
や考え方を、身に付けられるようにすることを目標とする。
　数や形に関する問題を解決し、解決を発表・議論する中で、どのような
知識・技能や見方・考え方が潜んでいるか、また必要なのかを把握しても
らう。具体的には、授業の最初に本時の内容に関する課題に取り組み、個
人での解決および全体での議論を通して授業内容を深める。

プログラミング教育

　この授業では、平成29年3月に公示された学習指導要領に基づき、社会
の変化と改訂の背景を理解するとともに、児童にプログラミングを体験さ
せ、コンピュータに意図した処理を行うのに必要な論理的思考力を身に付
けさせるための、学習活動を考えることを目的とする。
　そのために、小学校で行うプログラミング教育の意義や効果について理
解するとともに、さまざまな教育用プログラミング教材を体験しながら実
際にプログラムを作成し、授業で実践するためには教育者としてどのよう
な力が求められるのかを追究する。さらに、情報機器を活用して情報活用
能力について踏まえたうえで、発達の段階に即したプログラミング的思考
を育む授業や指導法を検討する。

理科の観察実験

　この授業では、基本的な理科実験（物理分野）において、各自でさまざ
まな現象を理解するために、できるだけ簡単な装置を作成したり、市販の
装置を用い、基本事項を習得するための実験を行う。それにより、科学的
な見方、文献の調べ方ができるように授業を展開するとともに、小学校教
材において、理科実験を通し科学的な基礎知識を身につけることを目的と
する。
　特に小学校教員採用試験を志す学生に対し、採用試験対策となる事柄も
含め少人数グループでの実験授業を行なう。 前半、後半を通し歴史的背
景も取り入れる。実験の結果を検討し、性質、働き、規則性などの考察を
する。

科学教育論

　この授業では、物理学、化学、生物学、地学の4分野における研究と理
科教育に必要な科学的資質を身に付けるために、基本的・基礎的な文献検
索と実験結果から、理科教育の前提となる科学的な現象を読み解く力、学
習指導要領に基づく理科を教える目的と目標、さらに理科で教える内容と
教材を学ぶことを目的とする。
　さらに、理科教員として理解しておかなければならない学習指導、評
価、観察・実験の方法、実験室整備などの知識を習得し、日常生活と科学
の関連性について探究するとともに、4分野を超えた環境教育、エネル
ギー教育、宇宙教育などの今日的な課題や最新の科学技術についても学
び、科学的な視点で物事をとらえて教育活動に生かすことができるように
する。

音楽と表現

　この授業では、ソプラノリコーダーの奏法やピアノの実践的な伴奏法を
身に付け、器楽を中心とした音楽をつくりあげる過程を体得し、児童の指
導に役立てることを目的とする。
　リコーダーでは導入指導を児童の立場で受け、よい音を出すタンギング
や息遣い、運指などを知る。ピアノ伴奏法では伴奏譜を使用せず、「音
楽」で学んだコードネームを活用し、メロディーからコードを付ける簡易
な伴奏法を修得する。個人やペア、グループなど様々な形態で課題を明確
にしながら、思いや意図を生かした曲想にふさわしい表現を工夫したり聴
き合ったりすることを通して、よさを認め合いながら音楽をつくりあげる
楽しさや多様さを体感する。

造形と表現

　この授業では、発想、構想、表現活動、鑑賞のプロセスをふまえて、作
品を制作する。制作を通して必要な技術や技能を習得し、活用する力を培
うことを目的とする。
　内容としては、造形作品の概説と今日のアートシーンを紹介した後に、
紙・粘土・液体粘土・金属・木材・土粘土での立体表現を課題として課
し、適当な時間をあてて制作活動を行わせる。各自が表現した作品につい
て意見交換や鑑賞の機会を持ち、学生相互でフィードバックし合うことを
大切にし、表現の多様さを共有することとする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

教育社会学

　この授業では、教育のさまざまな側面に関して社会学的な見方をし、教
育の社会的側面を理解し、教育問題の原因とそれを解決する方法に関して
理解する。そこから、教育の社会的側面を広範囲に深く理解し、教育実践
に役立てられることを目的とする。
　授業は講義形式で行い、内容としては、人間の成長には生得的なもの
（遺伝）と社会的なもの（環境、教育）の両方がはたらいており、その関
係の実態を理論と実際から理解していく。教育は、家庭、地域社会、仲間
集団、学校、職場などの社会集団、・組織・制度のなかで行われる。その
仕組みと機能、および文化を理解する。特に教育の中心は、学校教育のな
かで行われ、その仕組みの理解が重要である。さらに、高等教育や生涯学
習との接続、多文化教育の視点を導入し、教育実践力を高める。

メディアリテラシー教育

　本授業では、メディアリテラシー（メディアに関する読解力や発信力）
がいかなるものであるかを学習した上で、児童生徒のメディアリテラシー
を高めるための教育を実践する力量と、教師自らの授業・教材づくりにメ
ディアリテラシーを活かす力量を高めることをねらいとする。
　授業内容としては、メディアリテラシーに関する古典的な言説や欧米で
の事例を学ぶことから始め、日本国内での実践例や、ソーシャルメディア
などの新たなメディアとの付き合い方なども取り上げる。
　主に知識を習得させるための講義に加え、メディアリテラシー教育のあ
り方を受講者が考え提案するワークを行っていく。

学校の安全教育

　この授業では、小学校の安全管理や安全教育の在り方を理解することを
目的とする。小学校では、児童に自他の生命を尊重し、健康で安全な生活
を生涯に渡って営むことのできる態度や能力を育成する教育が求められて
いる。児童が学校や地域で生活をする上で、必要な安全に関わる基礎的な
事項を着実に理解し、それを指導できる資質を身に付ける必要がある。
　授業内容としては、小学校における学校安全に係る学習内容を学校生
活、登下校、地域での生活などの場に応じて事例を元に学習を進める。ま
た、稲毛駅から敬愛大学までの通学路を実地踏査して「地域安全マップ」
を作成するなど、安全についてアクテイブラーニングで理解を深める。

学級担任と読書

　この授業では、将来小学校の学級担任を続けていく上で必要な読書活動
を知り、いくつかのジャンルから厳選した図書資料を読むことを通して、
教師として生きることとは学び続けることなのだということを具体的に理
解することを目的とする。
　アクティブラーニングとして図書の紹介（ビブリオバトルやブックトー
クなど）に取り組むために、シラバスを参考に選書させる。自分の選んだ
推薦図書を、相手が読みたくなるように表現を工夫して紹介させる。な
お、毎時間講義の終わりに次の授業で使う資料を配布し、難語句を調べる
などして家で必ず読み込んでくることを課題とする。発表やグループでの
話し合いなどの後は、口頭で学生相互にフィードバックし合うようにす
る。

社会教育概論

　本授業では、生涯学習社会における教育や学習について考えるという立
場から、社会教育について認識をもち、社会教育の理解を深めていく。学
校教育や家庭教育、地域社会との関係に注目しつつ、自分の学習歴との関
係を考えていくことで、生涯学習社会における学習のあり方を把握し、構
想していく力量を高めることを目標とする。
　授業形態は、講義を中心としつつも、ディスカッション、小課題、リア
クションペーパーの記述などにも適宜取り組む。前回のリアクションペー
パーの内容紹介や、ディスカッションのふりかえりをすることでフィード
バックを行う。

多文化教育論

　本講義の目標は、学生が異質な他者との共生やその多様性の理解を目的
とする教育についての基本的概念と考え方を理解したうえで、自分が教師
になったとき、子どもに多文化の意義をいかにして教えるのがよいのかを
自分で考えることができるようになることである。
　授業は講義形式で行い、内容としては、日本のニューカマーの子どもた
ちの教育場面での語学や食文化など、現在生じている日本の教育問題を扱
うほか、宗教、民族、母語、ジェンダー、セクシュアリティなどでマイノ
リティに属す子どもの教育についてのアメリカのハワイの教育実践、カナ
ダやニュージーランドなどでの多文化教育の実践を扱う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

世界のこども教育

　この授業では、その国の歴史や文化、教育政策の状況等の背景を視野に
入れながら世界各国の教育について概観し、日本の教育との相違点や共通
点を見出し、日本の教育の改善点を考えていくことを通して、特に、多様
な価値観を認める力を高めていくことをねらいとしている。
　取り上げる国（教育方法）は、主にフランス（フレネ教育）、オランダ
（イエナプラン、ドルトンプラン）、フィンランドの教育、イタリア（モ
ンテッソーリ教育）、シンガポール（ICT教育）などで、Project Based
Learningの手法を取り入れた課題解決学習に取り組む。

教育哲学

 本講義は、学生が教育の本質や諸理念についての基本的な考え方を理解
し、その利点や問題点についてみずから考えることができるようになるこ
とを目的とする。
 講義の中心的内容は、西洋と日本における教育の歴史と思想である。扱
われる具体的な主題は、教育とは何だろうか、養育や教育は本当に必要な
のだろうか、家庭や学校における教育や学びにはどのような形態があるの
だろうか、子供はどのような存在者として認識されてきたのか、近代教育
制度とはどのようなものなのか、日本の教育思想とはどのようなものなの
か、教えることと学習することや学ぶことの関係は何だろうか、などであ
る。

こども教育演習Ⅰ

　この授業では、教員としての実践的な指導力を養成するために、学校教
育における教師としての資質や能力について考察すると共に、我が国及び
都道府県における教育実践の現状を踏まえ、教職生活で求められる資質・
能力を養成し、優れた教師の育成を図ることを目的とする。
　授業内容としては、よい教師に求められる基礎的な知識や心構えを身に
つけるため、教材研究と学習指導、生徒指導、教育課程、学習指導要領の
歩み、現代の教育課題、教育実習等をテーマに展開する。毎講義ごと、資
料を配布し授業を進め、授業テーマ毎に全体討論やグループでの討議を行
う。発表や振り返りの場面を設定し主体的な学びを推進する。

こども教育演習Ⅱ

　この授業では、教員としての実践的な指導力を養成するために、学校教
育における教師としての資質や能力について考察すると共に、我が国及び
都道府県における教育実践の現状を踏まえ、教職生活で求められる資質・
能力を養成し、優れた教師の育成を図ることを目的とする。
　授業内容としては、教職生活のあらましを知り、社会が求める教師像に
近づくための実践的指導力を身につける。学習指導、生徒指導、教育法
規、教育公務員としての教員、現代の教育課題等をテーマに展開する。毎
講義毎、資料を配布し授業を進め、授業テーマ毎にグループでの討議を行
い、結果を発表する。振り返りの場面を設定し主体的な学びを推進する。

こども教育演習Ⅲ

　この授業では、教員としての実践的な指導力を養成するために、学校教
育における教師としての資質や能力を磨くと共に、我が国及び都道府県に
おける教育実践の現状と課題を考察し、教員としての見識を広げることを
目的とする。
　授業計画として、教育実習関連、千葉県・千葉市の学校教育、我が国の
学校教育、良い授業の創造、特別支援教育、信頼される学級経営、現代的
の教育課題、教員採用選考の現状等をテーマに展開する。毎講義ごと、資
料を配布し授業を進め、各自の発表をもとにグループでの討議を行い、結
果を発表する。発表後の全体討議や振り返りの場面を設定し主体的な学び
を推進する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

教育実習指導

　この授業では、教育実習の事前指導として、教育実習生に求められる心
構えや授業の運営力、子供への対応力などを取り上げる。教育実習では授
業を行うだけでなく、休み時間には子供と遊び、放課後には担任の先生の
仕事の手伝いをし、教材研究をして指導案を書いた上で授業を行う。その
際、子供と指導教員から謙虚に学ぶという心構えと具体的な行動・判断の
仕方を学んでいくことを目的とする。
　講義だけでなく、資料に基づいてグループで話し合ったり、意見交換を
したり、授業用教科書をもとに模擬授業に取り組む。その際、発問、指
示、机間指導、指名計画、発言への評価など、授業運営のイロハが確実に
実践できるように、細かくフィードバックしていく。

教育実習

　教育実習は、大学で履修した教育に関する科目、教職に関する科目、専
門に関する科目等、すべての集大成として行うものである。小学校での4
週間の実習を通して、初等教育全般への理解を深め、教師としての資質を
確かめることを目的とする。
　小学校教諭の業務として指導案の作成と提案、教育実習記録簿の執筆、
児童との関係づくりなどを行い指導教員から毎日指導を受けたり、4週間
の実習のまとめとして精錬授業を行い実習校の多くの先生方から指導を受
けたりする。それ以外に大学で年度の初めに行う「教職ガイダンス」や、
後期末の「教育実習報告会」には必ず参加する。さらにゼミ担当教員から
事前・事後の指導を受け、卒業研究につなげるようにする。

教職実践演習
（小学校）

　この授業では、教員になる上で、受講生一人一人にとって必要と思われ
る課題を以下の4つの観点から把握し、不足している知識や技能等を補完
することを目的とする。①教師としての使命・責任・教育愛（子供を総合
的に理解し、教育する力）、②社会人としての社会性・対人関係能力（豊
かなコミュケーション能力）、③授業の根幹をなす児童理解・学級経営
（子供を総合的に理解し、教育する力）、④教科内容の理解と指導力（実
践的活動を通して地域に貢献する力）。
　毎時間、授業のはじめに課題把握の説明を全体に行った後、担当教員制
の小グループによるアクティブ・ラーニング（学生主体の発表、役割演
技、模擬授業等）を行い、授業の終末でフィードバックしていく。

日本語学

　この授業では、日本語のコミュニケーションに特徴的に見られる表現を
テーマに、自分の言語を相対的に理解する過程で「言葉と社会」の関わり
を深く理解し、今後、世界のさまざまな言語、多様な文化を見つめていく
ための土台を培うことを目的とする。
　授業は講義および演習を行い、「授受表現（あげる・もらう・くれ
る）」「敬意表現」「方言」を取り上げ、客観的に観察・考察する。「国
語」と「日本語学」の違いや、日本語教育の考え方にも常に触れながら進
める。全員の発言を中心に、「知っていること」を活かし、段階的に理解
していく。単元毎の復習課題で、各自の理解に応じたフォローを行い、学
習を確実にする。
 


異文化コミュニケーション

　本講義の目標は、学生が異なる文化を理解するための基本的概念と考え
方を理解し、ジェンダー、障害、人種、国籍、宗教、性格などの多様な観
点から異文化にある他者を理解するとはどのようなことなのかについて自
分で考えることができるようになることである。
　講義内容としては、共生社会、文化、多文化主義の一般的定義、言語と
非言語コミュニケーション、価値観の違い、ステレオタイプや偏見の特
徴、それらの善悪の理由、偏見を中和する方法、異なる他者との関係の中
での自己変容などを扱う。授業形態は、前半に教員による講義での解説
と、毎回、テーマを絞ったグループ・ディスカッションである。

比較文化論

　この授業では、異文化を理解し国際的な教養を幅広く身に着けることを
目的とし、さらに文献の批判的読み方、自分の意見をまとめ発信する方法
と立ち位置を変えつつ複眼的に物を見る＝「文化を比較する」作業を体得
してもらうことを到達目標とする。
　授業内容としては、講義を中心とし、日米戦争中の米国の日本文化研究
をもとに編まれ、後の日本人論の源流となる『菊と刀』の英文テキストを
輪読する。著者ルース・ベネディクトは著名な文化人類学者だが日本を訪
れたことはなく、日本に関する文献と日系二世の知見を通じて日本文化の
解明に取り組んだ。著者の「日本人観」と我々のセルフ・イメージの乖
離、それにも拘わらず何故多くの日本人に受け入れられたかなど、本書の
現代的意義について討論する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

日本文化論

　この授業では、身近な生活の中に息づく伝統文化を自ら見出せるように
なることを到達目標とする。また、「我が国の言語文化に関する事項」の
指導に備え、古典文学に親しむ態度も涵養する。
　授業内容としては、「花札」に描かれた図柄を切り口として、日本文化
の諸相を探究していく（文学、演劇、絵画、工芸、宗教など）。まず古典
世界のコードを学び、次にそのコードを用いて読み解くことのできる具体
例を考察していく。講義形式を中心としつつ、Moodleを活用して、学生が
相互に発信する場を確保していく。古典芸能の視聴（解説付）等、映像資
料を多用する。

児童文学論

　この授業では、子どもに本を手渡す大人として、児童文学の価値を見定
める力を身につけることを到達目標とする。受講生には、児童文学作品を
実際に手に取り、積極的に読み進めていくことを求める。
　授業内容としては、児童文学とは何か、歴史・ジャンル・テーマなどに
ついて基本的な知識を得るとともに、具体的な作品の分析を通じて、読み
深めるための方法を学ぶ。講義形式を基本としつつ、毎回、一人当たり5
分程度、学生の個人発表を取り入れていく（受講生多数の場合はポスター
発表の形式で実施予定）。フィードバックは発表直後に口頭で行ってい
く。

英米児童文学

　本授業では、イギリス児童文学に関する背景知識を学びながら、代表的
な作品を英語で読み、さまざまなジャンルの作品に触れながら、イギリス
児童文学の魅力を探る。原作を通してイギリス児童文学の楽しみ方、読み
方を身に付け、理解することが目標である。
　授業は演習形式で進め、主に次の作品を取り上げる：ルイス・キャロル
『不思議の国のアリス』、A. A. ミルン『クマのプーさん』、ビアトリク
ス・ポター『ピーターラビットのおはなし』。
　グループ発表とディスカッションを通して作品の理解を深め、多方面か
ら考え、各自でテーマと問いを見つけ、レポートを作成する。

3年次専門研究Ⅰ

　この授業では、具体的な内容や方法は担当教員の専門分野により異なる
が、基本的には、少人数でのディスカッション、グループワーク、文献精
読、調査発表などをとおして、各分野について専門的に学んでいくための
素地を養うことを目的とする。
　本授業は、教育学、教育方法学、心理学、教科教育学などを専門とする
専任教員それぞれの専門分野にもとづき計画・実施される少人数対象のゼ
ミナール形式の授業である。学生は、自らの希望する教員および専門分野
を選択し、受講する。原則として、３年次前期から４年次後期まで同一の
分野を継続して学んでいくことになる。

3年次専門研究Ⅱ

　この授業では、具体的な内容や方法は担当教員の専門分野により異なる
が、基本的には「3年次専門研究Ⅰ」の内容を引き継ぎつつ、少人数での
ディスカッション、グループワーク、文献精読、調査発表などを通して各
分野について専門的に学ぶための力量を確かなものとすることを目指す。
　本授業は、教育学、教育方法学、心理学、教科教育学などを専門とする
専任教員それぞれの専門分野にもとづき計画・実施される少人数対象のゼ
ミナール形式の授業である。学生は、自らの希望する教員および専門分野
を選択し、受講する。原則として、３年次前期から４年次後期まで同一の
分野を継続して学んでいくことになる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部こども教育学科）

科目
区分

4年次専門研究Ⅰ

　この授業では、具体的な内容や方法は担当教員の専門分野により異なる
が、基本的には、「３年次専門研究Ⅰ・Ⅱ」の内容を引き継ぎつつ、研究
や調査等の成果発表へ向けて、学生自らが設定した課題にもとづき、文献
収集、論文草稿執筆、進捗状況についての報告、それらに関連した研究指
導等を行うことを目的とする。
　本授業は、教育学、教育方法学、心理学、教科教育学などを専門とする
専任教員それぞれの専門分野にもとづき計画・実施される少人数対象のゼ
ミナール形式の授業である。学生は、自らの希望する教員および専門分野
を選択し、受講する。原則として、３年次前期から４年次後期まで同一の
分野を継続して学んでいくことになる。

4年次専門研究Ⅱ

　この授業では、具体的な内容や方法は担当教員の専門分野により異なる
が、基本的には、「３年次専門研究Ⅰ・Ⅱ」および「４年次専門研究Ⅰ」
の内容を引き継ぎつつ、研究や調査等の成果発表へ向けて、学生それぞれ
が設定した課題に応じて研究指導等を行うことを目的とする。
　本授業は、教育学、教育方法学、心理学、教科教育学などを専門とする
専任教員それぞれの専門分野にもとづき計画・実施される少人数対象のゼ
ミナール形式の授業である。学生は、自らの希望する教員および専門分野
を選択し、受講する。原則として、３年次前期から４年次後期まで同一の
分野を継続して学んでいくことになる。

卒業研究

　この授業では、担当教員の指導の下で研究テーマを設定し、研究を遂行
する過程を通して基礎的な文献研究、資料の収集、観察、分析などの研究
方法を修得する。また、研究成果をまとめ上げるとともに研究発表会での
発表を通して文章や口頭での表現力を身に付けることを目標とする。
　研究テーマは「教育学」に関わるものとし、研究テーマに沿って研究計
画の作成、論文執筆や作品制作などの卒業研究を遂行する。担当教員の指
導の下、先行研究・資料の検索と整理、研究計画の検討と修正を行いなが
ら日々の研究を進める。中間発表会では発表と討論を行い、各自の課題を
確認し、研究の完成と最終発表会での発表を目指す。
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入学
定員

収容
定員

入学
定員

収容
定員 変更の事由

　敬愛大学 　敬愛大学

　経済学部 　経済学部

（2年次） （3年次） （2年次） （3年次）

　国際学部 　国際学部

（2年次） （3年次） （2年次） （3年次）

　教育学部 学部の設置

（2年次） （3年次） (届出)

　千葉敬愛短期大学 　千葉敬愛短期大学

200 400 150 350 定員変更(△50)

(令和2年9月

届出予定)

200 400 150 350

学校法人千葉敬愛学園　設置認可等に関わる組織の移行表

令和２年度
編入学
定員 令和３年度

編入学
定員

経済学科 115 1 1 465 経済学科 115 1 1 465

経営学科 110 1 1 445 経営学科 110 1 1 445

計 225 2 2 910 計 225 2 2 910

国際学科 98 1 1 397 国際学科 98 1 1 397

こども教育学科 72 1 1 293 こども教育学科 0 0 0 0
令和３年４月
学生募集停止

計 170 2 2 690 計 98 1 1 397

こども教育学科 72 1 1 293

計 72 1 1 293

現代子ども学科 - 現代子ども学科 -

計 - 計 -
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(1) 都道府県内における位置関係の図面 

 

千葉市稲毛区 
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稲毛区内における位置関係の図面 

 

 

大学の位置 

 

稲毛区穴川 

稲毛区穴川 1-5-21 
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敬 愛 大 学

600m
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③ ④
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⑫
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敬 愛 大 学 学 則 
 
 

   第１章 総則                       

 (目的)                              

第１条 敬愛大学(以下｢本学｣ という。)  は建学の精神｢敬天愛人｣に基づき、教

 育基本法及び学校教育法に則り広く知識を授け、深く専門の学芸を教授・研究し、

 知的道徳的及び応用的能力を展開する大学教育を施し、もって文化の進展に寄与

 する有為の社会人を養成することを目的とする。 

 (自己点検・評価等)                        

第２条 本学は教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成する

ため、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表

するものとする。            

２ 自己点検・評価の実施体制及び方法については別に定める。 

 

  第２章 学部学科・学生定員及び修業年限等 

 (学部学科)                          

第３条 本学に次の学部学科を置く。  

 (1) 経済学部 経済学科  経営学科  

 (2) 国際学部 国際学科  

(3) 教育学部 こども教育学科 

(育成する人材)   

第３条の２ 学部学科ごとの人材育成に関する目的は、次のとおりとする。 

(1) 経済学部経済学科は、経済学に関する幅広い知識を修得し、実社会で応用で

きる表現力、コミュニケーション能力、情報収集能力及び経済学的思考力をもって、

広く社会に貢献できる人材を育成する。 

(2) 経済学部経営学科は、経営学に関する幅広い知識を修得し、実践的なマネジメ

ント能力及びグローバルな視野を身につけ、広く社会に貢献できる人材を育成す

る。 

(3) 国際学部国際学科は、国際社会を多角的に理解し、変化する現代を生き抜く力

を身につけ、高いコミュニケーション能力を培い、グローバル化する地域社会に貢

献できる人材を育成する。 

(4) 教育学部こども教育学科は、幅広く深い教養と豊かな人間性及び子供の教育に

関する知識と技能の修得を基盤として、それを活用することができる実践能力に加

えて、教育事象を科学的・実証的に考察し、その成果を子供の健全な育成に活か

すことのできる人材を育成する。 
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 (学生定員) 

第４条 本学の学部学科の定員は次のとおりとする。 

  (1) 経済学部 経済学科   入学定員        115名 

                編入学定員 (２年次)  1名 

(３年次)  1名 

             経営学科    入学定員        110名 

                編入学定員 (２年次)  1名 

(３年次)  1名 

                 収容定員         910名 

 (2) 国際学部 国際学科   入学定員        98名 

                編入学定員 (２年次)  1名 

(３年次)  1名 

                 収容定員         397名 

 (3) 教育学部 こども教育学科入学定員        72名 

                編入学定員 (２年次)  1名 

                編入学定員 (３年次)  1名 

                       収容定員        293名 

(修業年限及び在学年限) 

第５条 本学の修業年限は４年とする。 

２ ８年を超えて在学することはできない。又、編入学、再入学及び転入学の場合

は、第13条に定められた在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えることはで

きない。 

３ 大学の学生以外の者(科目等履修生として大学入学資格を有する者)が、本学に

おいて一定の単位を修得した後に、本学に入学する場合で、当該単位の修得によ

り本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは、その単位数に応じて、

相当期間を本学の修業年限の２分の１を超えない範囲で修業年限に通算するこ

とができる。 

(長期履修制度) 

第５条の２ 前条第1項の規定にかかわらず、職業を有している等の事情により、

修業年限を超えて計画的に教育課程を履修し学位の取得を希望する者(以下「長

期履修学生」という。)が、本制度の申請を申し出たとき、学長は、審査のうえ

長期履修学生として履修を認めることができる。 

  ただし、前条第２項に定める在学年限を超えることはできない。 

２ 長期履修制度に関する必要な事項は別に定める。 
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   第３章 学年・学期及び休業日  

 (学年及び学期)                      

第６条 学年は４月１日に始まり翌年の３月31日に終わる。 

２ 学年を分けて次の2期とする。 

    前期 ４月１日より９月25日まで  

    後期 ９月26日より翌年３月31日まで  

３ 学長が教育上必要と認める場合は、前項の期日を変更することができる。  

 (休業日)                            

第７条 学年中の休業日は次のとおりとする。  

 (1) 土曜日及び日曜日              

  (2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日  

  (3) 本学創立記念日 ５月４日  

  (4) 敬愛の日 ６月３日  

  (5) 春季休業 ３月24日より３月31日まで  

  (6) 夏季休業 ８月１日より９月25日まで  

  (7) 冬季休業 12月21日より翌年１月10日まで  

２ 学長が教育上必要と認める場合は、休業日を変更し、若しくは臨時に休業し、

又は休業日に授業を行うことができる。  

  

  第４章 入学・退学・休学・復学及び除籍                             

 (入学の時期)                        

第８条 入学の時期は学年又は後期の始めとする。      

 (入学資格)                          

第９条 第１学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者でなければならな

い。 

  (1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者   

 (2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程に 

よりこれに相当する学校を修了した者を含む） 

 (3) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ず 

る者で文部科学大臣の指定した者  

  (4) 文部科学大臣の指定した者      

  (5) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格し 

た者（旧規程による大学入学資格検定試験に合格した者を含む。）  

  (6) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定し

た在外教育施設の当該課程を修了した者  

  (7) その他本学において、相当年齢に達し高等学校を卒業した者と同等以上の 

学力があると認めた者  
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   (8) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であること。その他文部科学大

臣が定める基準を満たす者に限る。）で文部科学大臣が別に定める日以

降に修了した者  

(入学の出願及び検定料)              

第10条 入学志願者は所定の入学願書を提出しなければならない。  

２ 提出の時期、提出する書類、方法については別に定める。  

３ 入学検定料については第32条第１項の定めるところによる。  

 (入学者の選考)                      

第11条 前条の入学志願者に対しては選考試験を行う。  

 (入学の手続及び入学許可)            

第12条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに本

学所定の書類を提出するとともに、第32条第1項に定める入学金を納入しなけれ

ばならない。  

２ 学長は前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

 (編入学・再入学・転入学)              

第13条 本学に編入学、再入学又は転入学を志願する者があるときは、選考のうえ、

相当年次に学長が入学を許可することができる。                     

２ 前項の規定により編入学できる者は、次の各号の一に該当する者とし、入学許

可人数については学則第４条の規定に定めるところによる。  

   (1) 他の大学を卒業又は退学した者  

   (2) 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を

卒業した者  

   (3) 専修学校の専門課程で文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了し

た者（ただし、学校教育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に

限る） 

３ 第１項の規定により再入学又は転入学できる者は、本学を中途退学した者又は、

 他の大学に在学中の者で転入学により当該大学を退学する者とする。  

４ 第１項の規定により入学を許可された者についての履修方法は、教授会の議を

経て学長が決定する。  

 (転部及び転科)  

第14条 本学学生で他の学部に転部又は他の学科に転科を志願する者は、当該学部

教授会の議を経て学長の許可を得なければならない。  

２ 転部及び転科の規程は別に定める。     

 (退学)                              

第15条 退学しようとする者は、保証人連署のうえ学長に願い出て、その許可を得

なければならない。  
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 (休学)                              

第16条 病気及びその他の事由により引き続き３ヶ月以上修学することができな

いときはその事由を具し、保証人連署のうえ学長に願い出て、その許可を得なけ

ればならない。                        

２ 休学の期間は、その学年の終わり、又は学期の終わりまでとし、特別の事情の

ある場合は、引き続き１年に限り休学を許可することができる。  

３ 休学の期間は、通算して４年を超えることができない。 

４ 休学の期間は、在学年数に算入しない。 

 (転学)                              

第17条 他の大学へ転学を希望する者は、学長の許可を得なければならない。    

 (海外留学）                          

第18条 外国の大学又は短期大学に留学を希望する者は、学長の許可を得て留学す

ることができる。            

２ 前項の許可を得て留学した期間は、1年に限り第30条第1項に定める期間に算入

する。  

 (復学)                              

第19条 休学期間中にその事由が消滅したときは、保証人連署のうえ学長に願い出

て、その許可を得なければならない。    

２ 復学の時期は、学年の始め又は学期の始めとする。 

 (除籍）                              

第20条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て、学長が除籍する。 

  (1) 第5条第2項に定める在学年限を超えた者                        

  (2) 第16条第3項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者      

  (3) 授業料その他の学費の納付を怠り、督促してもなお納付しない者      

  (4) 死亡又は長期間にわたり行方不明の者    

 

 第５章 教育課程・履修方法・授業科目・単位及び期間等                

 (教育課程・履修方法)                   

第21条 本学の授業科目は学科目制とし、教育上の目的を達成するために必要な授

業科目を開講し、体系的な教育課程を編成する。 

２ 経済学部経済学科の教育課程は、学部共通科目(基礎科目、言語科目 A、言語 

科目 B、教養科目、情報科目、キャリア科目)、経済学科専門科目(基本科目 A、 

基本科目 B、公共経済コース科目、金融経済コース科目、現代経済コース科目、 

展開科目、演習科目)、自由選択科目(エアポート NARITA 地域産業学科目、AI・ 

データサイエンス科目、インターンシップ科目)、教職及び教科に関する科目を 

置く。 
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３ 経済学部経営学科の教育課程は、学部共通科目(基礎科目、言語科目 A、言 

語科目 B、教養科目、情報科目、キャリア科目)、経営学科専門科目(基本科 

目 A、基本科目 B、インターンシップ科目、企業経営コース科目、商業・会 

計コース科目、スポーツビジネスコース科目、地域産業コース科目、展開科 

目、演習科目)、自由選択科目(エアポート NARITA 地域産業学科目、AI・デ 

ータサイエンス科目)、 教職及び教科に関する科目を置く。 

４ 国際学部国際学科の教育課程は、基礎科目(教養科目、演習)、外国語科目（英 

語、英語以外の外国語、日本語）、情報基礎科目、専門科目(共通、英米語専 

攻、地域デザイン専攻、国際ビジネス専攻、観光マネジメント専攻、専門研 

究)、キャリア科目、自由選択科目(実習科目、その他、エアポート NARITA 

地域産業学科目)、教職及び教科に関する科目を置く。 

５ 教育学部こども教育学科の教育課程は、教養教育科目(教養科目、外国語科 

目、キャリア科目)、専門教育科目(専門基礎科目、専門基幹科目、専門展開 

科目、専門研究)を置く。 

（授業科目・単位数及び卒業に必要な単位数） 

第 21 条の２ 本学の授業科目、卒業に必要な単位数は、別表１～４のとおりとする。  

 (単位の計算方法)                    

第22条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを標準とし、次の各号の基準により計算するものとする。

(1) 講義については15時間の授業をもって１単位とする。  

  (2) 演習については30時間の授業をもって１単位とする。  

  (3) 実験、実習、実技等についての学修はすべて実験室・実習室等で行われる

ものとし、30時間から45時間までの範囲で大学が定める授業をもって１単位と

する。 

 (4) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の

併用により行う場合については、前３号の組合せに応じ、別に定める時間の授

業をもって１単位とする。      

２ 前項の規定にかかわらず卒業論文、卒業研究及び校外学修等の授業科目につい

ては、これらの学修の成果を評価して適切な単位を授与することができる。 

 (授業期間)                          

第23条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め35週にわたることを

原則とする。 

２ 各授業科目の授業は10週又は15週にわたる期間を単位として行う。ただし教育

上特別の必要があると認められる場合は、これらの期間より短い特定の期間にお

いて授業を行うことができる。  
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（履修登録及び履修制限） 

第 24 条 授業科目の履修方法については、前期開講科目は前期の指定された期

日までに履修登録をして許可を得なければならない。また、後期開講科目も同

様に後期の指定された期日までに履修登録をして許可を得なければならない。 

２ 履修登録の取扱いについては別に定める。 

３ 各学部の年次別の履修登録上限単位数は、次のとおりとする。 

 (1) 経済学部 

  １年次 42 単位 

  ２年次 42 単位 

  ３年次 42 単位 

 ４年次 46 単位 

ただし、第 21 条第２項及び同条第３項に規定する教職及び教科に関する科目

の履修単位は上記の単位数に含めない。 

 (2) 国際学部 

  １年次 42 単位 

  ２年次 42 単位 

  ３年次 42 単位 

 ４年次 46 単位 

ただし、第 21 条第４項に規定する教職及び教科に関する科目の履修単位は上

記の単位数に含めない。 

(3) 教育学部 

  １年次 42 単位 

  ２年次 42 単位 

  ３年次 42 単位 

 ４年次 42 単位 

４ 他学部等の授業科目を履修する場合は、学長の許可を得て履修し、単位を修

得したときは、相当する科目群の科目として、学長が単位を認定することがで

きる。 

 

 第６章 単位の認定等 

 (試験の評定) 

第25条 試験の評定は100点を満点とし、60点以上を合格とする。 

２ 試験は、筆記試験、論文レポート、試問、その他の方法により行う。 

 (単位の授与) 

第26条 授業科目を履修した者に対しては、試験に合格した場合に単位を与える。 

 (単位の互換) 

第27条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学及び学部間の協議に基

づき、当該大学又は短期大学及び学部間の授業科目の履修を認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が修得した単位は、60単位を超えない範囲で第30条第１

項に定める単位として認定することができる。 
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３ 前２項の規定は、第18条に定める留学の場合に準用する。 

 (既修得単位の認定） 

第28条 大学・短期大学又は専修学校の専門課程を卒業し又は中途退学した後、 

本学第１年次に入学した者の既修得単位については、教育上有益と認めるときは、

第30条第１項に定める単位として認定することができる。 

２ 前項により認定することができる単位は、前条第1項により認定する単位と併

せて60単位を超えないものとする。 

 (大学以外の教育施設等における学修) 

第29条 教育上有益と認めるときは、短期大学又は高等専門学校の専攻科における

学修その他文部科学大臣が定める学修を本学における授業科目の履修とみなし

第30条第1項に定める単位として認定することができる。 

２ 前項により認定できる単位は、第27条第1項及び第28条第1項により認定する単

位と併せて60単位を超えないものとする。 

  第７章 卒業等 

 (卒業の要件及び学士の学位) 

第30条 本学に4年以上在学し、第21条の２に定める授業科目及び単位数を修得し

た者については教授会の議を経て学長が卒業を認定する。 

２ 前項による卒業認定は学年末、又は前期末にこれを行うことができる。 

３ 卒業を認定された者には学士の学位を授与する。 

４ 学位の授与に関する規定は別に定める。  

 (免許状の種類) 

第31条 本学において次の教育職員免許状を取得することができる。 

(1) 経済学部 経済学科 

     中学校教諭一種免許状(社会) 

     高等学校教諭一種免許状(地理歴史) 

     高等学校教諭一種免許状(公民) 

(2)  経済学部 経営学科 

    高等学校教諭一種免許状(商業) 

(3) 国際学部 国際学科 

    中学校教諭一種免許状（英語） 

     中学校教諭一種免許状（社会） 

     高等学校教諭一種免許状（英語） 

     高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

     高等学校教諭一種免許状（公民） 

(4)  教育学部 こども教育学科 

     小学校教諭一種免許状 

２ 教育職員の免許状取得の要件については別に定める。 
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  第８章 入学検定料・入学金及び授業料等 

 (学費等） 

第32条 本学の入学検定料、学費及び教職課程履修費の金額は別表5～7のとおりと

する。 

２ 入学検定料、学費及び教職課程履修費等に関する必要な事項は、別に定める。 

    

  第９章 教職員組織 

 (教職員) 

第33条 本学に学長、副学長、教授、准教授、講師、助教並びに事務職員その他の

教職員を置くことができる。 

(学長・副学長の職務) 

第34条 学長は校務をつかさどり所属教職員を統督する。 

２ 副学長は学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

 

  第10章 大学運営会議・教授会及び各種委員会 

 (大学運営会議) 

第35条 本学の重要事項を審議するために大学運営会議を置く。 

２  大学運営会議に関する必要な事項は別に定める。 

 (教授会) 

第36条 本学各学部の教育研究に関する重要事項を審議するためにそれぞれに教

授会を置く。 

２  教授会は、学長が次に掲げる事項について、決定を行うに当たり意見を述べ

ることができる。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

(2) 学位の授与に関する事項 

(3) 前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見 

 を聴くことが必要なものとして学長が定める事項 

３ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会が置か

れる組織の長がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の

求めに応じ、意見を述べることができる。 

４ 教授会の組織には、准教授、講師及びその他の教職員を加えることができる。 

５ 教授会に関する必要な事項は別に定める。 

(合同教授会) 

第37条 学長が必要と認めたとき又は各学部長から特に要請があったときは、学長

は合同教授会を招集することができる。 

２ 合同教授会は、学長が特に必要と認めた大学の重要事項を審議する。 
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(各種委員会) 

第38条 学長が必要と認めたとき、各種委員会等を組織し、それぞれの専門分野に

ついて審議研究し、その運営を図ることができる。 

２ 各種委員会に関する事項は別に定める。 

  

 第11章 科目等履修生及び外国人留学生等 

 (科目等履修生) 

第39条 本学において特定の授業科目を履修しようとする者については、教育研究

に支障のない範囲内において教授会の議を経て科目等履修生として、学長が入学

を許可することができる。 

２ 科目等履修生が履修した授業科目を試験に合格したときは、第25 条及び第26

条の規定を準用して当該科目の単位を付与することができる。 

３ 科目等履修生に関する事項は別に定める。 

 (特別聴講生) 

第40条 他の大学、短期大学との協議に基づき、当該大学又は短期大学の学生を特

別聴講生として、学長が入学を許可することができる。 

２ 特別聴講生に関する事項は別に定める。 

 (聴講生) 

第41条 本学において特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、

各学部の教育に支障のない場合に限り、選考のうえ、学長が聴講を許可すること

ができる。 

２ 聴講生に関する事項は別に定める。 

 (外国人留学生) 

第42条 外国籍を有し第９条第３号に該当する者が、本学に入学を希望した場合は、

選考のうえ、学長が入学を許可することができる。 

２ 外国人留学生については、第45条（育英・ 奨学）に関する規定を除き、正規

の学生についての規定を準用する。 

３ 外国人留学生に関する事項は別に定める。 

 (委託生) 

第43条 公共機関その他から委託生としての入学の申し出のある時は本学の教育、

研究に支障のない限り、選考のうえ、学長が入学を許可することができる。 

２ 委託生に関する事項は別に定める。 

 (公開講座) 

第44条 学術文化の普及のため、本学において公開講座及び課外講座を開講するこ

とができる。 

２ 公開講座及び課外講座に関する事項は別に定める。 
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 第12章 育英及び奨学に関する事項 

 (育英・奨学)  

第45条 本学に育英及び奨学に関する制度を置く。 

２ 育英及び奨学に関する事項は別に定める。 

 

  第13章 賞罰 

 (褒賞) 

第46条 品行方正、学術優秀又は善行のあった学生に対しては、賞状又は商品を授

与し褒賞することができる。 

２ 褒賞に関する事項は別に定める。 

 (懲戒) 

第47条 本学の規定に違反し、又は学生の本分に反する行為があった学生に対して

は懲戒する。懲戒は、戒告、停学及び退学とする。 

２ 退学処分は次の各号の一に該当する者に対して行う。 

   一 性行不良で改善の見込みがないと認められた者 

  二 成績不良で学業継続の見込みがないと認められた者 

  三 正当な理由なくして出席不良の者 

  四 大学の秩序を乱し、その他学生の本分に反した者 

３ 懲戒に関する事項は別に定める。 

 

 第14章 附属施設・寄宿舎・厚生施設 

 (附属施設) 

第48条 本学にメディアセンター及び総合地域研究所を置く。 

２ 各附属施設に関する事項は別に定める。 

(寄宿舎) 

第49条 本学に寄宿舎を置く。 

２ 寄宿舎に関する事項は別に定める。 

(厚生施設) 

第50条 本学に厚生施設を置く。 

２ 厚生施設に関する事項は別に定める。 

 

  第15章 改正 

(改正) 

第51条 本学則の改正は、各学部教授会及び大学運営会議の意見を聴いた後、理事

会の承認を得て、学長がこれを行う。 
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 附 則 

 この学則は、昭和41年４月１日から施行する。 

 附 則 

１ この学則は、昭和55年４月１日から施行する。 

２ 昭和54年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。ただし、 

第24条、第26条については、この限りにあらず。 

 附 則 

１ この学則は、昭和56年４月１日から施行する。 

２ 昭和55年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。ただし、入

学検定料は、昭和56年度入学志願者から、授業料は昭和55年度入学者から適用す

る。 

 附 則 

１ この学則は、昭和57年４月１日から施行する。 

２ 昭和54年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。 

 附 則 

１ この学則は、昭和58年４月１日から施行する。 

２ 昭和54年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。 

 附 則 

 この学則は、昭和60年４月１日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和55

年度入学者から適用する。 

 附 則 

１ この学則は、昭和61年４月１日から施行する。 

２ 昭和60年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。ただし、 

第28条の改正については、昭和55年度以降の入学者に適用する。 

 

 附 則 

１ この学則は、昭和62年４月１日から施行する。ただし、入学検定料については

昭和62年度入学者から適用する。 

２ 第27条の規定にかかわらず、当分の間総定員は次のとおりとする。 

  昭和62年度 総定員  500名 

  昭和63年度 総定員  600名 

  昭和64年度 総定員  700名 

 附 則 

 この学則は、昭和63年４月１日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和56

年度以降の入学者から適用する。 
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 附 則 

 この学則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和58

年度以降の入学者から適用する。 

 附 則 

１この学則は、平成２年４月１日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和60

年度以降の入学者から適用する。 

２ 第21条第３項および第26条第１項の改正は、平成２年度以降の入学者から適用

し、平成元年度以前に入学した者は、なお従前の例による。 

３ 平成元年度以前に入学して教育職員免許状を取得しようとする者については、

 なお従前の例による。 

４ 第28条の規定にかかわらず平成２年度から平成10年度までの間入学定員は次

のとおりとする。 

  経済学部経済学科 260名 

 附 則 

１ この学則は、平成３年４月１日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和6

0年度以降の入学者から適用する。 

２ 第21条第３項及び第26条第1項の改正は、平成３年度入学者から適用し、平成

２年度以前に入学した者はなお従前の例による。                             

３ 第27条第１項第２号及び第３号の改正は、平成２年度入学者から適用し、平成

元年度以前に入学した者はなお従前の例による。 

４ 第28条第１項の改正は、昭和60年度以降の入学者から適用する。ただし入学検

定料については、平成３年度入学志願者から適用する。 

５ 第29条の規定にかかわらず平成３年度から平成11年度までの間、入学定員は次

のとおりとする。 

 附 則 

１ この学則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ 第26条第３項の改正は、平成３年度卒業生から適用する。 

３ 第28条第１項の改正は、昭和62年度以降の入学者から適用する。 

 附 則 

１ この学則は、平成5年４月１日から施行する。 

２ 第28条第１項の改正は、昭和63年度以降の入学者から適用する。 

 附 則 

１ この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 第29条第1項の改正は、昭和63年度以降の入学者から適用する。 

 

    年  度  平成３年度～平成10年度   平成11年度  

  経済学部経済学科     320名    260名 
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 附 則 

１ この学則は、平成７年４月１日から施行する。 

２ 第29条第1項の改正は、平成元年度入学者から適用する。 

 附 則 

１ この学則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 第29条第１項の改正は、平成２年度入学者から適用する。ただし、検定料につ

いては、平成８年度入学志願者から適用する。 

 附 則 

１ この学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 第30条第１項の改正は、平成２年度入学者から適用する。 

 附 則 

１ この学則は、平成10年４月１日から施行する。 

２ 第30条第１項の改正は、平成３年度入学者から適用する。 

３ 第31条第の規定にかかわらず、平成３年度から平成11年度までの間、入学定員

は次のとおりとする。  

 附 則 

１ この学則は、平成11年４月１日から施行する。 

２ 第30条第１項の改正は、平成４年度入学者から適用する。ただし、平成10年度

以前の入学者の施設費については、180,000円とする。 

３ 第31条第の規定にかかわらず、平成３年度から平成11年度までの間、入学定員

は次のとおりとする。 

 附 則 

１ この学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 第30条第１項の改正は、平成５年度入学者から適用する。ただし、平成10年度

以前の入学者の施設費については、190,000円とする。 

３ 第31条第の規定にかかわらず、平成12年度から平成16年度までの間、入学定員

は次のとおりとする。 

 附 則 

 この学則は、平成13年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この学則は、平成14年４月１日から施行する。 

    年  度  平成３年度～平成10年度   平成11年度  

  経済学部経済学科     320名    260名 

    年  度  平成３年度～平成10年度   平成11年度  

  経済学部経済学科     320名    260名 

    年  度  12年度  13年度  14年度  15年度  16年度  

 経済学部経済学科   308名   296名  284名   272名   260名 
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 附 則 

 この学則は、平成15年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この学則は、平成16年４月１日から施行する。 

 附 則 

１ この学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 第30条第1項に定める別表の改正は、平成17年度入学者から適用する(220,000

円)。ただし、平成16年度以前の入学者の施設費については、210,000円とする。 

 附 則 

 この学則は、平成18年４月１日から施行する。 

  附 則 

１ この学則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ 国際学部国際協力学科は、改正後の学則第３条第１項第２号の規定にかかわら

ず、平成19年３月31日に当該学科に在学する学生が当該学科に在学しなくなるま

での間、存続するものとする。 

２  第33条第１項第６号に規定する施行前における助教授としての在職は、施行後

の准教授としての在職とみなす。   

  附 則 

 この学則は、平成20年４月１日から施行する。 

  附 則 

１ この学則は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 前項の規定にかかわらず、第７条第５号の改正は平成17年度入学生から適用す

る。 

３ 附則第１項の規定にかかわらず、第30条第1項に定める別表の改正は、平成18

年度入学者から適用する(240,000円)。ただし、平成17年度以前の入学者の施設

費については、220,000円とする。 

  附 則 

 この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

  附 則 

１ この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

２ 国際学部国際学科の地域こども教育専攻をこども学科に改める。なお、国際

学科の国際学専攻及び地域こども教育専攻は、改正後の学則第３条第１項第２

号の規定にかかわらず、当該専攻に在籍する学生がいなくなるまでの間、存続す

るものとする。 

 

 

 



   

16 

 

附 則 

１ この学則は、平成23年７月１日から施行する。 

２ 第11条、第14条、第17条並びに第18条第２項の改正は、平成20年度入学者よ

り適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成24年４月１日から施行する。 

２ 第31条の改正は、平成24年度入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成24年12月11日から施行する。 

２ 第12条の改正は、平成23年度入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 経済学部経済学科の現代マネジメント専攻を経営学科に改める。なお、経済

学科の経済専攻及び現代マネジメント専攻は、改正後の学則第３条第１項第1

号の規定にかかわらず、在籍する学生がいなくなるまでの間、存続するものとす

るものとする。 

３ 第29条第１項の規定は、平成25年度入学者から適用し、平成24年度以前の入

学者は(「高等学校教諭一種免許状(情報)」)なお従前のとおりとする。 
４ 第30条第１項に定める別表の施設費の分割納入については、平成25年度入学

者から適用し、平成24年度までの入学者についてはなお従前のとおりとする。 

５ 第31条の規定にかかわらず平成25年度から平成28年度までの間、収容定員は

次のとおりとする。 
 
 
 
 
 
 
附 則 

１ この学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 第29条第２項の規定は、平成26年度入学者から適用し、平成25年度以前の入 

学者はなお従前のとおりとする。 
附 則 

 この学則は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

 この学則は、平成27年10月１日から施行する。 

 

学　部 学　　　科 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
経済学科 920名 773名 624名 475名
経営学科 110名 223名 339名 455名
国際学科 580名 474名 419名 386名
こども学科 190名 262名 284名 284名
合　計 1,800名 1,732名 1,666名 1,600名

経済学部

国際学部
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附 則 

１ この学則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 第32条第１項に定める別表の入学金、授業料等の改正は、平成28年度入学者

(編入学者、転入学者を含む)から適用し、平成27年度以前の入学者はなお従前

のとおりとする。 

附 則 

 この学則は、平成28年12月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 第5条の2の規定は、平成29年度入学者から適用する。 
附 則 

１ この学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 第32条第１項に定める別表の入学検定料の改正は、平成31年度入学志願者か

ら適用する。 
附 則 

１ この学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 第4条の規定にかかわらず平成31年度から平成34年度までの間、収容定員は

次のとおりとする。 
 
 
 
 
 
 

３ 第31条第１項第１号の規定は、平成31年度入学者から適用し、平成30年度以

前の入学者の経済学部経済学科における高等学校教諭一種免許状(商業)の取

得については、なお従前のとおりとする。 

４ 第32条第１項に定める別表の入学検定料の改正は、平成32年度入学志願者か

ら適用する。 
５ 第42条第2項の規定は、平成31年度入学者から適用する。 
附 則 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 第32条第１項に定める別表の入学試験項目の改正は、令和３年度入学志願者

から適用する。 

３ 第32条第1項に定める別表の学費(授業料、施設費)の改正は、令和3年度入学

者(編入学者、転入学者を含む)から適用し、令和２年度以前の入学者はなお従

前のとおりとする。 

学　部 学　　　科 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度
経済学科 471名 467名 465名 465名
経営学科 451名 447名 445名 445名
国際学科 386名 386名 389名 397名

こども教育学科 286名 288名 291名 293名
合　計 1,594名 1,588名 1,590名 1,600名

経済学部

国際学部
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附 則 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正前の学則に定める国際学部こども教育学科は、改正後の

学則第３条の規定にかかわらず、令和３年３月31日に当該学科に在籍する学生

がいなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 第４条の規定にかかわらず令和３年度から令和６年度までの間、収容定員は次

のとおりとする。 

学 部 学 科 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

経済学部 
経済学科   465名   465名   465名   465名 

経営学科   445名   445名   445名   445名 

国際学部 
国際学科   389名   397名   397名   397名 

こども教育学科   219名   148名    74名    

教育学部 教育学科    72名    145名    219名    293名 

 合 計 1,590名 1,600名 1,600名 1,600名 

４ 第31条第１項第４号の規定は、令和３年度入学者から適用し、令和２年度以前

の入学者の国際学部こども教育学科における小学校教諭一種免許状の取得につ

いては、なお従前のとおりとする。 

５ 第32条第１項に定める別表の入学検定料の改正は、令和３年度入学志願者か

ら適用する。 

６ 第32条第１項に定める別表の学費(入学金、授業料、施設費)及び教職課程履

修費の改正は、令和３年度入学者(編入学者、転入学者を含む)から適用し、令

和２年度以前の入学者については、なお従前のとおりとする。 



授業科目名
単
位

履修方法 経済学科 備　　　考

文章表現 2 1 　 必修科目 18 全科目必修

口頭表現 2 1

基礎数学 2 1

入門経済学 2 1

入門経営学 2 1

キャリアプランニング 2 1

健康科学 2 1

情報基礎Ⅰ 1 1

情報基礎Ⅱ 1 1

基礎演習Ⅰ 1 1

基礎演習Ⅱ 1 1

英語Ⅰ 1 1 必修科目 4 全科目必修

英語Ⅱ 1 1

英語Ⅲ 1 2

英語Ⅳ 1 2

フランス語Ⅰ 1 1 ４単位以上選択 4

フランス語Ⅱ 1 1

フランス語Ⅲ 1 2

フランス語Ⅳ 1 2

ドイツ語Ⅰ 1 1

ドイツ語Ⅱ 1 1

ドイツ語Ⅲ 1 2

ドイツ語Ⅳ 1 2

中国語Ⅰ 1 1

中国語Ⅱ 1 1

中国語Ⅲ 1 2

中国語Ⅳ 1 2

日本語Ⅰ 1 1 留学生は日本語を必修

日本語Ⅱ 1 1

日本語Ⅲ 1 2

日本語Ⅳ 1 2

時事英語Ⅲ 1 2

時事英語Ⅳ 1 2

ビジネス英語Ⅲ 1 2

ビジネス英語Ⅳ 1 2

敬天愛人講座 2 1 2 3 4 １２単位以上選択 12

敬愛プログラム 2 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅰ 1 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅱ 1 1 2 3 4

哲学 2 1 2 3 4

心理学 2 1 2 3 4

社会心理学 2 1 2 3 4

歴史学 2 1 2 3 4

法学 2 1 2 3 4

憲法 2 1 2 3 4

政治学 2 1 2 3 4

社会学 2 1 2 3 4

数学Ⅰ 2 1 2 3 4

数学Ⅱ 2 1 2 3 4

統計学Ⅰ 2 1 2 3 4

統計学Ⅱ 2 1 2 3 4

環境科学 2 1 2 3 4

地域ボランティア活動 2 1 2 3 4

選
択
科
目

教
養
科
目

同一言語を選択必修

言
語
科
目
Ｂ

選
択
必
修
科
目

必
修
科
目

言
語
科
目

区分 開講年次

基
礎
科
目

必
修
科
目

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

言
語
科
目
Ａ

学
部
共
通
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経済学科 備　　　考区分 開講年次

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

情報概論 2 1 ４単位以上選択 4

アルゴリズム論 2 2 3 4

ビジネスデータ解析 2 2 3 4

プレゼンテーション論 2 2 3 4

情報ビジネス論 2 2 3 4

情報セキュリティ論 2 2 3 4

データサイエンス総論 2 1 2 3 4

AI概論 2 2 3 4

プログラミング 2 2 3 4

実践会話Ⅰ 2 2 ４単位以上選択 4

実践会話Ⅱ 2 2

キャリアデザイン 2 2

キャリアディベロップメント 2 2

キャリア基礎開発Ⅰ 2 3

キャリア基礎開発Ⅱ 2 3

キャリア基礎開発Ⅲ 2 3

経済理論Ⅰ 2 1 2 経済理論は４単位必修 10

経済理論Ⅱ 2 1 2 フィールドワーク入門2単位

日本経済史Ⅰ 2 1 2 必修 日本経済史又は西洋経済史

日本経済史Ⅱ 2 1 2 何れか4単位選択必修

西洋経済史Ⅰ 2 1 2

西洋経済史Ⅱ 2 1 2

フィールドワーク入門 2 2

ミクロ経済学Ⅰ 2 2 3 4 22単位以上選択 22

ミクロ経済学Ⅱ 2 2 3 4

マクロ経済学Ⅰ 2 2 3 4

マクロ経済学Ⅱ 2 2 3 4

経済政策Ⅰ 2 2 3 4

経済政策Ⅱ 2 2 3 4

資本主義経済論Ⅰ 2 2 3 4

資本主義経済論Ⅱ 2 2 3 4

社会政策Ⅰ 2 2 3 4

社会政策Ⅱ 2 2 3 4

財政学Ⅰ 2 2 3 4

財政学Ⅱ 2 2 3 4

金融論Ⅰ 2 2 3 4

金融論Ⅱ 2 2 3 4

国際経済論Ⅰ 2 2 3 4

国際経済論Ⅱ 2 2 3 4

簿記・会計概論Ⅰ 2 2 3 4

簿記・会計概論Ⅱ 2 2 3 4

会計学Ⅰ 2 2 3 4

会計学Ⅱ 2 2 3 4

企業法 2 2 3 4

会社法 2 2 3 4

統計学総論Ⅰ 2 2 3 4

統計学総論Ⅱ 2 2 3 4

知的財産権論 2 2 3 4

情報マネジメント 2 2 3 4

経
済
学
科
専
門
科
目

基
本
科
目
Ｂ

選
択
必
修
科
目

基
本
科
目
Ａ

必
修
科
目

情
報
科
目

選
択
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経済学科 備　　　考区分 開講年次

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

公共経済学 2 2 3 4 １６単位以上選択 16 公共経済コース選択者

公共選択論 2 2 3 4

地方財政論Ⅰ 2 2 3 4

地方財政論Ⅱ 2 2 3 4

地方自治論Ⅰ 2 2 3 4

地方自治論Ⅱ 2 2 3 4

財政赤字の経済学 2 2 3 4

社会保障論Ⅰ 2 2 3 4

社会保障論Ⅱ 2 2 3 4

社会福祉論 2 2 3 4

福祉経済論 2 2 3 4

経済学史Ⅰ 2 2 3 4

経済学史Ⅱ 2 2 3 4

行政法Ⅰ 2 2 3 4

行政法Ⅱ 2 2 3 4

民法Ⅰ 2 2 3 4

民法Ⅱ 2 2 3 4

進路支援講座Ⅰ(コース共通) 2 1 (12) 自由選択科目群の単位に

進路支援講座Ⅱ(コース共通) 2 1 加算

進路支援講座Ⅲ(公務員) 2 2

進路支援講座Ⅳ(公務員) 2 2

進路支援講座Ⅴ(公務員) 2 3

進路支援講座Ⅵ(公務員) 2 3

証券経済論Ⅰ 2 2 3 4 １６単位以上選択 16 金融経済コース選択者

証券経済論Ⅱ 2 2 3 4

銀行論Ⅰ 2 2 3 4

銀行論Ⅱ 2 2 3 4

国際金融論Ⅰ 2 2 3 4

国際金融論Ⅱ 2 2 3 4

企業金融論Ⅰ 2 2 3 4

企業金融論Ⅱ 2 2 3 4

保険論 2 2 3 4

金融事情Ⅰ 2 2 3 4

金融事情Ⅱ 2 2 3 4

有価証券法 2 2 3 4

進路支援講座Ⅰ(コース共通) 2 1 (12) 自由選択科目群の単位に

進路支援講座Ⅱ(コース共通) 2 1 加算

進路支援講座Ⅲ(IT) 2 2

進路支援講座Ⅳ(ＩＴ) 2 2

進路支援講座Ⅴ(日経新聞を読む) 2 2 3

進路支援講座Ⅵ(日経新聞を読む) 2 2 3

日本経済論Ⅰ 2 2 3 4 １６単位以上選択 16 現代経済コース選択者

日本経済論Ⅱ 2 2 3 4

日本経済地理 2 2 3 4

世界経済地理 2 2 3 4

アメリカ経済論Ⅰ 2 2 3 4

アメリカ経済論Ⅱ 2 2 3 4

ヨーロッパ経済論Ⅰ 2 2 3 4

ヨーロッパ経済論Ⅱ 2 2 3 4

中東経済論 2 2 3 4

アジア経済論 2 2 3 4

国際貿易論 2 2 3 4

労働経済論Ⅰ 2 2 3 4

労働経済論Ⅱ 2 2 3 4

金
融
経
済
ｺ

ｰ

ｽ
科
目

公
共
経
済
コ
ー

ス
科
目

経
済
学
科
専
門
科
目

コ
ー

ス
科
目

選
択
必
修
科
目

進
路
支
援
科
目

選
択
科
目

現
代
経
済
コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

選
択
必
修
科
目

進
路
支
援
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経済学科 備　　　考区分 開講年次

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

労働法 2 2 3 4

経済統計Ⅰ 2 2 3 4

経済統計Ⅱ 2 2 3 4

進路支援講座Ⅰ(コース共通) 2 1 (12) 自由選択科目群の単位に

進路支援講座Ⅱ(コース共通) 2 1 加算

進路支援講座Ⅲ(経済) 2 2

進路支援講座Ⅳ(経済) 2 2

進路支援講座Ⅴ(経済) 2 2 3

進路支援講座Ⅵ(経済) 2 2 3

社会思想史Ⅰ 2 2 3 4 １０単位以上選択 10 経済学科の基本科目A・B、

社会思想史Ⅱ 2 2 3 4 各コース科目の必要単位数を

金融経済の基礎知識 2 2 3 4 超えた場合の単位数を含む

経済学方法論Ⅰ 2 2 3 4

経済学方法論Ⅱ 2 2 3 4

計量経済学Ⅰ 2 2 3 4

計量経済学Ⅱ 2 2 3 4

環境経済学Ⅰ 2 2 3 4

環境経済学Ⅱ 2 2 3 4

環境問題Ⅰ 2 2 3 4

環境問題Ⅱ 2 2 3 4

医療と健康の経済学 2 2 3 4

食料経済論 2 2 3 4

農業政策 2 2 3 4

経済数学Ⅰ 2 2 3 4

経済数学Ⅱ 2 2 3 4

外国書講読Ⅰ 2 2 3 4

外国書講読Ⅱ 2 2 3 4

経営学Ⅰ 2 2 3 4

経営学Ⅱ 2 2 3 4

地方自治論演習 2 2 3 4

ＴＯＥＩＣ® 向上講座Ⅰ 2 2 3 4

ＴＯＥＩＣ® 向上講座Ⅱ 2 2 3 4

国際地域論Ⅰ 2 2 3 4

国際地域論Ⅱ 2 2 3 4

日本・中東関係 2 2 3 4

地域産業論 2 2 3 4

経営立地論 2 2 3 4

交通論 2 2 3 4

専門導入演習Ⅰ 1 2 必修科目 8 全科目必修

専門導入演習Ⅱ 1 2

専門演習Ⅰ 1 3

専門演習Ⅱ 1 3

卒業演習Ⅰ 1 4

卒業演習Ⅱ 1 4

卒業論文 2 4

１２単位以上選択 12

演
習
科
目

進
路
支
援
科
目

経
済
学
科
専
門
科
目

選
択
科
目

展
開
科
目

選
択
科
目

教養科目、情報科目、キャリア科目、基本
科目A・B、各コース科目、展開科目の中
から自由に履修できる。経済学科のカリ
キュラムに掲載されていない経営学科科
目や国際学部国際学科の科目を修得し
た場合も当欄で単位を認定する。教職課
程履修者は教職及び教科に関する科目
からの履修も可。

現
代
経
済
コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

選
択
必
修
科
目

自
由
選
択
科
目

必
修
科
目

選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経済学科 備　　　考区分 開講年次

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

スカイプ英会話Ⅰ 1 1 2 3 4

スカイプ英会話Ⅱ 1 1 2 3 4

世界を知る 2 1 2 3 4

空港ビジネス 2 1 2 3 4

流通経営論 2 2 3 4

マーケティング論 2 2 3 4

Marketing Management 2 2 3 4

ホスピタリティ 2 1 2 3 4

エアライン論 2 2 3 4

航空物流論 2 3 4

地域企業経営論 2 2 3 4

中小企業論Ⅰ 2 2 3 4

中小企業論Ⅱ 2 2 3 4

ベンチャービジネス論 2 2 3 4

観光事業論Ⅰ 2 2 3 4

観光事業論Ⅱ 2 2 3 4

海外スクーリング 2 1 2 3 4

入門ツーリズムⅠ 2 1 2 3 4

入門ツーリズムⅡ 2 1 2 3 4

旅行ビジネス論 2 2 3 4

地域観光論 2 2 3 4

ホテル・ビジネス論 2 2 3 4

千葉県の産業と行政 2 2 3 4

マーケティング・リサーチⅠ 2 2 3 4

マーケティング・リサーチⅡ 2 2 3 4

観光マーケティング調査 2 2 3 4

社会調査法Ⅰ 2 2 3 4

社会調査法Ⅱ 2 2 3 4

社会調査実習Ⅰ 2 3 4

社会調査実習Ⅱ 2 3 4

インターンシップⅠ 2 3

インターンシップⅡ 2 3

自
由
選
択
科
目

選
択
科
目

エ
ア
ポ
ー

ト
N
A
R
I
T
A
地
域
産
業
学
科
目

イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ

科
目

A
I
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ

ン
ス
科
目

教養科目、情報科目、キャリア科目、基本
科目A・B、各コース科目、展開科目の中
から自由に履修できる。経済学科のカリ
キュラムに掲載されていない経営学科科
目や国際学部国際学科の科目を修得し
た場合も当欄で単位を認定する。教職課
程履修者は教職及び教科に関する科目
からの履修も可。
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授業科目名
単
位

履修方法 経済学科 備　　　考区分 開講年次

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

※日本史概論Ⅰ 2 1 2 3 4

※日本史概論Ⅱ 2 1 2 3 4

※世界史概論Ⅰ 2 1 2 3 4 教職課程履修者は※印の科目を

※世界史概論Ⅱ 2 1 2 3 4 修得することで、教養科目の単位

※地理学概論Ⅰ 2 1 2 3 4 に充当することができる。

※地理学概論Ⅱ 2 1 2 3 4

※地誌学Ⅰ 2 1 2 3 4

※地誌学Ⅱ 2 1 2 3 4

※哲学概論Ⅰ 2 1 2 3 4

※哲学概論Ⅱ 2 1 2 3 4

※比較政治学 2 1 2 3 4

※社会学概論 2 1 2 3 4

※自然地理学Ⅰ 2 1 2 3 4

※自然地理学Ⅱ 2 1 2 3 4

※環境地理学Ⅰ 2 1 2 3 4

※環境地理学Ⅱ 2 1 2 3 4

◎教育原論 2 1 2 教職課程履修者は◎印の科目を

◎教育課程論 2 1 2 修得することで、自由選択科目の

◎発達心理学 2 1 2 単位に充当することができる。

◎教育心理学 2 1 2

◎特別支援教育概論 2 2 3

◎教職概論 2 1 2

◎教育行政 2 2 3

◎教育法規 2 2 3

◎教育方法・技術論 2 2 3

◎社会科・地歴科指導法Ⅰ 2 2 3

◎社会科・地歴科指導法Ⅱ 2 2 3

◎地理歴史科指導法 2 2 3

◎社会科・公民科指導法Ⅰ 2 2 3

◎社会科・公民科指導法Ⅱ 2 2 3

◎公民科指導法 2 2 3

◎道徳教育指導法 2 2 3

◎総合的な学習の時間の指導法 2 2 3

◎特別活動指導法 2 2 3

◎生徒・進路指導論 2 2 3

◎教育相談 2 2 3

◎教職実践演習(中・高) 2 4

◎教職時事演習 2 3 4

◎教育実習指導 1 3 4

◎中学校教育実習 4 4

◎高等学校教育実習 2 4

◎教育福祉論 2 2 3

124卒業要件単位数

教職課程履修者のみ履修可
教
職
及
び
教
科
に
関
す
る
科
目

選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経営学科 備　　　考

文章表現 2 1 　 必修科目 18 全科目必修

口頭表現 2 1

基礎数学 2 1

入門経済学 2 1

入門経営学 2 1

キャリアプランニング 2 1

健康科学 2 1

情報基礎Ⅰ 1 1

情報基礎Ⅱ 1 1

基礎演習Ⅰ 1 1

基礎演習Ⅱ 1 1

英語Ⅰ 1 1 必修科目 4 全科目必修

英語Ⅱ 1 1

英語Ⅲ 1 2

英語Ⅳ 1 2

フランス語Ⅰ 1 1 ４単位以上選択 4

フランス語Ⅱ 1 1

フランス語Ⅲ 1 2

フランス語Ⅳ 1 2

ドイツ語Ⅰ 1 1

ドイツ語Ⅱ 1 1

ドイツ語Ⅲ 1 2

ドイツ語Ⅳ 1 2

中国語Ⅰ 1 1

中国語Ⅱ 1 1

中国語Ⅲ 1 2

中国語Ⅳ 1 2

日本語Ⅰ 1 1 留学生は日本語を必修

日本語Ⅱ 1 1

日本語Ⅲ 1 2

日本語Ⅳ 1 2

時事英語Ⅲ 1 2

時事英語Ⅳ 1 2

ビジネス英語Ⅲ 1 2

ビジネス英語Ⅳ 1 2

敬天愛人講座 2 1 2 3 4 １２単位以上選択 12

敬愛プログラム 2 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅰ 1 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅱ 1 1 2 3 4

哲学 2 1 2 3 4

心理学 2 1 2 3 4

社会心理学 2 1 2 3 4

歴史学 2 1 2 3 4

法学 2 1 2 3 4

憲法 2 1 2 3 4

政治学 2 1 2 3 4

社会学 2 1 2 3 4

数学Ⅰ 2 1 2 3 4

数学Ⅱ 2 1 2 3 4

統計学Ⅰ 2 1 2 3 4

統計学Ⅱ 2 1 2 3 4

環境科学 2 1 2 3 4

地域ボランティア活動 2 1 2 3 4

選
択
科
目

区分 開講年次

必
修
科
目

言
語
科
目
Ｂ

学
部
共
通
科
目

基
礎
科
目

言
語
科
目
Ａ

選
択
必
修
科
目

言
語
科
目

教
養
科
目

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

同一言語を選択必修

必
修
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経営学科 備　　　考区分 開講年次

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

情報概論 2 1 ４単位以上選択 4

アルゴリズム論 2 2 3 4

データサイエンス総論 2 1 2 3 4

プレゼンテーション論 2 2 3 4

情報セキュリティ論 2 2 3 4

AI概論 2 2 3 4

プログラミング 2 2 3 4

実践会話Ⅰ 2 2 ４単位以上選択 4

実践会話Ⅱ 2 2

キャリアデザイン 2 2

キャリアディベロップメント 2 2

キャリア基礎開発Ⅰ 2 3

キャリア基礎開発Ⅱ 2 3

キャリア基礎開発Ⅲ 2 3

経営学Ⅰ 2 1 2 必修科目 10 全科目必修

経営学Ⅱ 2 1 2

簿記・会計概論Ⅰ 2 1 2

簿記・会計概論Ⅱ 2 1 2

実地調査入門 2 2

経営戦略論Ⅰ 2 2 3 ２４単位以上選択 24

経営戦略論Ⅱ 2 2 3

経営組織論Ⅰ 2 2 3

経営組織論Ⅱ 3 2 3

経営財務論Ⅰ 2 2 3

経営財務論Ⅱ 2 2 3

マーケティング論 2 2 3

Ｍａｒketing Manａｇｅmｅｎｔ 2 2 3

経営分析Ⅰ 2 2 3

経営分析Ⅱ 2 2 3

人的資源管理Ⅰ 2 2 3

人的資源管理Ⅱ 2 2 3

産業論 2 2 3

マーケティングリサーチⅠ 2 2 3

マーケティングリサーチⅡ 2 2 3

流通論 2 2 3

原価計算論Ⅰ 2 2 3

原価計算論Ⅱ 2 2 3

経営史Ⅰ 2 2 3

経営史Ⅱ 2 2 3

ベンチャービジネス論 2 2 3

ビジネスデータ解析 2 2 3

情報ビジネス論 2 2 3

観光マーケティング調査 2 2 3

インターンシップⅠ 2 3

インターンシップⅡ 2 3

地域企業経営論 2 2 3 4 １４単位以上選択 14

経営立地論 2 2 3 4

中小企業論Ⅰ 2 2 3 4

中小企業論Ⅱ 2 2 3 4

企業と産業組織 2 2 3 4

ビジネスエコノミクス 2 2 3 4

多国籍企業論 2 2 3 4

情報マネジメント 2 2 3 4

知的財産権論 2 2 3 4

企
業
経
営
コ
ー

ス
科
目

イ
ン
タ
ー

ン

シ

ッ
プ
科
目

コ
ー

ス
科
目

経
営
学
科
専
門
科
目

選
択
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

選
択
科
目

必
修
科
目

基
本
科
目
Ｂ

基
本
科
目
Ｂ

情
報
科
目

学
部
共
通
科
目

基
本
科
目
Ａ

選
択
科
目

選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経営学科 備　　　考区分 開講年次

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

経営シミュレーション 2 2 3 4

企業法 2 2 3 4

会社法 2 2 3 4

企業経営と心理学 2 2 3 4

日本経済地理 2 2 3 4

世界経済地理 2 2 3 4

アジアビジネス論 2 2 3 4

中国ビジネス論 2 2 3 4

世界の流通産業 2 2 3 4

国際貿易論 2 2 3 4

地域産業論 2 2 3 4

ホテル・ビジネス論 2 2 3 4

地域企業経営論 2 2 3 4 １４単位以上選択 14

会計学Ⅰ 2 2 3 4

会計学Ⅱ 2 2 3 4

簿記原理Ⅰ 2 2 3 4

簿記原理Ⅱ 2 2 3 4

流通情報論 2 2 3 4

流通経営論 2 2 3 4

経営立地論 2 2 3 4

地域産業論 2 2 3 4

サービス産業論 2 2 3 4

管理会計論 2 2 3 4

消費者行動論 2 2 3 4

観光事業論Ⅰ 2 2 3 4

観光事業論Ⅱ 2 2 3 4

税務会計論Ⅰ 2 2 3 4

税務会計論Ⅱ 2 2 3 4

地域企業会計論 2 2 3 4

民法Ⅰ 2 2 3 4

民法Ⅱ 2 2 3 4

スポーツビジネス論 2 2 3 4 １４単位以上選択 14

スポーツ産業論 2 2 3 4

スポーツマーケティング論 2 2 3 4

スポーツ文化論 2 2 3 4

生涯スポーツ実習Ⅰ 2 2 3 4

生涯スポーツ実習Ⅱ 2 2 3 4

スポーツ科学概論 2 2 3 4

中小企業論Ⅰ 2 2 3 4

中小企業論Ⅱ 2 2 3 4

サービス産業論 2 2 3 4

企業経営と心理学 2 2 3 4

消費者行動論 2 2 3 4

企業法 2 2 3 4

会社法 2 2 3 4

観光事業論Ⅰ 2 2 3 4

観光事業論Ⅱ 2 2 3 4

民法Ⅰ 2 2 3 4

民法Ⅱ 2 2 3 4

商
業
・
会
計
コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

企
業
経
営
コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

経
営
学
科
専
門
科
目

選
択
科
目

選
択
科
目

選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経営学科 備　　　考区分 開講年次

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

入門ツーリズムⅠ 2 1 2 3 4 １４単位以上選択 14

入門ツーリズムⅡ 2 1 2 3 4

千葉学 2 1 2 3 4

千葉県の産業と行政 2 2 3 4

旅行ビジネス論 2 2 3 4

中小企業論Ⅰ 2 2 3 4

中小企業論Ⅱ 2 2 3 4

地域観光論 2 2 3 4

観光事業論Ⅰ 2 2 3 4

観光事業論Ⅱ 2 2 3 4

地域企業経営論 2 2 3 4

医療と健康の経済学 2 2 3 4

流通経営論 2 2 3 4

国際貿易論 2 2 3 4

多国籍企業論 2 2 3 4

経営立地論 2 2 3 4

地域産業論 2 2 3 4

管理会計論 2 2 3 4

地域企業会計論 2 2 3 4

航空物流論 2 3 4

交通論 2 2 3 4

地域事業創造論 2 2 3 4

ホテル・ビジネス論 2 2 3 4

有価証券法 2 2 3 4 １０単位以上選択 10 経営学科の基本科目B、各コース

統計学総論Ⅰ 2 2 3 4 科目の必要単位数を超えた場合の

統計学総論Ⅱ 2 2 3 4 単位数を含む

企業金融論Ⅰ 2 2 3 4

企業金融論Ⅱ 2 2 3 4

労働法 2 2 3 4

国際法Ⅰ 2 2 3 4

国際法Ⅱ 2 2 3 4

経済政策Ⅰ 2 2 3 4

経済政策Ⅱ 2 2 3 4

ミクロ経済学Ⅰ 2 2 3 4

ミクロ経済学Ⅱ 2 2 3 4

マクロ経済学Ⅰ 2 2 3 4

マクロ経済学Ⅱ 2 2 3 4

経済統計Ⅰ 2 2 3 4

経済統計Ⅱ 2 2 3 4

日本経済論Ⅰ 2 2 3 4

日本経済論Ⅱ 2 2 3 4

金融論Ⅰ 2 2 3 4

金融論Ⅱ 2 2 3 4

銀行論Ⅰ 2 2 3 4

銀行論Ⅱ 2 2 3 4

外国書講読Ⅰ 2 2 3 4

外国書講読Ⅱ 2 2 3 4

ＴＯＥIC®向上講座Ⅰ 2 2 3 4

ＴＯＥIC®向上講座Ⅱ 2 2 3 4

専門導入演習Ⅰ 1 2 必修科目 8 全科目必修

専門導入演習Ⅱ 1 2

専門演習Ⅰ 1 3

専門演習Ⅱ 1 3

卒業演習Ⅰ 1 4

卒業演習Ⅱ 1 4

卒業論文・卒業研究 2 4

地
域
産
業
コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

展
開
科
目

経
営
学
科
専
門
科
目

選
択
科
目

演
習
科
目

必
修
科
目

選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 経営学科 備　　　考区分 開講年次

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

スカイプ英会話Ⅰ 1 1 2 3 4

スカイプ英会話Ⅱ 1 1 2 3 4

世界を知る 2 1 2 3 4

空港ビジネス 2 1 2 3 4

ホスピタリティ 2 1 2 3 4

エアライン論 2 2 3 4

地方財政論Ⅰ 2 2 3 4

地方財政論Ⅱ 2 2 3 4

海外スクーリング 2 1 2 3 4

社会調査法Ⅰ 2 2 3 4

社会調査法Ⅱ 2 2 3 4

社会調査実習Ⅰ 2 3 4

社会調査実習Ⅱ 2 3 4

◎教育原論 2 1 2

◎教育課程論 2 1 2

◎発達心理学 2 1 2

◎教育心理学 2 1 2

◎特別支援教育概論 2 2 3 教職課程履修者は◎印の科目を

◎教職概論 2 1 2 修得することで、自由選択科目の

◎教育行政 2 2 3 単位に充当することができる。

◎教育法規 2 2 3

◎教育方法・技術論 2 2 3

◎商業科指導法Ⅰ 2 2 3

◎商業科指導法Ⅱ 2 2 3

◎総合的な学習の時間の指導法 2 2 3

◎特別活動指導法 2 2 3

◎生徒・進路指導論 2 2 3

◎教育相談 2 2 3

◎教職実践演習(中・高) 2 4

◎キャリア教育・職業指導Ⅰ 2 2 3 4

◎キャリア教育・職業指導Ⅱ 2 2 3 4

◎教職時事演習 2 3 4

◎教育実習指導 1 3 4

◎高等学校教育実習 2 4

124卒業要件単位数

教養科目、情報科目、キャリア科
目、基本科目B、各コース科目、展
開科目の中から自由に履修できる。
経営学科のカリキュラムに掲載され
ていない経済学科や国際学部国際
学科の科目を修得した場合も当欄
で単位を認定する。教職課程履修
者は教職に関する科目からの履修
も可。

１２単位以上選択 12自
由
選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

教
職
及
び
教
科
に
関
す
る
科
目

選
択
科
目

教職課程履修者のみ履修可

エ
ア
ポ
ー

ト
N
A
R
I
T
A
地
域

産
業
学
科
目

A
I
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン

ス
科
目

選
択
科
目
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口頭表現 2 1 2 3 4 必修科目

文章表現 2 1 2 3 4 必修科目

基礎数学 2 1 2 3 4
敬天愛人講座 2 1 2 3 4
敬愛プログラム 2 1 2 3 4
健康運動科学 2 1 2 3 4
哲学 2 1 2 3 4
心理学 2 1 2 3 4
歴史学 2 1 2 3 4
文学 2 1 2 3 4
日本語学 2 1 2 3 4
言語学 2 1 2 3 4
法学 2 1 2 3 4
憲法 2 1 2 3 4
政治学 2 1 2 3 4
社会学 2 1 2 3 4
統計学Ⅰ 2 1 2 3 4
統計学Ⅱ 2 1 2 3 4
環境科学 2 1 2 3 4
アグリフードリテラシー 2 1 2 3 4
地域ボランティア活動 2 1 2 3 4
1年基礎演習Ⅰ 1 1 2 3 4 必修科目

1年基礎演習Ⅱ 1 1 2 3 4 必修科目

College EnglishⅠ 2 1 2 3 4 必修科目 英米語専攻選択者

College EnglishⅡ 2 1 2 3 4 必修科目 16単位以上選択

SpeakingⅠ 1 1 2 3 4 必修科目 （留学生は18単位以上選択）

SpeakingⅡ 1 1 2 3 4 必修科目 他専攻は8単位以上選択

WritingⅠ 1 1 2 3 4 英米語専攻必修科目 （留学生は10単位以上選択）

WritingⅡ 1 1 2 3 4 英米語専攻必修科目

ListeningⅠ 1 1 2 3 4 英米語専攻必修科目

ListeningⅡ 1 1 2 3 4 英米語専攻必修科目

College EnglishⅢ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

College EnglishⅣ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

DebateⅠ 1 1 2 3 4
DebateⅡ 1 1 2 3 4
Basic GrammarⅠ 1 1 2 3 4
Basic GrammarⅡ 1 1 2 3 4
ビジネス英語 1 2 3 4
Mother Goose 1 1 2 3 4
中国語Ⅰ 1 1 2 3 4
中国語Ⅱ 1 1 2 3 4
日中翻訳 1 2 3 4
フランス語Ⅰ 1 1 2 3 4
フランス語Ⅱ 1 1 2 3 4
ドイツ語Ⅰ 1 1 2 3 4
ドイツ語Ⅱ 1 1 2 3 4
外国語特殊Ⅰ 1 1 2 3 4
外国語特殊Ⅱ 1 1 2 3 4
総合日本語Ⅰ 2 1 2 3 4 留学生必修科目

総合日本語Ⅱ 2 1 2 3 4 留学生必修科目

情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 2 3 4
情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 2 3 4
情報処理Ⅲ（EXCEL上級） 1 1 2 3 4

別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

情報基礎科目

2単位以上

18単位以上選択
(内6単位必修)

外
国
語
科
目

英
語
以
外
の
外
国
語

日本語

基
礎
科
目

教
養
科
目

演習

英
語

外
国
語
科
目

履修単位区分 授業科目名
単
位

履修方法開講年次
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別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

履修単位区分 授業科目名
単
位

履修方法開講年次

国際関係入門 2 1 2 3 4 必修科目

世界を知る 2 1 2 3 4
World History 2 1 2 3 4
World Today 2 1 2 3 4
英文講読Ⅰ 2 1 2 3 4 英米語専攻必修科目 英米語専攻選択者

英文講読Ⅱ 2 1 2 3 4 英米語専攻必修科目 54単位以上

TOEIC®向上講座Ⅰ 2 1 2 3 4

英語学概論 2 1 2 3 4
英米文学概論 2 1 2 3 4
Advanced ReadingⅠ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

Advanced ListeningⅠ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

English for Global IssuesⅠ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

観光英語Ⅰ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

マルチメディア（Multimedia） 2 2 3 4
TOEIC®向上講座Ⅱ 2 2 3 4
英文法 2 2 3 4
英語史 2 2 3 4
英語の音声 2 2 3 4
アメリカ文学史 2 2 3 4
イギリス文学史 2 2 3 4
異文化コミュニケーション 2 2 3 4
英米文学特講Ⅰ（イギリス小説） 2 2 3 4
英米文学特講Ⅱ（アメリカ小説） 2 2 3 4
Advanced ReadingⅡ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

Advanced ListeningⅡ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

観光英語Ⅱ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

English for Global IssuesⅡ 2 2 3 4 英米語専攻必修科目

English PresentationⅠ 2 3 4 英米語専攻必修科目

English PresentationⅡ 2 3 4 英米語専攻必修科目

Advanced ReadingⅢ 2 3 4 英米語専攻必修科目

Advanced ReadingⅣ 2 3 4 英米語専攻必修科目

Academic　WritingⅠ 2 3 4 英米語専攻必修科目

Academic　WritingⅡ 2 3 4 英米語専攻必修科目

ビジネス英語上級 2 3 4
英語音声学Ⅰ 2 2 3 4
英語音声学Ⅱ 2 2 3 4
英米文化特講 2 3 4
アメリカの文化と社会 2 1 2 3 4 地域デザイン専攻選択者

イギリスの文化と社会 2 1 2 3 4 62単位以上

アジアの文化と社会 2 1 2 3 4
Japan Today 2 1 2 3 4
地域デザイン概論 2 1 2 3 4
世界の食と農 2 2 3 4
比較文化論 2 2 3 4
The United Nations in the World 2 2 3 4
国際法 2 2 3 4
刑法 2 2 3 4
ヒトの国際移動 2 2 3 4
フィールド調査 2 3 4
グローバル社会 2 2 3 4
グローバル政治 2 2 3 4

英語学

英米文化・文学

6単位以上

専
門
科
目

（
英
米
語
専
攻

）

英語コミュニケー
ション

英語学

英米文化・文学

英
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

英
語
学

英
米
文
化
・
文
学

英
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

（但し14単位は他専攻の専門科
目でも可）

導
入

基
本

発
展

専
門
科
目

共
通

専
門
科
目

（
地
域
デ
ザ
イ
ン
専
攻

）

現代世界

現
代
世
界

（但し22単位は他専攻の専門科
目でも可）

導
入

基
本

世界の中の日本
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別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

履修単位区分 授業科目名
単
位

履修方法開講年次

東南アジア 2 2 3 4
中国 2 2 3 4
ヨーロッパ（EU) 2 2 3 4
朝鮮 2 2 3 4
中東・イスラム圏 2 2 3 4
アフリカ 2 2 3 4
アメリカ 2 2 3 4
現代日本政治・社会 2 2 3 4
現代日本経済 2 2 3 4
日本の近現代史 2 2 3 4
日本文化論 2 2 3 4
平和・安全保障 2 3 4
世界の環境問題 2 3 4
多文化共生 2 3 4
世界の人権問題 2 3 4
国際協力法 2 3 4
途上国社会経済 2 3 4
犯罪学 2 3 4
日米関係 2 3 4
日韓関係 2 3 4
日中関係 2 3 4
日本・東南アジア関係 2 3 4
日本・中東関係 2 3 4
日本・アフリカ関係 2 3 4
千葉学 2 1 2 3 4
千葉県の産業と行政 2 2 3 4
千葉学実践Ⅰ 2 1 2 3 4
千葉学実践Ⅱ 2 1 2 3 4
現代日本語文法Ⅰ 2 2 3 4
現代日本語文法Ⅱ 2 2 3 4
心理言語学 2 2 3 4
日本語教育入門 2 2 3 4
日本語教育方法論 2 2 3 4
日本語教育研究Ⅰ 2 3 4
日本語教育研究Ⅱ 2 3 4
日本語教育実習 2 3 4
入門経済学 2 1 2 3 4 国際ビジネス専攻選択者

入門経営学 2 1 2 3 4 62単位以上

情報概論 2 1 2 3 4
データサイエンス総論 2 1 2 3 4
空港ビジネス 2 1 2 3 4
入門ツーリズムⅠ 2 1 2 3 4
入門ツーリズムⅡ 2 1 2 3 4
ホスピタリティ 2 1 2 3 4
国際経済学 2 2 3 4
金融論 2 2 3 4
国際経営 2 2 3 4
簿記会計基礎Ⅰ 2 2 3 4
簿記会計基礎Ⅱ 2 2 3 4
マーケティング 2 2 3 4

世
界
の
中
の
日
本

専
門
科
目

（
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

）

経済

経営

情報

空
港
・
観
光

導
入

現
代
世
界

世
界
の
中
の
日
本

A
P

日
本
語
教
員
養
成

　
　
　
　
　
発
展

経
済

経
営

専
門
科
目

（
地
域
デ
ザ
イ
ン
専
攻

）

（但し22単位は他専攻の専門科
目でも可）

基
本

基
本
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別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

履修単位区分 授業科目名
単
位

履修方法開講年次

アルゴリズム論 2 2 3 4
マーケティングリサーチⅠ 2 2 3 4
マーケティングリサーチⅡ 2 2 3 4
社会調査法Ⅰ 2 2 3 4
社会調査法Ⅱ 2 2 3 4
ＡＩ概論 2 2 3 4
プログラミング 2 2 3 4
エアライン論 2 2 3 4
観光事業論Ⅰ 2 2 3 4
観光事業論Ⅱ 2 2 3 4
旅行ビジネス論 2 2 3 4
地域観光論 2 2 3 4
ホテル・ビジネス論 2 2 3 4
国際金融論 2 3 4
国際貿易論 2 3 4
国際会計 2 3 4
企業ファイナンス 2 3 4
情報ビジネス論 2 3 4
社会調査実習Ⅰ 2 3 4
社会調査実習Ⅱ 2 3 4
航空物流論 2 3 4
入門経営学 2 1 2 3 4 観光マネジメント専攻選択者

経営学 2 1 2 3 4 62単位以上

情報概論 2 1 2 3 4
入門ツーリズムⅠ 2 1 2 3 4
入門ツーリズムⅡ 2 1 2 3 4
空港ビジネス 2 1 2 3 4
ホスピタリティ 2 1 2 3 4
アメリカの文化と社会 2 1 2 3 4
イギリスの文化と社会 2 1 2 3 4
アジアの文化と社会 2 1 2 3 4
国際経営 2 2 3 4
簿記会計基礎Ⅰ 2 2 3 4
簿記会計基礎Ⅱ 2 2 3 4
千葉県の産業と行政 2 2 3 4
マーケティング 2 2 3 4
サービス産業論 2 2 3 4
流通経営論 2 2 3 4
観光事業論Ⅰ 2 2 3 4
観光事業論Ⅱ 2 2 3 4
交通論 2 2 3 4
旅行ビジネス論 2 2 3 4
ホテル・ビジネス論 2 2 3 4
エアライン論 2 2 3 4
地域観光論 2 2 3 4
観光英語Ⅰ 2 2 3 4
観光英語Ⅱ 2 2 3 4
観光政策論 2 2 3 4
観光統計 2 2 3 4
観光マーケティング調査 2 2 3 4

観
光

異文化理解

情
報

空
港
・
観
光

経
済

経
営

情
報

空港・観光

専
門
科
目

（
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻

）

経営

専
門
科
目

（
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

）

（但し22単位は他専攻の専門科
目でも可）

基
本

導
入

基
本

発
展

観
光

経
営
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別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

履修単位区分 授業科目名
単
位

履修方法開講年次

日本文化論 2 2 3 4
比較文化論 2 2 3 4
日本の近現代史 2 2 3 4
グローバル社会 2 2 3 4
グローバル政治 2 2 3 4
中国 2 2 3 4
東南アジア 2 2 3 4
ヨーロッパ（EU) 2 2 3 4
朝鮮 2 2 3 4
アフリカ 2 2 3 4
中東・イスラム圏 2 2 3 4
情報ビジネス論 2 3 4
世界遺産研究 2 3 4
千葉の観光研究 2 3 4
観光マーケティング 2 3 4
多文化共生 2 3 4
2年次専門研究Ⅰ 2 2 3 4 必修科目

2年次専門研究Ⅱ 2 2 3 4 必修科目

3年次専門研究Ⅰ 2 3 4 必修科目

3年次専門研究Ⅱ 2 3 4 必修科目

4年次専門研究Ⅰ 2 4 必修科目

4年次専門研究Ⅱ 2 4 必修科目

卒業論文 2 4
キャリアプランニング 2 1 2 3 4
キャリアデザイン 2 2 3 4
キャリアディベロップメント 2 2 3 4
キャリア基礎開発Ⅰ 2 3 4
キャリア基礎開発Ⅱ 2 3 4
キャリア基礎開発Ⅲ 2 3 4
インターンシップⅠ 2 3 4
インターンシップⅡ 2 3 4
成田で職をゲットプログラム 2 4
海外語学研修Ⅰ 2 1 2 3 4
海外語学研修Ⅱ 2 1 2 3 4
海外スクーリングⅠ 2 1 2 3 4
海外スクーリングⅡ 2 1 2 3 4
国内スクーリングⅠ 1 1 2 3 4
国内スクーリングⅡ 1 1 2 3 4
スカイプ英会話Ⅰ 1 1 2 3 4
スカイプ英会話Ⅱ 1 1 2 3 4
進路支援講座Ⅰ 2 1 2 3 4
進路支援講座Ⅱ 2 1 2 3 4
進路支援講座（公務員）Ⅲ 2 2 3 4
進路支援講座（ＩＴパスポート）Ⅲ 2 2 3 4
進路支援講座（公務員）Ⅳ 2 2 3 4
進路支援講座（ＩＴパスポート）Ⅳ 2 2 3 4
進路支援講座（公務員）Ⅴ 2 3 4
進路支援講座（日経新聞を読む）Ⅴ 2 2 3 4
進路支援講座（公務員）Ⅵ 2 3 4
進路支援講座（日経新聞を読む）Ⅵ 2 2 3 4
他大学・他学部・他学科・単位互換科目

地方財政論Ⅰ 2 2 3 4
地方財政論Ⅱ 2 2 3 4
地域産業論 2 2 3 4
中小企業論Ⅰ 2 2 3 4
中小企業論Ⅱ 2 2 3 4
経営立地論 2 2 3 4

専
門
科
目

（
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻

）

キ
ャ
リ
ア
科
目

実
習
科
目

4単位以上選択
(但しインターシップⅠ・Ⅱ以外の
キャリア科目4単位以上を選択)

自
由
選
択
科
目

12単位以上選択

（留学生は10単位以上選択）

エアポートＮＡＲＩＴＡ専
攻者のみ

そ
の
他

エアポートNARITA
地域産業学科目

12単位以上

異文化理解

専
門
科
目 専

門
研
究

基
本

発
展

異
文
化
理
解

経営

観
光
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別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

履修単位区分 授業科目名
単
位

履修方法開講年次

＊政治学概論Ⅰ 2 1 2 3 4
＊政治学概論Ⅱ 2 1 2 3 4
＊日本史概論Ⅰ 2 1 2 3 4
＊日本史概論Ⅱ 2 1 2 3 4
＊世界史概論Ⅰ 2 1 2 3 4
＊世界史概論Ⅱ 2 1 2 3 4
＊地理学概論Ⅰ 2 1 2 3 4
＊地理学概論Ⅱ 2 1 2 3 4
＊哲学概論Ⅰ 2 1 2 3 4
＊哲学概論Ⅱ 2 1 2 3 4
＊地誌学Ⅰ 2 2 3 4
＊地誌学Ⅱ 2 2 3 4
＊自然地理学 2 2 3 4
＊人文地理学 2 2 3 4
＊社会学概論 2 1 2 3 4
＊経済学概論Ⅰ 2 1 2 3 4
＊経済学概論Ⅱ 2 1 2 3 4
教育福祉論 2 2 3 4
教育原論 2 1 2 3 4
教育課程論 2 1 2 3 4
教育心理学 2 1 2 3 4
発達心理学 2 1 2 3 4
特別支援教育概論 2 2 3 4
教職概論 2 1 2 3 4
教育行政 2 2 3 4
教育法規 2 2 3 4
社会科・地歴科指導法Ⅰ 2 2 3 4
社会科・地歴科指導法Ⅱ 2 2 3 4
社会科・公民科指導法Ⅰ 2 2 3 4
社会科・公民科指導法Ⅱ 2 2 3 4
地理歴史科指導法 2 2 3 4
公民科指導法 2 2 3 4
英語科指導法Ⅰ 2 2 3 4
英語科指導法Ⅱ 2 2 3 4
英語科指導法Ⅲ 2 2 3 4
英語科指導法Ⅳ 2 2 3 4
道徳教育指導法 2 2 3 4
総合的な学習の時間の指導法 2 2 3 4
特別活動指導法 2 2 3 4
教育方法・技術論 2 2 3 4
生徒・進路指導論 2 2 3 4
教育相談 2 2 3 4
教育実習指導 1 3 4
中学校教育実習 4 4
高等学校教育実習 2 4
教職実践演習（中・高） 2 4

124卒業要件単位数

＊修得した単位を教養科目の単
位に充当することができます。

教
職
及
び
教
科
に
関
す
る
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 こども教育学科 備　　　考

敬天愛人講座 2 1 １２単位必修

口頭表現 2 1 必修科目
文章表現 2 1 必修科目
哲学 2 1 2
文学 2 1 2
国際関係入門 2 1 2 必修科目
法学 2 1 2
憲法 2 1
歴史学 2 1 2
心理学 2 1 2
基礎数学 2 1 2
基礎統計 2 1 2
健康運動科学 2 1
ボランティア活動 2 1 2
情報概論 2 1 2
情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 必修科目
情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 必修科目
海外スクーリングⅠ 2 1 2 3 4
海外スクーリングⅡ 2 1 2 3 4
College English Ⅰ 2 1 必修科目
College English Ⅱ 2 1 必修科目
College English Ⅲ 2 2
College English Ⅳ 2 2
Writing Ⅰ 1 1 2 3 4
Writing Ⅱ 1 1 2 3 4
Listening Ⅰ 1 1 2 3 4
Listening Ⅱ 1 1 2 3 4
Speaking Ⅰ 1 1 2 3 4
Speaking Ⅱ 1 1 2 3 4
DebateⅠ 1 1 2 3 4
DebateⅡ 1 1 2 3 4
Mother Goose 1 1 2
海外語学研修Ⅰ 2 1 2 3 4
海外語学研修Ⅱ 2 1 2 3 4
キャリアプランニング 2 1
キャリアデザイン 2 2
キャリアディベロップメント 2 2

教育原論 2 1 必修科目 ２８単位必修
発達心理学 2 1 必修科目
教育行政 2 2
教育課程論（小学校） 2 1 必修科目
教職概論 2 2 必修科目
教育方法・技術論（小学校） 2 2
国語（書写を含） 2 2
社会　 2 2
算数 2 2
理科 2 1
生活 2 2
音楽 2 1
図画工作 2 1
家庭 2 1
体育 2 1
小学校英語Ⅰ 2 1 必修科目
小学校英語Ⅱ 2 2
１年基礎演習Ⅰ 1 1 必修科目
１年基礎演習Ⅱ 1 1 必修科目
２年応用演習Ⅰ 1 2 必修科目
２年応用演習Ⅱ 1 2 必修科目

別表　4　(第21条の2関係)　教育学部　こども教育学科　教育課程表

必修科目以外の科目
を８単位以上選択

必修科目以外の科目
を６８単位以上選択

外
国
語
科
目

教
養
科
目

専
門
基
礎
科
目

区　分 開講年次
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教
育
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授業科目名
単
位

履修方法 こども教育学科 備　　　考

別表　4　(第21条の2関係)　教育学部　こども教育学科　教育課程表

区　分 開講年次

こども学Ⅰ 2 2 必修科目
こども学Ⅱ 2 3 必修科目
教育心理学 2 2 必修科目
教育法規 2 2
生徒・進路指導論（小学校） 2 3
特別支援教育概論（小学校） 2 3
教育相談（小学校） 2 4
初等国語科指導法 2 2
初等社会科指導法 2 2
算数科指導法 2 2
初等理科指導法 2 2
生活科指導法 2 3
初等音楽科指導法 2 2
図画工作科指導法 2 1
初等家庭科指導法 2 1
初等体育科指導法 2 1
小学校英語指導法Ⅰ 2 2
小学校英語指導法Ⅱ 2 3
道徳教育指導法（小学校） 2 3
総合的な学習の時間の指導法（小学校） 2 4
特別活動指導法（小学校） 2 3
文学教材研究 2 2 3 4
数と形の不思議 2 2 3 4
プログラミング教育 2 2 3 4
理科の観察実験 1 2 3 4
科学教育論 2 2 3 4
音楽と表現 1 2 3 4
造形と表現 1 2 3 4
教育社会学 2 2 3 4
メディアリテラシー教育 2 2 3 4
学校の安全教育 2 2 3 4
学級担任と読書 2 2 3 4
社会教育概論 2 2 3 4
多文化教育論 2 2 3 4
世界のこども教育 2 2 3 4
教育哲学 2 2 3 4
こども教育演習Ⅰ 1 3
こども教育演習Ⅱ 1 3
こども教育演習Ⅲ 1 4
教育実習指導 1 3
教育実習 4 3
教職実践演習（小学校）　　 2 4
日本語学 2 2 3
異文化コミュニケーション 2 2 3
比較文化論 2 2 3
日本文化論 2 2 3 4
児童文学論 2 2 3 4
英米児童文学 2 2 3 4
３年次専門研究Ⅰ 2 3 必修科目
３年次専門研究Ⅱ 2 3 必修科目
４年次専門研究Ⅰ 2 4 必修科目
４年次専門研究Ⅱ 2 4 必修科目
卒業研究 2 4
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別表 5 (第32条関係) 入学検定料 
学部 

経済学部 国際学部 教育学部 摘  要 
項目 

大学入学共通テ

スト利用選抜 
10,000 円 10,000 円 10,000 円 単願 

18,000 円 18,000 円 18,000 円 併願 

25,000 円 25,000 円 25,000 円 全学併願（3 併願） 

学校推薦型選抜 
16,000 円 16,000 円 16,000 円 指定校推薦 

32,000 円 32,000 円 32,000 円 公募推薦 

総合型選抜 
32,000 円 32,000 円 32,000 円  

一般選抜 
32,000 円 32,000 円 32,000 円 2 教科方式 単願 

50,000 円 50,000 円 50,000 円 2 教科方式 併願 

70,000 円 70,000 円 70,000 円 2 教科方式 全学併願（3 併願） 

30,000 円 30,000 円 30,000 円 英語外部試験利用方式 単願 

48,000 円 48,000 円 48,000 円 英語外部試験利用方式 併願 

68,000 円 68,000 円 68,000 円 英語外部試験利用方式 全学併願（3 併願） 

外国人留学生選

抜 
16,000 円 16,000 円 16,000 円 指定校推薦 

32,000 円 32,000 円 32,000 円  

帰国生・社会人選

抜 
32,000 円 32,000 円 32,000 円  

編入学選抜 32,000 円 32,000 円 32,000 円  

特待生選抜 10,000 円 10,000 円 10,000 円 大学入学共通テスト利用選抜者のみ 
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別表 6 (第32条関係) 学費 

  学部 

項目 
経済学部 国際学部 教育学部 摘  要 

入学金 250,000円 250,000円 250,000円 入学時のみ 

授業料 780,000円 780,000円 800,000円 
年額（前期・後期に分けて分割納

入することができる） 

施設費 250,000円 250,000円 250,000円 
年額（前期・後期に分けて分割納

入することができる） 

備 考 
編入学者、転入学者、再入学者及び科目等履修生の学費については、 

 別に定める。 

 

別表 7 (第32条関係) 教職課程履修費 

   学部 

項目 
経済学部 国際学部 教育学部 摘  要 

教職課程履

修費 

 

60,000円 60,000円  ― 

中学校教諭一種免許状（英語）、 

中学校教諭一種免許状（社会）の取得希望者 

50,000円 50,000円 ― 

高等学校教諭一種免許状（地理歴史）、高等学

校教諭一種免許状（公民）、高等学校教諭一種

免許状（英語）、高等学校教諭一種免許状(商

業) の取得希望者 

 

備 考 

１．経済学部で取得可能な教育職員免許状 

   中学校教諭一種免許状(社会)、高等学校教諭一種免許状(地理歴史)、 

高等学校教諭一種免許状(公民)、高等学校教諭一種免許状(商業) 

 

２．国際学部で取得可能な教育職員免許状 

   中学校教諭一種免許状(英語)、中学校教諭一種免許状(社会)、     

 高等学校教諭一種免許状(英語)、高等学校教諭一種免許状(地理歴史)、

  高等学校教諭一種免許状(公民) 

 

３. 教育学部で取得可能な教育職員免許状 

   小学校教諭一種免許状 
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敬愛大学教授会規程 

 

（目的） 

第１条 敬愛大学学則第３６条の規定に基づき、経済学部、国際学部及び教育学部

（以下「学部」という。）の教育研究に関する重要事項を審議するために、それぞれ

の学部に教授会を置く。 

（構成） 

第２条 教授会は、学部長及び教授をもって構成する。ただし、敬愛大学学則第３６条

第４項の規定により、准教授、講師及びその他の教職員を加えることができる。 

 ２ 教員の任用に関する教員資格審査事項については、前項の准教授、講師及び

その他の教職員を除いた構成員(以下「教員資格審査委員会」という。)により審査

するものとする。 

（教授会の審議事項） 

第３条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うにあたり意見を述べる

ことができる。 

  (1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

  (2) 学位の授与に関する事項 

  (3) 前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見

を聴くことが必要なものとして学長が定める事項 

 ２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会が置か 

れる組織の長(以下この項において「学長等」という。)がつかさどる教育研究に関す 

る事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（議長） 

第４条 学部長は、教授会を招集してその議長となる。 

 ２ 議長に事故あるときは、議長のあらかじめ指定した構成員がその職務を代理す 

る。 

（招集・成立） 

第５条 学部長は、毎月一回定時にこれを招集する。ただし、必要がある場合は臨時

に招集することができる。 

 ２ 教授会の招集については、あらかじめ構成員に会議事項、日時及び場所を通知 

しなければならない。ただし、学部長からの求めがあった場合は予告した附議事項 

以外の事項についても審議することができる。 

 3 教授会は、構成員の３分の２以上の出席により成立し、議事は出席構成員の過半 

数の同意によって決し、学長の求めに応じ意見を述べることができるものとする。た 

だし、当該議事についてあらかじめ文書をもって権限を委任した者については出席 

 したものとして取り扱う。 
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（議事録） 

第６条 教授会の議事については、議事録を作成し議長の指名する構成員がこれに

署名するものとする。 

（幹事・書記） 

第７条 教授会に幹事及び書記を置く。 

２ 幹事は、修学支援室長をもってこれに充て、書記は、修学支援室主幹をもってこ 

れに充てる。 

３ 幹事は、議長の命を受けて教授会の庶務をつかさどり、かつ議事録を保管し、書

記は幹事の命を受けて庶務に従事する。 

（改廃） 

第８条 この規程の改廃は、教授会及び大学運営会議の意見を聴いて学長が行う。 

 

附 則 

１ この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

２ この規程の改廃は、教授会の議を経て学長が行う。 

3 敬愛大学経済学部教授会規程は廃止し、敬愛大学教授会規程とする。 

4 敬愛大学国際学部教授会規程は廃止し、敬愛大学教授会規程とする。 

 

附 則 

 この規程は、令和 3 年 4月 1日から施行する。 
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１ 設置の趣旨及び必要性            

（１）大学の沿革と教育の目的 

本学は１９６６年(昭和４１年)に千葉敬愛経済大学として創設され、経済学部経済学

科のみの単科大学として出発し、１９８７年(昭和６２年)に大学名称を敬愛大学と改

め、１９９７年(平成９年)には国際学部国際協力学科を設置した。その後、２００７年

(平成１９年)に国際学部国際学科に地域こども教育専攻を設置し、２０１１年(平成２

３年)には国際学部にこども学科を設置、２０１３年(平成２５年)には経済学部に経営

学科を設置し、現在では、２学部４学科を擁し、建学の精神「敬天愛人」のもと、様々

な変化の待ち受ける社会で、生きがいを持って力強く生きて行くための基盤の形成を目

指して、地域の伴走者としての歩みを続けている。 

既設の経済学部の経済学科は、経済学に関する幅広い知識を修得し、実社会で応用で

きる能力及び国際協調の精神をもって、広く社会に貢献する人材の養成を目的としてお

り、経営学科は、経営学に関する幅広い知識を修得し、実践的なマネジメント能力及び

グローバルな視野を身に付け、広く社会に必要とされる人材の養成を目的としている。 

また、既設の国際学部の国際学科は、幅広い教養とグローバルな視野をもち、世界の

平和を希求する国際人であると同時に、地域社会に貢献する人材の養成を目的としてお

り、こども教育学科は、幅広い教養を基礎にし、子供への深い理解と慈愛に満ちた人材

の養成を目的としている。  

（２）社会環境の変化等への対応 

今後、本学が地域社会の多様な期待や要請に適切に応え、自律性に基づく多様化や個性

化を推進していくためには、自らの責任において、地域社会や受験生のニーズに対応した

教育組織の構築や教育内容の充実、教育方法の改善など、学部教育における組織改編や教

育改革に格段の努力を注ぐことが重要である。 

一方、１８歳人口の減少や高学歴志向の高まりなど、高等教育を取り巻く環境が大きく

変化しており、その方向性も多様化していることから、時代の変化と社会の要請に柔軟に

対応しつつ、学部教育の多様な発展に向けた特色ある教育研究に取り組むことによる独自

性を発展的に実現する必要性が生じている。 

  また、学術研究の高度化に伴い学部教育が対象とする専門領域も広範に及んできてい

ることから、進学希望者の興味と関心や学習意欲に柔軟に応えていくために、学生の選択

の幅や流動性を高める工夫も重要となっており、学術研究の進展や進学希望者の動向を
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勘案した教育組織の充実と整備が求められている。 

このような高等教育を取り巻く社会環境の変化や進学希望者の動向などを踏まえたう

えで、本学における学部教育のさらなる充実を目指す。そこで、既設の国際学部こども教

育学科において展開してきた教育内容を基盤として、その教育課程及び教員組織並びに施

設設備等を基礎としつつ、教育学分野における教育・研究の充実に向けて、２０２１年４

月より教育学部こども教育学科を設置することとした。 

（３）教育学部を設置する必要性 

２０１７年（平成２９年）３月に学習指導要領が改訂され、これまでの教育の方針転換

が図られ、「教師が何を教えるか」から「子供が何を学ぶか」に重点が移された。この背

景には、IoT、ロボット、人工知能、ビッグデータ等の先進技術を活用して新たな価値を

創出し、地域、年齢、性別、言語等による格差がなく、多様なニーズ、潜在的なニーズに

きめ細かに対応したモノやサービスを提供することのできる新たな時代「Society5.0」が

到来しようとしていることがある。そのような社会においては、「文章や情報を正確に読

み解き対話する力」「科学的に思考・吟味し活用する力」「価値を見つけ生み出す感性と力、

好奇心・探求力」が共通して求められる力とされ、これまでの一斉一律の授業から個人の

進度や能力・関心に応じた多様な学びの場へ、同一学年集団での学びから学習到達度や学

習課題等に応じた異年齢・異学年集団での協働学習の拡大へ、教室での学習から多様な学

習プログラムへと、学校での学びの在り方の変革が求められている。このような大きな変

化の中で、教師自身に変化に対応できる力が備わっていなければならない。教師の自律性

と専門的見識を基礎とし、自らの実践を振り返り、熟考し、指導に反映させていく「反省

的実践家」としての人材が求められている。 

また、子供たちの学ぶ意欲の低下や規範意識・自律心の低下、社会性の不足、いじめや

不登校等の深刻な状況など、学校教育が抱える課題が一層複雑化・多様化するとともに、

発達障害をもつ子供や日本語以外を母語とする子供への適切な支援といった新たな課題

も生じてきている。このような学校教育や地域教育の現場において、一人一人の子供に寄

り添いながら心身の望ましい発達を支援し、促進させることができる確かな力量と総合的

な人間力を兼ね備えた人材が求められている。 

さらに、学校教育だけでなく社会教育においても子育て支援や子供の居場所等、多様な

教育的ニーズが求められており、家庭や地域等と連携しながら、児童の健全な育成を図る

ことのできる高い資質と能力を備えた人材が求められている。 
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このような学校教育や地域教育の現場における子供の諸問題の困難性に積極的に対応

するとともに、学部教育における教育内容の一層の充実と整備に向けて、既設の国際学部

のこども教育学科において展開してきた教育学分野に関する教育内容及び教育実績を基

盤として、新たに教育学部こども教育学科を設置することとした。 

（４）教育研究の目的、人材の養成及び研究対象とする学問分野 

① 教育学部 

国際学部こども教育学科では、多様な価値観を認め国際的な視野に立って子供の教育

に真剣に取り組む人材の養成を目指し、国際学・教育学分野に関する教育研究を通して建

学の精神である「敬天愛人」の実践に努めてきた。また、教職を目指す学生が主体的に学

んでいけるように配慮して、教育課程の改編や教育内容の充実など教育研究環境の整備

と充実に力を入れてきた。こうして本学科は地域の高等教育機関として社会に貢献でき

る人材を送り出すという一定の役割を果たしてきた。 

今回はこの国際学部こども教育学科の教育研究実績を踏まえ、それを発展させる形で

教育学部を設置し、教育学分野に関する教育研究をさらに充実させる。 

教育学部では、人間の成長と発達に関する専門分野に基礎を置き、様々な社会や環境に

おいて主体的に生きる人間、そしてその人間が果たす役割、行動や思考、人間と人間の関

わりあいやコミュニケーションを重点に、教育を通して人間を理解し、人間の成長、発達、

形成に寄り添って学び、教育のあるべき姿を探ることを目的とする。また、人間がよりよ

く生きていくために不可欠な教育の本質や理想を追求し、教育に関する幅広い知識とと

もに、各自の関心に応じた専門性を身に付け、学校教育や地域教育の推進に向けて、それ

らを総合的に実践できる人材の養成を目指す。  

② こども教育学科 

こども教育学科では、幅広い教養と教育に関する深い専門的知見を兼ね備えたうえで、

よりよい社会の形成に寄与しようとする意欲をもつ人材の養成を目指す。また、人間の成

長と発達に関する学問分野に基礎を置き、様々な社会や環境において主体的に生きる人

間と、その人間が果たす役割、行動や思考、人間と人間の関わり合いやコミュニケーショ

ンを研究する。そこで、教育学部こども教育学科における学位授与の方針(ディプロマ・

ポリシー)を以下のように定める。 

１）子供を総合的に理解し、教育の専門性を身に付ける。 

子供の成長や発達等について専門的な知識を学び、子供の教育について理解を深
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め、実践する力を身に付ける。さらに教職を目指す学生として日々研鑽と修養に努め、   

学び続ける生き方を身につける。 

２）国際社会を理解し、多様な価値観を認める。 

子供を取り巻く環境および国際社会への理解を深め、多様な文化や価値観が存在

することを認めながら、SDGｓの実践者として他者とも共生する力を身に付ける。 

３）豊かなコミュニケーション能力を身に付ける。 

グローバル化した情報化社会に対応するコミュニケーション能力を培い、ICT 活用 

に習熟し、子供に英語の指導をする力を身に付ける。また、日本語の支援を必要とす

る子供に対しては、専門的な知識に基づいて指導する力を身に付ける。 

４）実践的活動を通して地域に貢献する力を身に付ける。 

「ちば ! 教職たまごプロジェクト(千葉県教育委員会・千葉市教育委員会主催)」 

や「千葉市教育ボランティア(千葉市教育委員会主催)」等に参加し、実践的活動の

中で、問題解決をしながら人々と交流し、学んだ知識や技能を生かして積極的に地

域に貢献する力を身に付ける。 

２ 学部・学科等の特色 

こども教育学科では、教育に関する基礎的・基本的な知識と技能を教育実践の場面に適

用することができる応用能力をもって、学校教育や地域教育を主体的に行うことのでき

る創造的な能力と実践的な態度を有した人材を養成することにより、地域社会への貢献

を目指すことを目的としている。また、幅広く深い教養と豊な人間性及び子供の教育に関

する知識と技能の習得を基盤として、それを活用することができる実践能力に加えて、教

育事象を科学的・実証的に考究し、その成果を子供の健全な育成に活かすことのできる人

材を養成することとしている。 

こども教育学科の卒業後の進路としては、小学校をはじめとする学校教育機関、学童ク

ラブ、児童館、放課後児童クラブなどの児童厚生施設や児童養護施設、学習塾や予備校な

どの教育支援事業、さらには、教育産業・学習支援業などの幅広い分野において、学校教

育や地域教育の一翼を担う職業人として活躍することが期待される。このことから、こど

も教育学科が担う機能と特色としては、中央教育審議会答申による「我が国の高等教育の

将来像」が提言する「高等教育の多様な機能と個性・特色の明確化」を踏まえて、教育学

分野における教育・研究を通して、「幅広い職業人養成」の機能を重点的に担うことであ

る。 



5 

 

３ 学部・学科等の名称及び学位の名称 

（１）教育学部 

教育学部では、組織として研究対象とする中心的な学問分野を「教育学分野」として、

教育学分野の学問体系の理解の基に、教育の本質と社会的な意義や役割を理解させると

ともに、教育の諸活動を主体的に行い、学校教育や地域教育の推進に寄与する能力と態度

を育てることを目的としている。また、教育学分野に関する教育研究を通して、教育の基

礎的・基本的な理論と技能の体系的な理解とともに、理論と実践の関係について理解し、

学校教育や地域教育の推進に向けて、それらを総合的に実践することのできる応用能力

を有した幅広い職業人を養成することとしている。 

このような、教育学部が組織として教育研究対象とする中心的な学問分野と教育学部

における教育上の目的や養成する人材などについて、社会や受験生に最も分かり易い名

称として学部名称を「教育学部」とすることとし、英訳名称については、国際的な通用性

を踏まえたうえで、「Faculty of Education」とすることとした。 

（２）こども教育学科 

こども教育学科では、教育に関する基礎的・基本的な知識と技能を教育実践の場面に適

用することができる応用能力をもって、学校教育や地域教育を主体的に行うことのでき

る創造的な能力と実践的な態度を有した人材を養成することにより、地域社会への貢献

を目指すことを目的としている。また、「幅広く深い教養と豊かな人間性及びこどもの教

育に関する知識と技能の習得を基盤として、それを現場で活用することができる実践能

力に加えて、教育現象を科学的・実証的に考究し、その成果を学校教育や地域教育の推進

に活かすことのできる人材を養成する」こととしている。 

このような、こども教育学科における教育上の目的や養成する人材などについて、社会

や受験生に最も分かり易い名称として学科名称を「こども教育学科」、学位を「学士（教

育学）」とすることとし、英訳名称については、国際的な通用性を踏まえたうえで、学科

の英訳名称を「Department of Child Education」、学位の英訳名称を「Bachelor of 

Education」とすることとした。 

 

学部の名称  教育学部     「Faculty of Education」 

学科の名称  こども教育学科  「Department of Child Education」 

学位の名称  学士（教育学）  「Bachelor of Education」 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（１）教育課程の編成方針   

教育学部こども教育学科は、高等教育の大衆化の進行と生涯学習への移行を踏まえつつ、

学部段階の専門教育では特定分野における完成教育ではなく、生涯学び続ける基礎を培い

より普遍的な教育を目指す。教養教育と専門分野の基礎・基本を重視した教育を行うとと

もに、各自の興味に応じた科目(外国語科目や専門発展科目等)を学ぶことを通して、生涯

学び続ける基礎的な力を養うこととする。 

具体的には、教育学部こども教育学科専門教育は、基礎・基本を重視しつつ、関連分野

を学ぶことを通して、学生が主体的に課題を探求し解決するための基礎となる能力を育成

する。それにより卒業後社会人として就業し、成長していく過程において、実務等を通じ

て、新たな知識や能力を体得していくための資質や能力を身に付けることができる。 

（２）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成・実施の方針 

教育学部こども教育学科では、学位授与の方針と教育課程編成・実施の方針との一体性

と整合性に留意しつつ、卒業までに学生が身に付けるべき資質や能力を修得するための教

育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）を次のとおり定めることとする。 

① 学位授与の方針を踏まえた教育課程編成の方針 

「敬天愛人」の精神の下、ディプロマ・ポリシーで示した資質能力を備えた社会人

の養成を目指し、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

１）子供を総合的に理解し、教育の専門性を身に付ける。 

教育学・心理学関連科目の「教育原論」「教育課程論」「教職概論」「教育心理学」 

「発達心理学」を必修科目とし、1年次・2年次に配置する。そのほか教育学・心理学 

関連科目として「教育行政」「教育方法・技術論」「教育法規」「教育社会学」「教育 

哲学」「教育相談」を段階・発展的に配置し、これらの体系的な履修を通して子供 

を総合的に理解できるようにする。 

子供の教育の根幹を支える各教科等指導力育成を目的として、1年次前期から2

年次前期に概説科目を、1年次後期から4年次にかけて各教科等指導法科目を配置

する。 

また、教育学の基礎や現代の学校教育が抱える諸問題などについて、幅広く探求

的に学ぶ本学科の特色となる「こども学Ⅰ・Ⅱ」を必修科目とし、様々な視点から

子供や教育に関わる内容を学生が主体的に学ぶ科目として設定する。 
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２）国際社会を理解し、多様な価値観を認める。 

1年次に教養科目「国際関係入門」を必修科目として配置する。「哲学」「文学」

「歴史学」「基礎統計」「情報概論」などの教養科目や2年次以降に学部独自の「多

文化教育論」「メディアリテラシー教育」「世界のこども教育」などを配し、広い視

野で物事をとらえる能力を身に付ける。さらに、国際学部との共通科目「異文化コ

ミュニケーション」「比較文化論」などの展開科目を履修することで多様な価値観

を認めることを促す。 

３）豊かなコミュニケーション能力を身に付ける。 

アカデミックな表現活動の基礎を培う「口頭表現」「文章表現」、英語運用能力を

磨く「College EnglishⅠ・Ⅱ」を1年次の教養必修科目とし、併せてICT活用に不

可欠なスキルを身に付ける「情報処理Ⅰ・Ⅱ」を配置し必修とする。さらに、仲間

との協働を重視した「1年基礎演習Ⅰ・Ⅱ」「2年応用演習Ⅰ・Ⅱ」を専門基礎科目

の必修科目とする。必修以外の英語科目を多数配置し、学生のニーズ応える。 

４）実践的活動を通して地域に貢献する力を身に付ける。 

学んだことを実践する、実践することで学ぶという両面から、1年次より「ボラ

ンティア活動」「海外スクーリングⅠ・Ⅱ」「海外語学研修Ⅰ・Ⅱ」を配置し、学生

の視野を広げ実践的な活動を促す。また「こども教育演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」などを通し

て、実際の学校の実情を知り、教育実践の集大成として「教育実習」を3年次後期

から4年次に段階的に配置する。さらに、「3年次専門研究Ⅰ・Ⅱ」「4年次専門研究

Ⅰ・Ⅱ」を必修とし、学生一人一人の学びを実践的に深め、進路選択や地域貢献に

ついて確かな信念をもてるようにする。 

なお、教育学部こども教育学科における学位授与の方針は、教育課程の各科目  

    群に配置している授業科目を体系的に履修することにより達成するものである 

が、学位授与の方針を踏まえた教育課程編成の方針と授業科目については、カリ

キュラムマップに示すとおりである。 

（資料 １）⇒ カリキュラムマップ 

② 学位授与の方針を踏まえた教育課程実施の方針 

１）学説や物事などの意味や内容の理解を目的とする授業科目では、主として講義形

式による授業形態を採ることとし、知識や技能を実践に応用する能力の習得を目

的とする授業科目では、演習形式及び実践形式による授業形態を基本とする。 
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２）学生の能動的な学修への参加を促すために、教室内でのグループ・ディスカッシ

ョン、ディベート、グループ・ワーク等をはじめとする多様な教授方法を取り入れ、

学生の能動的学修を図る。 

３）教育課程を構成する授業科目の目標、内容、教育方法、評価方法を記した授業計

画を示すとともに、教育課程編成の方針を具体化し、可視化して共有する。 

   （資料 ２）⇒ シラバスの作成について 

４）単位制度の実質化を図る観点から、特定の学期に偏った履修登録を避け、学生が

自らの学修目標に合った適切な授業科目の履修が可能となるように、養成する具

体的な人材像に対応した典型的な履修モデルを提示するなど適切な履修を促す。 

   （資料 ３）⇒ 履修モデル 

５）卒業時に達成される成果の質を確保する観点から、予め学生に対して各授業科目

における学修目標やその目標を達成するための授業の方法、計画等を明示したう

えで、成績評価基準や卒業認定基準を示し、これに基づく厳格な評価を行う。 

（３）教育課程の編成の考え方 

教育学部こども教育学科では、教育研究の目的及び養成する人材の目的を達成する 

ために、教育課程を「教養教育科目（教養科目）（外国語科目）（キャリア科目）」と「専 

門教育科目（専門基礎科目）（専門基幹科目）（専門展開科目）（専門研究）」の科目群か 

ら構成することとし、教育課程全体の体系性・順次性を確保し、かつ教養教育と専門教 

育の有機的連携を図る。 

また、「教養教育科目（教養科目）（外国語科目）（キャリア科目）」では、中央教育審 

議会答申などで指摘されている重要性や意義を踏まえるとともに、養成しようとする 

知識や能力を明確にし、その教育目標に対応する科目を編成する。「専門教育科目（専 

門基礎科目）（専門基幹科目）（専門展開科目）（専門研究）」では、基礎・基本を重視し、 

専門の骨格を正確に把握させるとともに、科目間の関係や履修の順序、単位数等に配慮 

し、系統性と順次性のある教育課程の編成としている。 

（４）各科目群の設定理由 

大学の教育の基礎的な科目としての「教養教育科目」に「教養科目」、「外国語科目」

「キャリア科目」を設定し、視野を広げることと一般的な教養を身に付けることを重視

し、広範な科目を設定している。 

「専門教育科目」は、専門的教育内容の基礎的理解から、教育についての見識や知識
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を広げ、深めることを意図し、「専門基礎科目」、「専門基幹科目」、「専門展開科目」、「専

門研究」に分け、教育学や心理学の基礎及び教科の内容に関する科目、指導法、実習科

目と周辺科目を発展的に設定している。 

「専門基礎科目」は心理学や教育学の基礎及び教科の内容に関する科目を、「専門基

幹科目」にはそれら教科の指導法や専門科目を、「専門展開科目」では児童期の心や体、

発達や家庭・地域等、現在の教育の視点として欠かすことのできない広い視野から、担

当教員の専門性を生かした、学生が主体的に学ぶことのできる科目を設定した。 

「専門研究」は学生の希望を第一に教員の専門性が発揮できる研究内容を想定して

いる。自ら学び課題を発見し解決する能力や理論と実践を結び付け教育に対する見識

や技能を高めることを目指して、体系的、発展的に学修できるようにしている。   

５ 教員組織の編成の考え方及び特色 

（１）教員組織の編成の考え方 

教育学部こども教育学科は、既設の国際学部こども教育学科を基礎として設置する

ことから、既存の教員組織を最大限に活用し、学部教育における教育成果をより一層発

揮することが可能となる教員組織の編成を行う。これは、養成する人材や学位授与の方

針と教育課程編成・実施の方針を踏まえたうえで、これらの目的を達成することが可能

となる教員組織の編成である。 

具体的には、教育学部こども教育学科では、組織として研究対象とする中心的な学問

分野を「教育学分野」としていることから、教員組織の編成においては、「教育学」・「心

理学」を専門とする専任教員を中心とした教員組織としている。さらに、教育課程にお

ける必修科目や主要科目を中心として、専門分野における教育上、研究上又は実務上の

優れた知識と能力及び実績を有する教授６人、准教授５人及び講師１人を配置する計

画としている。       

（２）教員組織の年齢構成 

教育学部こども教育学科の専任教員の年齢構成については、教育研究水準の維持向

上及び教育研究の活性化に資する構成とするために、完成年度の 3月 31 日における教

員の年齢構成は 70 代 3 人、60 代 4 人、50 代１人、40 代 4 人の構成となっており、実

務経験を有する教員や教育学・心理学に関する専門的知識を有し豊富な経験を活かせ

る教員配置としており、教育研究水準の維持向上や教育研究の活性化に資する教員組

織を編成している。 
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なお、教育学部こども教育学科の教員組織の編成においては、完成年度までに定年に

達する者１人を配置する計画であるが、定年に達した者の任用については、本学を設置

する学校法人千葉敬愛学園が定める「千葉敬愛学園の定年規程（第 3条を適用）」にお

いて別途規定されているため、専任教員の配置計画における支障はない。  

（資料 ４）⇒ 千葉敬愛学園定年規程及び理事長からの承認書 

６ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

（１）教育方法 

① 授業の方法 

知識の獲得と理解を目的とする教育内容については、講義形式を中心とした授業

形態を採る。技術や技能の習得を目的とする教育内容については、演習形式及び実

習形式による授業形態を採る。 

② 学生数の設定 

授業の内容に応じた学生数の設定については、授業科目ごとの授業形態に則した

教育目的を効果的かつ確実に達成するために、講義形式は80名以下、演習形式は15

名以下、実習形式及び実践形式は40名以下とする。 

③ 配当年次 

配当年次は、教養教育から専門教育へと体系的な学習が可能となるように設定し

た。特に、専門教育においては、専門分野の教育内容ごとに、知識、技能、応用、

実践等の授業の内容と、科目間の関係や履修の順序に留意した。単位制度の４年間

における制度設計の観点を踏まえて、特定の学年や学期に偏った履修登録がなされ

ないように配慮した配当としている。 

④ 履修科目の登録上限 

単位制度の実質化の観点を踏まえたうえで、学生の主体的な学習を促し、教室にお

ける授業と教室外の学習を併せて充実した授業を展開し、学習効果を高めるために、

１学年あたりの卒業要件科目の標準的な履修登録単位数の上限を４２単位とする。 

⑤ 厳格なる成績評価 

卒業時における成果の質を確保する観点から、予め学生に対して各授業における学

習目標やその目標を達成するための授業の方法、計画等を明示したうえで、成績評価 

基準や卒業認定基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行う。また、客観的な評価 

基準を適用することから、厳格な成績評価の方法として、ＧＰＡ制度を導入する。 
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（２）履修指導方法 

履修指導方法は、授業を受ける学生に対して、教員が相談に応じる専用の時間を設

けてきめ細やかな教育指導を行う体制を整える。また、学期ごとに学年別の履修ガイ

ダンスを実施したうえで、学生の適性や能力に応じて履修科目の選択に関する助言を

行う専門的な職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生の履修指導体制を整

備する。 

さらに、学部教育段階では基礎的な専門知識や技能を確実に修得させることに重点

を置くことが重要であることを踏まえたうえで、単位制度の実質化を図る観点から、

特定の学期に偏った履修登録を避け、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修

が可能となるように、養成する具体的な人材像に対応した典型的な履修モデルを提示

する。（資料 ３）⇒ 履修モデル 

（３）卒業要件 

卒業要件は、学部に4年以上在学し、体系的な授業科目の履修によって124単位以上

を修得することとする。 

「教養教育科目」が必修12単位を含む20単位以上、「専門教育科目」が必修28単位を

含む96単位以上修得すこととする。さらに、学生の興味・志向に応じて「教養教育科

目」及び「専門教育科目」群から、8単位以上を選択できるようにしている。卒業要

件必修単位数を超えて履修する場合は、自由選択科目として履修を許可し学生のニー

ズに応えられるようにしている。 

７ 施設，設備等の整備計画 

（１）校地、運動場の整備計画 

教育学部こども教育学科の設置を計画している稲毛キャンパスは、交通の利便性が

高く、高等教育機関が集中している文教地区（千葉市稲毛区）に位置し、総校地等面積

111,174 ㎡(共用)を有しており、その内訳は、校舎敷地面積が約 47,920 ㎡(共用)、運

動場面積が約 60,263 ㎡(共用)となっており、運動用設備としては、稲毛キャンパス外

に、野球場、テニスコート等を備えているとともに、敷地内の空地を利用して、学生が

休息するための十分な場所を確保することで、大学教育に相応しいキャンパス環境を

整えている。 
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（２）校舎等施設の整備計画 

教育学部こども教育学科を設置する稲毛キャンパスは、現在、4棟の校舎等施設を有

しており、その総面積は約 14,645 ㎡で、学部教育に必要となる主要な教室等の内訳と

しては、講義室 23 室、演習室 12 室、実験・実習室 4 室、情報処理室 6 室の他、語学

教室 1室、教員研究室 61室、講師室、図書館、学長室、学部長室、会議室、英語教育

開発センター室、教職センター室、事務室、保健室、学生自習室、学生食堂などを整備

している。 

教育学部こども教育学科は、既設の国際学部のこども教育学科を基礎として設置す

ることから、既存の校舎等施設を有効的に利用することとしており、教育学部こども教

育学科の専任教員の研究室については、教員組織として計画している専任教員数 12名

（教授 6名、准教授 5名、講師 1名）に対して、1室当たり約 18㎡の教員研究室 12 室

を設けている。 

また、設備の整備計画については、現在、既設の学部で使用している教具 824 点、校

具 944 点、備品 47点を有効的に転用することとしている。 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

① 図書等の資料の整備計画 

本学の図書館では、令和 2年 3月末現在、147,321 冊の図書を所蔵しており、その

内訳としては、一般教育図書 56,262 冊（うち外国書 12,250 冊）、専門図書 91,059 冊

（うち外国書 24,130 冊）を所蔵しているほか、学術雑誌 480 種（うち外国雑誌 266

誌）、電子ジャーナル 19,673 種、映像資料やＣＤ－ＲＯＭ等の視聴覚資料 8,450 点を

有していることから、これらを有効的に利用することとしている。 

② 図書館の整備状況 

本学の図書館は、大学全体の収容定員 1,594 人の約 10％以上の 218 席の閲覧座席

数を確保しているとともに、開架式書庫及び閉架式書庫、サービスカウンター、レフ

ァレンスカウンター、グループ学習室、視聴覚コーナーなどを整備している。 

図書館の機能としては、情報探索用パソコン 32台，蔵書検索用パソコン 2台、コ

ピー機 1台を設置しており、蔵書管理については、図書館システムを導入することに

より、パソコンでデータベース化された書誌情報の検索を可能にするとともに、情報

探索用パソコンを学内ＬＡＮに接続することにより、インターネット利用を可能と

している。 
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また、日本図書館協会や私立大学図書館協議会、千葉県大学図書館協議会への加盟

をはじめ、国立情報学研究所の目録所在情報サービスに加盟するとともに、各種研修

会等での情報交換や文献複写、相互貸借等のサービスにおいて、他大学図書館との連

携を図ることとしている。 

８ 入学者選抜の概要 

（１）基本方針 

教育学部こども教育学科における入学者選抜は、入学志願者が大学教育を受けるに

相応しい能力や適性等を有することを多面的に判定し、公正かつ妥当な方法で実施す

る。また、学部・学科の教育理念や教育内容等に応じた入学者受入方針を明確にし、こ

れに基づき、入学後の教育との関連を十分に踏まえたうえで、入試方法の多様化、評価

尺度の多元化に努めることとする。 

（２）受入方針 

教育学部こども教育学科では、建学の精神「敬天愛人」の下で、「幅広く深い教養と

豊かな人間性及び子供の教育に関する知識と技能の修得を基盤として、それを活用す

ることができる実践能力に加えて、教育事象を科学的・実証的に考察し、その成果を子

供の健全な育成に活かすことのできる人材を育成する。」こととしており、この人材育

成の目的を達成するための教育課程を編成している。 

教育学部こども教育学科において育成する人材と教育課程との関連性を踏まえて、 

  入学者選抜における基本的な受入方針は、「教育学分野に対する強い興味と関心をもち、 

学部教育に対する高い学習意欲を有している者であることを基本としつつ、学部教育

を受けるに相応しい基礎学力と適正能力を有している者を受け入れる」こととする。そ

こで、教育学部こども教育学科の具体的な受入方針は、以下のとおりとする。 

① 深い愛情をもって子供の教育に関わる意欲を持っている。 

② 社会の変化や多様性について主体的に考えることができる。 

③ 他者との対話を通して自ら考え、学ぶことができる。 

④ 自らの可能性と成長を信じ、努力できる。 

⑤ 基礎的な生活習慣が身に付いている。 

⑥ 高等学校で行われる各教科についてバランスよく学習し、その内容を習得して

いる。 

⑦ 他者と協働して学び、活動するためのコミュニケーション能力を有している。    
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（３）判定方法 

教育学部こども教育学科の入学者の受入方針に対する入学者選抜における判定方法

については、「深い愛情を持って子供の教育に関わる意欲」や「自らの可能性と成長を

信じ、努力できる」「他者との対話を通して自ら考え、学ぶことができる」「他者と協働

して学び、活動するためのコミュニケーション能力を有している」ことについては、調

査書をはじめとする書類審査や面接審査により判定する。 

また、「高等学校で行われている各教科についてバランスよく学習し、その内容を習

得している」ことについては、調査書をはじめとする書類審査や学力検査により判定し、

「社会の変化や多様性について主体的に考えることができる」ことについては、面接審

査、小論文審査により判定する。 

（４）選抜方法 

① 実施方法及び定員割合 

入学者選抜の実施方法は、教育学部こども教育学科における入学者選抜の受入方針

を踏まえたうえで、学校推薦型選抜、総合型選抜、一般選抜（大学入学共通テスト利

用含む）により実施する。学校推薦型選抜試験においては、指定校推薦及び公募推薦、

系列校推薦を実施する。 

なお、学校推薦型選抜、総合型選抜、一般選抜（大学入学共通テスト利用含む）の

募集定員の割合については、学校推薦型選抜試験の募集定員を 20 名、総合型選抜の

募集定員を 10名、一般選抜試験（大学入学共通テスト利用含む）の募集定員を 42 名

とする。 

② 学校推薦型選抜 

学校推薦型選抜試験における指定校推薦、系列校推薦は、出身高等学校長の推薦に

基づいて、学力検査を免除し、調査書や学修計画書を主な資料として判定する。公募

推薦については、さらに小論文試験を組み合わせて判定する。また、学部において求

める学生像と入学志願者に求める能力や適性等に基づき、調査書及び面接(学修計画

書についてのプレゼンテーションを含む)を課すことによって、入学志願者の能力、

適性、意欲、関心等を多面的かつ総合的に評価する。 

③ 総合型選抜 

総合型選抜は、詳細な書類審査と時間を掛けた丁寧な面接、小論文試験を組み合わ

せることで、学ぶ意欲・主体性・コミュニケーション能力・目的意識等を総合的に評
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価する。入学手続きをとった者に対しては、入学までに取り組む課題を課すなど、入

学後の学習のための準備を予め用意することとする。 

④ 一般選抜（大学入学共通テスト利用含む） 

一般選抜（大学入学共通テスト利用含む）は、学力検査として国語を必須とし、英

語又は数学から１科目を課す方式で、入学志願者の学習能力を客観的に判定すること

が可能になるように出題方針を立てる。また、調査書から高等学校における学習の状

況、入学者の受入方針に基づく主体的学習意欲や関心、適性等を適切に判断すること

としている。 

９ 取得可能な資格 

（１）取得可能な資格 

   小学校教諭一種免許状  

（２）資格取得の条件 

教育学部こども教育学科の教育課程を履修することで資格取得が可能であるが、資

格取得を卒業要件とはしていない。 

１０ 実習の具体的計画 

（１）実習先の確保の状況 

教育実習先の確保については、実習生にとって交通が便利な地域の実習先を中心と

して確保することにより、学生や教員の負担軽減を図ることとしている。また、教育学

部こども教育学科の入学定員 72 人に対して、千葉市教育委員会をはじめ県内 8地区の

教育委員会より、本学学生の教育実習受け入れの承諾を得ていることから、実習先の確

保としては十分な状況にある。 

（資料 ５）⇒ 各教育委員会からの受入承諾書 

（２）実習先との協議内容 

本学と教育実習先との間で、実習受入及び個人情報保護について、事前に協議するこ

ととしている。 

また、事故防止については、教育実習先における事故防止策及び事故発生時の対処方

法を作成し、事故発生時には迅速に対応できる体制をとっている。 

（３）実習水準の確保の方策 

実習水準を確保するため、実習生の受入先に対しては、実習開始前に指導方針や指導

内容等を記した教育実習の手引きを作成し、配布することにより、実習教育に対する理
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解を得ることとしている。 

実習生に対しては、教育実習の受講基準を設けるとともに事前学習において、実習目

的、到達目標、成績評価の基準や方法などについて、十分に理解させたうえで実習に臨

ませることにより、実習水準の確保を図ることとしている。 

また、実習指導は、専任の教育実習指導教員があたることとし、教育実習先の実習指

導者との役割分担のもとに連携を図りながら実習指導を行うことにより、実習水準の

確保に努めることとしている。 

（４）実習先との連携体制 

実習開始前に、本学と教育実習先とで、教育実習の目的や到達の目標、教育実習の方

法と内容、成績の評価などについて打合せを行い、教育実習先での指導体制を整えると

ともに、実習期間中においても、各教育実習先を教育実習担当教員が訪問し、教育実習

状況の確認や打合せを行うこととしている。 

さらに、教育実習の開始前と終了後における定期的な情報交換や意見交換を行うと

ともに、各教育実習施設との間で日常的な連絡・調整による緊密な連携体制をとること

により、円滑な意思の疎通を図ることができるよう努めることとする。 

（５）実習前の準備状況（感染予防対策・保険等の加入状況） 

感染予防対策としては、感染症四種(麻疹、風疹、ムンプス、水痘)抗体価検査を実施

し、大学で定める基準値に満たない場合は、予防接種を推奨している。また、実習生に

対して教育実習開始前に健康診断を課すこととし、診断結果に応じた必要な措置を施

すとともに、実習中又は実習先への往復途上での万が一の事故に備え、学生教育研究災

害傷害保険及び実習賠償責任保険に加入する。実習生は、事前に「教育実習生基本情報

台帳」を作成し、実習先に提出する。本台帳には、健康上の配慮事項、保険への加入状

況および通勤経路等を記載している。 

（６）事前・事後における指導計画 

事前・事後における指導計画は、事前・事後指導に関する授業科目を配置しており、

事前指導では、実習目的や到達目標、実習中の留意事項などについて十分に理解させ

ることとし、事後指導では、実習報告会の実施や実習報告書の作成などを通じて、実習

内容の整理をさせることとする。 

① 事前指導として、主に以下の指導を行う。 

1) 教育実習の意義と目的を理解させる。 



17 

 

2) 教育実習先の概要を理解させる。 

3) 各自の実習課題を明確にさせる。 

4) 教育実習の概要について理解させる。 

5) 実習日誌の記載について理解させる。 

6) 学習指導案の作成について理解させる。 

7) 服装や言葉づかい、礼儀などを理解させる。 

8) 個人情報保護などの留意事項を理解させる。 

② 事後指導として、主に以下の指導を行う。 

1) 実習課題への取り組みの報告と討論を実施する。 

2) 教育実習時に起きたトラブルや注意された事項を報告する。 

3) 今後の課題を考えさせる。 

4) 教育実習での体験と学びを文章にまとめさせる。 

5) 教育実習先への礼状を作成する。 

（７）教員及び教職センター指導教員の配置並びに巡回指導計画 

教育実習指導における教員の配置については、当該教育実習科目を担当する専任教

員及び特任教員 12 人、教職センター指導教員 5 名(小・中・高で教員（校長）の経験

を有する者）を配置することで、教員１人あたり平均して 4～5人程度の実習生を指導

することとしており、細やかな巡回指導が可能となるよう配慮している。 

また、教育実習中の巡回指導については、実習生の実習状況や実習記録を確認した

うえで、実習生に対する指導を行うとともに、教育実習先の実習指導者との面談によ

る実習目標の到達状況や課題事項などの確認を行い、必要に応じて改善計画等の策定

を行うこととする。 

（８）成績評価体制及び単位認定方法 

教育実習における成績評価については、教育実習評価基準に基づいて、教育実習科

目担当教員が行うこととし、教育実習先における実習指導者の評価及び出欠等の状況、

実習記録、レポート、自己評価表、面接などにより、教育実習目標の到達度合に照らし

ながら、総合的に判断したうえで、単位の認定を行うこととする。 

１１ 企業実習(インターンシップを含む)や海外語学研修等の学外実習を実施する場合の 

具体的計画 

  海外語学研修については、長期休業期間に既設学部の国際学部で実施している研修に 
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参加することを想定している。海外5か国の大学等との協定に基づき2週間から5週間の 

研修を実施している。本研修は、現地大学等のプログラムに従って実施するが、担当教

員による事前研修・事後研修と現地での研修の成果より、担当教員によって成績の評

価を行っている。 

（資料 ６）⇒ 語学研修プログラム履修案内 

１２ 編入学定員を設定する場合の具体的計画 

  本学では、進学希望者の興味・関心や学習意欲に柔軟に応えるとともに、学生の選択

の幅や流動性を高めることから、2年次編入学定員と3年次編入学定員を各々1名ずつ設   

定することとした。 

（１）既修得単位の認定方法 

既修得単位の認定方法については、大学設置基準などの趣旨を踏まえたうえで、一

般教養的な科目に要する履修負担の軽減と、編入学後、修業年限内での専門科目を中

心とした円滑な履修が可能となるよう、既修得単位の内容を十分に配慮しながら、個

別的に単位の認定を行うこととする。 

なお、教育上有益と認めるときは、教育学部のこども教育学科における単位修得と

して認定することができる単位数は60単位までとし、専門科目における必修科目及び

選択必修科目については、原則、履修させることとする。 

（資料 ７）⇒ 既修単位の読替表 

（２）履修指導方法 

履修指導方法は、編入学生に対して教員が相談に応じる専用の時間を設けることに

より、きめ細やかな教育指導を行う体制を整えるとともに、学期ごとに履修ガイダン

スを実施したうえで、履修科目の選択に関する助言を行う専門的な職員を配置し、個

別の履修相談に応じるなど、編入学生の履修指導体制を整備する。 

また、教育学部のこども教育学科の専門分野における教育成果が十分に得られると

ともに、編入学生の既修得単位の内容や理解力に応じて、編入学生が学習目標に沿っ

た適切な授業科目の履修が可能となるよう、養成する具体的な人材像に対応した典型

的な履修モデルを提示する。 

（資料 ８）⇒ 編入学者への履修指導表  

（３）教育上の配慮等 

編入学生の受入れに際しては、短期大学等におけるこれまでの教育内容を前提とし
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て、編入学後、教育学部のこども教育学科の専門教育に円滑に対応することが可能であ

るかについて判定するため、編入学試験を実施するとともに、既修得単位の内容と成績

を考慮しながら、合否の判定を行うこととする。 

また、編入学生には、2年間又は 3年間の学習期間で、1年次からの入学生と同等の

知識や能力を身に付けさせることから、学習上の配慮として、編入学生の理解度を踏ま

えた補修講義や特別講義などを必要に応じて実施するとともに、編入学生に対する助

言を行う職員の配置(教職センター指導教員)による指導体制を整えることとする。 

１３ 管理運営 

（１）教授会 

教授会は、学部長及び教授をもって構成する。ただし、本学学則第 36条の規定によ

り、准教授、講師及びその他の教職員により構成し、学部における教育及び研究に関す

る重要事項を審議するとともに、その円滑な遂行を図ることを目的としており、原則と

して、毎月１回定例で開催するほか、必要に応じて適宜開催している。 

教授会は、次に掲げる事項について審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べる

ことができるとしている。 

① 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項 

② 学位の授与に関する事項 

③ 前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴

くことが必要なものとして学長が定める事項 

（２）大学運営会議 

大学運営会議は、大学の重要事項を審議するために設置しており、次の事項について

学長の諮問に基づき、意見を述べることができるとしている。 

① 学則その他重要な規則の制定、改廃に関する事項 

② 学部、学科及びその他重要な組織の設置、廃止に関する事項 

③ 教員人事の基本方針に関する事項 

④ 収容定員に関する事項 

⑤ 学部、その他機関との連絡調整に関する事項 

⑥ 本学の教育研究体制の整備に関する事項 

⑦ その他、本学の運営に関する事項 

構成員は、学長、副学長、学部長、事務局長、教務部長、学生部長、メディアセンタ
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ー長、アドミッションセンター長、キャリアセンター長、地域連携センター長とし、原

則として、毎月１回定例で開催している。 

（資料 ９）⇒ 敬愛大学運営会議規程  

（３）教授会以外の委員会 

教授会の審議事項に必要な事項の検討や起案などのために、教学マネジメント協議

会、学科会、FD・SD 委員会、教務部委員会、学生部委員会、教職課程委員会、アドミッ

ションセンター会議、キャリア運営委員会、メディアセンター運営委員会、英語教育開

発センター委員会、教職センター会議、自己点検・評価委員会、総合地域研究所運営委  

員会の各種委員会を設置している。 

各委員会の構成員は、専任教員及び事務職員により構成することとし、各委員会規

程に基づき、原則として、毎月１回定例で開催している。 

１４ 自己点検・評価 

（１）実施方法 

   本学では、大学教育における教育の理念や目標に照らして、教育活動及び研究活動

の状況を点検、評価することで、現状を正確に把握、認識するとともに、その達成状

況を評価し、評価結果に基づく改善の推進を図ることを目的として、自己点検・評価

を実施している。 

自己点検・評価の実施方法については、自己点検・評価を自らの教育研究活動の改

善のサイクルの中に明確に位置付け、自己点検・評価を行う責任体制を明確にしたう

えで、自己点検・評価項目ごとに、自己点検・評価委員会による自己点検・評価を行

うこととしている。特に、教育活動と研究活動を中心として、大学の組織的な教育評

価及び個々の教員の教育活動に対する評価の両面から実施するとともに、教育研究活

動の水準向上の目標を定め、その達成状況を評価し、評価の結果を改革に結び付ける

システムとして実施している。 

（２）実施体制 

本学では、自己点検・評価は、全教職員により全学的に取り組むことを基本として

おり、全体的な自己点検・評価については、自己点検・評価委員会規程に基づき自己

点検・評価委員会を設置し、構成員は、学長を最高責任者として、副学長、学部長、

教務部長、学生部長、研究所長、メディアセンター長、アドミッションセンター長、

キャリアセンター長、地域連携センター長、大学事務局長、各事務室長、事務局担当
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職員とし、委員長の統括のもとに、全部署・全委員会が連携協力して、組織的な自己

点検・評価を実施している。 

教育学部では、自主性と自律性のもとに、継続性と改革性、客観性の観点から、自

己点検・評価を実施することができる評価体制の整備を目指す。また、課題認識をも

とに、中期的な目標設定と具体的な計画策定を行い、その達成状況の評価及び評価結

果の活用が可能となるシステムの構築を目指すことから、自己点検・評価に必要と考

えられる情報を自己点検・評価の項目を踏まえて、活用し易い形でシステム化するこ

ととしている。 

（３）公表及び評価項目 

自己点検・評価の結果については、積極的に社会に公表し、社会の評価を受けるこ

とを通して、教育内容や方法の継続的な見直しや改善を図ることにより、自らの教育

研究水準の一層の向上に努めていくとともに、これらの効果を一層確かなものとする

ために、自己点検・評価の結果について外部検証を行うこととしている。基本的には

大学全体を組織体として点検・評価する機関別自己点検・評価の前段階として実施す

ることにより、効率的でより充実した点検・評価を行うこととする。 

また、本学では、学部の目的に即した教育研究活動の状況を点検・評価することが

重要であることから、教育学部における自己点検・評価の項目については、大学とし

ての自己点検・評価の基本方針を踏まえたうえで、以下の視点を重視した設定として

いる。 

① 学部の目的・教育目標 

② 教育課程 

③ 学部組織 

④ 教育内容・方法 

⑤ 教育研究活動 

⑥ 学生支援 

⑦ 学部運営 

⑧ 地域・社会活動 

⑨ 情報発信 

⑩ 自己点検・評価 
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１５ 情報の公表 

（１）実施方法 

大学における人材の養成に関する目的、その他の教育研究上の目的について、学則及

び規則等の適切な形式により定め、これを広く社会に公表するとともに、教育研究活動

等の状況など大学に関する情報全般について、インターネット上のホームページや大学

案内などの刊行物への掲載、その他広く一般に周知を図ることができる方法により積極

的に提供する。 

特に、教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報を積極的に公

表することとし、その際、大学の教育力の向上の観点から、学生がどのような教育課程   

に基づき、何を学ぶことができるのかという観点が明確になるよう留意する。 

教育情報の公表については、そのための適切な体制を整えており、刊行物への掲載、

インターネットの利用その他広く周知を図ることができる方法により行うこととし

ている。 

ホームページのアドレスは、 

「http://www.u-keiai.ac.jp/outline-disclosure/informaton/」 

検索方法は、「トップ＞大学概要＞大学概要・情報公開＞情報公開」により検索す

ることができる。 

（２）実施項目 

次の教育研究活動等の状況についての情報を公表する。 

① 大学の教育研究上の目的に関すること。 

② 教育研究上の基本組織に関すること。 

③ 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

④ 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業

又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に

関すること。 

⑤ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること。 

⑥ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること。 

⑦ 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること。 

⑧ 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること。 

⑨ その他の関連する情報 
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1) 教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報  

2) 学則等 

3) 設置届出書 

4) 設置計画履行状況等報告書 

5) 自己点検・評価報告書 

6) 認証評価の結果 

（３）公表内容 

教育研究活動等の状況についての情報を公表するに際しては、以下の点に留意したう

えで行うこととしている。 

① 大学の教育研究上の目的に関する情報については、学部又は学科ごとに、それぞ

れ定めた目的を公表する。 

② 教育研究上の基本組織に関する情報については、学部又は学科の名称を明らかに

する。 

③ 教員組織に関する情報については、組織内の役割分担や年齢構成等を明らかにし、

効果的な教育を行うため組織的な連携を図っていることを明らかにする。 

④ 教員の数については、学校基本調査における大学の回答に準じて公表することと

し、法令上必要な専任教員数を確保していることや男女別、職別の人数等の詳細

をできるだけ明らかにする。 

⑤ 各教員の業績については、研究業績等にとどまらず、各教員の多様な業績を積極

的に明らかにすることにより、教育上の能力に関する事項や職務上の実績に関す

る事項など、当該教員の専門性と提供できる教育内容に関することを確認できる

という点に留意したうえで公表する。 

⑥ 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業

又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況

に関する情報については、学校基本調査における大学の回答に準じて公表する。 

⑦ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関する情報については、

教育課程の体系性を明らかにする観点に留意するとともに、年間の授業計画につ

いては、シラバスや年間授業計画の概要を活用する。 

⑧ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関する情報

については、必修科目、選択科目の別の必要単位修得数を明らかにし、取得可能
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な学位に関する情報を明らかにする。 

⑨ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関する情報について

は、学生生活の中心であるキャンパスの概要のほか、運動施設の概要、課外活動の

状況及びそのために用いる施設、休息を行う環境その他の学習環境、主な交通手段

等の状況をできるだけ明らかにする。 

⑩ 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関する情報については、寄宿舎や

学生寮等の宿舎に関する費用、教材購入費、施設利用料等の費用に関することを

できるだけ明らかにする。 

⑪ 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関する情報につ

いては、留学生支援や障害者支援など大学が取り組む様々な学生支援の状況をで

きるだけ明らかにする。 

１６ 教育内容等の改善を図るための組織的な取組 

（１）教育内容等の改善のための組織的な研修等（ＦＤ） 

授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な取組みについては、「ＦＤ委員会規

程」を制定し、当該委員会規程に基づく教育学部の専任教員及び事務職員で構成される

「ＦＤ委員会」を設置し、授業方法の開発と改善を図るための計画の立案と実施の推進

を図ることとしている。 

授業の内容及び方法の改善を図るための実施内容については、以下に掲げる項目によ

る取り組みを実施する。 

① シラバスの記載項目や記載内容、記載方法などに関する研究会を開催し規則を整

備するとともに、個別教員に対する記載指導を実施する。 

② 教員と学生の相互による授業アンケート調査を実施するとともに、評価結果に基

づき、各教員が授業の内容や方法の改善に役立てるための学生モニター会議を実

施する。 

③ 授業科目の位置付けや到達目標、他の授業科目の内容や範囲などの接続関係につ

いて教員の相互理解を図るための研修会を実施する。 

④ 他の教員の授業を参観して、自らの授業の内容及び方法の改善に役立てるための

教員相互の授業参観を実施する。 

（２）管理運営に必要な教職員への研修等（ＳＤ） 

管理運営に必要な教職員への研修等の取組みについては、学校法人全体を対象とす
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る「千葉敬愛学園 SD 委員会規程」を制定し、事務職員のみならず、教員を含めて、大

学等の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図ることを目的とした、知識・技能の

習得及び能力・資質の向上のための活動（ＳＤ活動）を実施する。 

ＳＤ活動の実施については、事務職員に対する研修等は、法人本部人事担当部署が中

心となり、教員に対する研修等はＦＤ委員会が中心となって行うこととし、以下に掲げ

る項目により実施する。 

（資料 10）⇒ 千葉敬愛学園 SD委員会規程、敬愛大学 SD・FD 委員会規程 

   ① 大学等の管理運営及び教育研究支援に必要な知識及び技能を身に付け、能力及

び資質の向上を図るための研修に関すること 

   ② 建学の精神（３つのポリシーを含む）に照らした大学等の取組の自己点検・評価

と内部質保証及び大学等の改革に資する研修に関すること 

   ③ 職員として求められているリーダーシップ能力、マネジメント能力、プレゼンテ

ーション能力、コミュニケーション能力、危機管理能力、政策提案・実現能力、

問題解決能力及び事務処理能力等の向上を図るための研修に関すること 

   ④ 学生の人間形成を図るために行われる正課外の諸活動における様々な指導、援

助等の研修に関すること 

   ⑤ 職員のスキルアップに役立つ資格取得に関すること 

   ⑥ 大学組織における業務の見直しや事務処理の改善等に関すること 

   ⑦ その他ＳＤ活動として必要と認める事項 

なお、研修会等については、外部団体が主催して行う「学外研修会等」と大学が独自

に企画して開催する「学内研修会等」に大別し、さらに、これら学内外の研修会等を次

のとおり区分して実施することとしている。 

学園 SD、大学 FD・SD 規程の上記の内容とは異なり、次のとおりとなっている。 

１) 階層別：新任職員、中堅職員、指導的職員など、経験や役職（職階）に応じて 

必要な知識を得るための研修会等 

２) 目的別：特定の知識や技能を修得するための研修会等 

３) 業務別：業務ごとの質的向上や改善等に役立つための研修会等 

４) 個 別：職員個々が自主的に自己啓発やスキルアップ等を図るための研修会等 

１７ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

（１）教育課程内における取組み 
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「教養教育科目（教養科目）（外国語科目）（キャリア科目）」「専門教育科目（専門基

礎科目）（専門基幹科目）（専門展開科目）（専門研究）」では、現代社会に関する幅広い

知識及び自己表現や情報活用に関する能力とともに、経済社会の一員としての望まし

い心構えや生涯学習力を身に付けることとしており、「教養教育科目（教養科目）（外国

語科目）（キャリア科目）」の各科目群全体を通して、社会的・職業的自立を図るために

必要な基礎的な知識や技能と態度を習得することとしている。特に、「教養教育科目（キ

ャリア科目）」では、卒業後も自律・自立して学習する態度を養うとともに、学生が将

来への目的意識を明確に持てるよう、職業観を涵養し、自己の個性を理解した上で主体

的に進路を選択できる能力や態度を育成するための科目として、「キャリアプランニン   

グ」、「キャリアデザイン」、「キャリアディベロップメント」、の３科目を配置している。 

（２）教育課程外の取組み 

社会的・職業的自立を図るための教育課程外の取組みとしては、キャリア支援年間計

画に基づき、職業興味検査、資格と仕事のセミナーなどの実施による職業観の涵養を図

るとともに、各種資格取得講座、教員採用試験対策講座、キャリア支援講座、就職試験

対策講座などによる職業・就職に関する知識・技能の習得を図ることとしている。 

また、個別カウンセリング、Ｕターンガイダンス、教育関連の仕事に関するガイダン

スなどの進路相談及び就職指導に加えて、教育関連施設や教育関連企業等による採用説

明会などを行うこととしている。 

なお、教育課程外の取組みにおける組織体制については、キャリアセンター運営委員

会とキャリアセンター事務担当職員によるものとする。 

（資料 11）⇒ キャリアセンター規程 

（３）適切な体制の整備について    

キャリアセンターにキャリアセンター運営委員会を設置している。 

委員会は、センター長、各学科の専任教員各１名以上の計５名以上による委員および

事務職員干名で構成し、毎月１回開催するものとしている。なお、委員会は、学生のキ

ャリア形成支援及び就職支援に関する業務は次のとおりとなっている。 

① 学生のキャリア教育の支援に関する事項 

② 学生の就職活動の支援に関する事項 

③ 学生のキャリア形成のため各種講座の実施に関する事項 

④ 就職・求人情報の収集および就職先業等の開拓に関する事項 
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⑤ その他、委員会が必要と認めた事項 

⑥ キャリア形成に係る情報の収集および管理に関する事項 

⑦ その他、在学生・卒業生のキャリア形成および就職支援に関する事項 
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敬愛大学教育学部こども教育学科の設置の趣旨等を記載した書類 
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DP1 DP2 DP3 DP4

敬天愛人講座 2 1 〇 １２単位以上必修

口頭表現 2 1 ◎ 必修科目

文章表現 2 1 ◎ 必修科目

哲学 2 1 2 〇
文学 2 1 2 〇
国際関係入門 2 1 2 ◎ 必修科目

法学 2 1 2 〇
憲法 2 1 〇
歴史学 2 1 2 〇
心理学 2 1 2 〇
基礎数学 2 1 2 〇
基礎統計 2 1 2 〇
健康運動科学 2 1 〇
ボランティア活動 2 1 2 〇 〇
情報概論 2 1 2 〇
情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 ◎ 必修科目

情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 ◎ 必修科目

海外スクーリングⅠ 2 1 2 3 4 〇 〇 〇
海外スクーリングⅡ 2 1 2 3 4 〇 〇 〇
College English Ⅰ 2 1 ◎ 必修科目

College English Ⅱ 2 1 ◎ 必修科目

College English Ⅲ 2 2 〇
College English Ⅳ 2 2 〇
Writing Ⅰ 1 1 2 3 4 〇
Writing Ⅱ 1 1 2 3 4 〇
Listening Ⅰ 1 1 2 3 4 〇
Listening Ⅱ 1 1 2 3 4 〇
Speaking Ⅰ 1 1 2 3 4 〇
Speaking Ⅱ 1 1 2 3 4 〇
DebateⅠ 1 1 2 3 4 〇
DebateⅡ 1 1 2 3 4 〇
Mother Goose 1 1 2 〇
海外語学研修Ⅰ 2 1 2 3 4 〇 〇 〇
海外語学研修Ⅱ 2 1 2 3 4 〇 〇 〇
キャリアプランニング 2 1 〇 〇
キャリアデザイン 2 2 〇 〇
キャリアディベロップメント 2 2 〇 〇

 〇 履修を推奨する科目

こ
ど
も
教
育
学

科
D
P

科目区分

DP1 :　子供を総合的に理解し、教育の専門性を身に付ける。

DP2 :　国際社会を理解し、多様な価値観を認める。

　教育学部こども教育学科

履修方法開講年次
単
位
数

 ☆ 能力向上に役立つ科目

DP3 :　豊かなコミュニケーション能力を身に付ける。

DP4 :　実践的活動を通して地域に貢献する力を身に付ける。

 ◎ 必ず履修すべき科目

授業科目名

外
国
語
科
目

教
養
科
目

必修科目以外の
科目を８単位
以上選択

【資料  1】 　カリキュラムマップ

キ

ャ
リ
ア
科
目

教
養
教
育
科
目

1



DP1 DP2 DP3 DP4

 〇 履修を推奨する科目

こ
ど
も
教
育
学

科
D
P

科目区分

DP1 :　子供を総合的に理解し、教育の専門性を身に付ける。

DP2 :　国際社会を理解し、多様な価値観を認める。

履修方法開講年次
単
位
数

 ☆ 能力向上に役立つ科目

DP3 :　豊かなコミュニケーション能力を身に付ける。

DP4 :　実践的活動を通して地域に貢献する力を身に付ける。

 ◎ 必ず履修すべき科目

授業科目名

教育原論 2 1 ◎ 必修科目 ２８単位以上必修

発達心理学 2 1 ◎ 必修科目

教育行政 2 2 〇
教育課程論（小学校） 2 1 ◎ 必修科目

教職概論 2 2 ◎ 必修科目

教育方法・技術論（小学校） 2 2 〇
国語（書写を含） 2 2 〇
社会　 2 2 〇
算数 2 2 〇
理科 2 1 〇
生活 2 2 〇
音楽 2 1 〇
図画工作 2 1 〇
家庭 2 1 〇
体育 2 1 〇
小学校英語Ⅰ 2 1 ◎ 〇 必修科目

小学校英語Ⅱ 2 2 〇 〇
１年基礎演習Ⅰ 1 1 〇 〇 ◎ 〇 必修科目

１年基礎演習Ⅱ 1 1 〇 〇 ◎ 〇 必修科目

２年応用演習Ⅰ 1 2 〇 〇 ◎ 〇 必修科目

２年応用演習Ⅱ 1 2 〇 〇 ◎ 〇 必修科目

こども学Ⅰ 2 2 ◎ 〇 〇 〇 必修科目

こども学Ⅱ 2 3 ◎ 〇 〇 〇 必修科目

教育心理学 2 2 ◎ 必修科目

教育法規 2 2 〇
生徒・進路指導論（小学校） 2 3 〇
特別支援教育概論（小学校） 2 3 〇
教育相談（小学校） 2 4 〇
初等国語科指導法 2 2 〇
初等社会科指導法 2 2 〇
算数科指導法 2 2 〇
初等理科指導法 2 2 〇
生活科指導法 2 3 〇
初等音楽科指導法 2 2 〇
図画工作科指導法 2 1 〇
初等家庭科指導法 2 1 〇
初等体育科指導法 2 1 〇
小学校英語指導法Ⅰ 2 2 〇
小学校英語指導法Ⅱ 2 3 〇
道徳教育指導法（小学校） 2 3 〇
総合的な学習の時間の指導法（小学校） 2 4 〇
特別活動指導法（小学校） 2 3 〇

専
門
基
幹
科
目

専
門
基
礎
科
目

必修科目以外の
科目を６８単位
以上選択

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

2



DP1 DP2 DP3 DP4

 〇 履修を推奨する科目

こ
ど
も
教
育
学

科
D
P

科目区分

DP1 :　子供を総合的に理解し、教育の専門性を身に付ける。

DP2 :　国際社会を理解し、多様な価値観を認める。

履修方法開講年次
単
位
数

 ☆ 能力向上に役立つ科目

DP3 :　豊かなコミュニケーション能力を身に付ける。

DP4 :　実践的活動を通して地域に貢献する力を身に付ける。

 ◎ 必ず履修すべき科目

授業科目名

文学教材研究 2 2 3 4 〇
数と形の不思議 2 2 3 4 〇
プログラミング教育 2 2 3 4 〇
理科の観察実験 1 2 3 4 〇
科学教育論 2 2 3 4 〇
音楽と表現 1 2 3 4 〇
造形と表現 1 2 3 4 〇
教育社会学 2 2 3 4 〇
メディアリテラシー教育 2 2 3 4 〇 〇
学校の安全教育 2 2 3 4 〇
学級担任と読書 2 2 3 4 〇
社会教育概論 2 2 3 4 〇 〇
多文化教育論 2 2 3 4 〇 〇
世界のこども教育 2 2 3 4 〇 〇
教育哲学 2 2 3 4 〇 〇
こども教育演習Ⅰ 1 3 〇 〇
こども教育演習Ⅱ 1 3 〇 〇
こども教育演習Ⅲ 1 4 〇 〇
教育実習指導 1 3 〇 〇
教育実習 4 3 〇 〇 〇
教職実践演習（小学校）　　 2 4 〇 〇 〇
日本語学 2 2 3 〇
異文化コミュニケーション 2 2 3 〇
比較文化論 2 2 3 〇
日本文化論 2 2 3 4 〇
児童文学論 2 2 3 4 〇
英米児童文学 2 2 3 4 〇
３年次専門研究Ⅰ 2 3 ◎ 〇 〇 〇 必修科目

３年次専門研究Ⅱ 2 3 ◎ 〇 〇 〇 必修科目

４年次専門研究Ⅰ 2 4 ◎ 〇 〇 〇 必修科目

４年次専門研究Ⅱ 2 4 ◎ 〇 〇 〇 必修科目

卒業研究 2 4 〇 〇 〇 〇

124

専
門
展
開
科
目

専
門
研
究

卒業要件単位数

専
門
教
育
科
目

3
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【資料 2】 シラバスの作成について 

 

教 員 各 位 

 

○○年度授業計画書（シラバス）の作成について 

 

 ○○年度の授業計画書（シラバス）を下記要領に従って KCN（Keiai Campus Navigator）にて入稿

をお願いいたします。ご多忙のところを大変恐縮ですが、何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

記 

 

★重要★ 

授業計画書（シラバス）の作成手順について 
 

●事前に、KCNより、シラバス作成に必要なファイルをダウンロードしてください。 

  

① PC で KCNにログインし、「お知らせ」欄の「シラバス関連資料配布」をクリック。 

②表示されたウィンドウの下部「添付ファイルダウンロード」より、下記のファイルをダウ

ンロードします。 

   ・○○年度 Webシラバスマニュアル.pdf 

   ・○○年度 シラバスガイドライン.pdf 

   ・○○年度 シラバスチェックポイント.pdf 

   ・○○年度 授業実施回数一覧.pdf 

   ・【別紙】実務経験のある教員による授業科目について 

・【参考】○○年度 ディプロマポリシー・カリキュラムポリシー 

   ・【参考】○○年度 カリキュラムマップ 

    

  

これらのファイルは、シラバス作成に必須となりますので、必ずダウンロードしてご確認ください。 

 

入稿期間：○○年○○月○○日 9：00～ 

 ○○年○○月○○日 23：59 
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Ⅰ．授業計画書（シラバス）の初校について 

  授業計画書はホームページ上のみの公開とし、冊子化は行っていません。 

  初校は出ません。Web上で入稿→内容確認→校了となりますので、ご注意ください。 

  ホームページ上に授業計画書（シラバス）を公開致しますので、予めご承知おき願います。 

 

Ⅱ．授業計画書（シラバス）の作成要領 

  ご担当科目（講義・実技・語学・演習・実習等）の全てについて作成してください。 

 

Ⅲ．授業計画書（シラバス）の作成基準 

1. 【重 要】 授業のねらい・到達目標・実務経験と授業の関連性・DP,CP に於ける位置づけ 

 

 授業のねらいと到達目標についてご記入ください。可能な限りディプ

ロマ・ポリシー（DP）、カリキュラム・ポリシー（CP）における位置

づけも併せて付記ください。 

また、「担当教員の実務経験と授業の関連性」の記載をお願いします。

（該当科目のみ） 

 

【担当教員等の実務経験について】 

 

・別紙「実務経験のある教員による授業科目について」をご参照ください。 

 

2. 授業の進め方・履修条件など 授業のねらいと到達目標を達成するために、ご担当の授業をどのよう

に運営、展開されるかをご記入ください。その際、試験やレポートな

どの課題へのフィードバックを行うとともに、その方法も記載してく

ださい。 

履修者数の制限を認められていない科目で、履修者を制限する記載は 

しないでください。 

 

3. アクティブ・ラーニングの手法 

 授業において実践している、アクティブ・ラーニングの手法があれば 

手法名を記載してください。 

（ex:ロール・プレイング、ディベート、ディスカッション、プレゼ

ン、双方向型授業、振り返り、PBL など） 

 

AL手法名 手法概要 

ロール・プレイング 

Role Playing 

現実に起こる場面を想定して、学生が各自に指示された役割を演じる。技術・技能の修

得や態度・指定の涵養、現実的なケースにおける多面的な見方や他者の立場の理解など

を促進するうえで効果的である。 

ディベート 

Debate 

あるテーマについて、個人が賛成側と反対側の各々の立場を表明し、立論・反論といっ

た論戦を通じ第三者を説得する討議を通じての学習法である。論理的思考力や発表力の

養成に効果的である。 

ディスカッション ペアもしくは小グループ（3 人～6 人程度が一般的）をつくり、指示された課題につい
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Discussion て、学生同士の意見交換を行う。各々の持つ知識や経験などが共有され、課題への理解

が深まる。 

プレゼンテーション 

Presentation 

指示された課題について、グループもしくは個人で調査・研究を行い、その成果を発表

する。発表形式はパワーポイントなどの情報機器を活用したものや、ポスターセッショ

ンなど多様である。発表者は学生や教員との質疑応答も行う。 

双方向型演習 

Interactive Seminar 

指示された課題について学生が答案やレポートなどを作成し、それを教員が添削・採点

してフィードバックしたものを、再度学生が確認し理解を深める。教員とコミュニケー

ションをとることにより、授業への参加意欲を高めるねらいもある。学生は自らの理解

度を確認し、新たな気づきや課題を見出すことが期待される。 

振り返りシート 

Reflection Sheet 

授業の途中や終了時に、気づきや疑問等について記載し、知識の定着や理解の促進を図

る。シートの内容を教員が授業構成に参考にしたり、次講に学生の疑問点についてフィ

ードバックしたりすることもできる。 

PBL 

Project-Based 

Learning 

Problem-Based 

Learning 

企業や、地域、教員、もしくは学生自身が設定した課題や目標に対して、学生がチーム

を作り協力して取り組むことを通じて、知識習得・体験学習を行う教育手法。 

・Project-based learning（プロジェクト型学習・課題解決型学習）：一定の目標を達成

するためにチームで取り組む過程を通じて知識習得・応用・体験学習を行う。 

・ Problem-based learning（課題解決型学習）：具体的事例（シナリオ）に対して、そ

の解決に必要な知識を小グループで自立的に学習していく。 

4. 成績評価の方法と割合 到達目標に対応した成績評価の方法と割合を具体的に記載してくだ

さい。その際、出席を点数化する内容の記載はしないでください。 

（必須） 

5. 評価基準 

学生に対して授業の目標、成績評価の基準を明確化することにより、

学生が学ぶ方向を正しく設定する、また、学生への成績評価の信頼性

を高め、教育の質を保証する為、評価基準の記載をお願いします。 

これは、「授業の成績」と「授業のねらい・到達目標」や成績評価方

法との関係を示す目的もありますので、具体的かつ簡潔に記載をお願

いします。（必須） 

（記載例） 

評価 判定基準 

秀（S） 授業のねらいを越えて、自ら探求し理解を深めるレベルに達している。 

優（A） 授業のねらいがほぼ達成できている。 

良（B） 授業のねらいと到達目標の間のレベルに達している。 

可（C） 到達目標を達している。 

不可 到達目標を達成できていない。 

 

6. 授業の予習・復習 授業前にどのような予習をすべきか、授業後にどのような復習をすべ

きか、必要とされる時間数も含めて記載してください。 

（「必要なし」の記載は絶対にしないでください。）（必須） 

 

7. 講義スケジュール 全日程についてご記入いただき、「授業項目」および「授業内容」に

ついては空欄を作らないようにしてください。 

第 1 回の授業項目には「ガイダンス」「オリエンテーション」と記載
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しないでください。（1回目から授業を行ってください。） 

複数回にわたって同様の授業内容を記載しないようにご留意くださ

い。各回のキーワードを付すなど、各回で異なる内容を扱うことが分

かるようにご記入ください。なお、授業は最終週 

 

8. 教科書、ISBN 使用の有無を必ずご記入いただき、使用される場合は、教科書名と

ISBN をご記入下さい。その際には、学生が購入する教科書のみを記

載してください。「初回の授業で説明する」「授業時に指示する」等の

表現は避けて下さい。（ここに記載する書籍を教科書販売として発注

します。）また、授業で利用しない教科書等の記載はしないでくださ

い。（必須） 

 

9. 参考文献 50文字以内でご記入下さい。任意ではありますが、可能な限り記載に

ご協力をお願いします。（任意） 

 

10. 教職に関する情報       本学で教職課程に係わっている担当者は必ず記載をお願いします。 

※・教科に関する専門的事項 

 ・各教科の指導法（情報機器および教材の活用を含む） 

 ・教育の基礎的理解に関する科目 

・道徳、総合的な学習の時間等の指導法および生徒指導、 

教育相談等に関する科目 

・教育実践に関する科目 

該当しない先生は記載不要です。 

《記入例 1》 

教職に関する情報 

免許状取得のための

科目区分（必修/選択 

必修科目 担当形態 単独 

科目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校及び高等学校 家庭） 

施行規則に定める

科目区分又は事項

等 

教科に関する専門的事項 

・住居学 

・住居学（製図を含む） 

《記入例 2》 

教職に関する情報 

免許状取得のための

科目区分（必修/選択 

選択科目 担当形態 単独 

科目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校及び高等学校 理科） 

施行規則に定める

科目区分又は事項

等 

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容にかかわる科目 

 

以 上 



●必修科目

計

前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

●口頭表現 2 ●文章表現 2 ●国際関係入門 2

憲法 2 健康運動科学 2

●情報処理Ⅰ（情報基礎） 1
●情報処理Ⅱ（プレゼンテー
ション演習）

1

外国語科目 ●College　English Ⅰ 2 ●College　English Ⅱ 2 Listening　Ⅰ 1 Listening　Ⅱ 1 Speaking　Ⅰ 1 Speaking　Ⅱ 1 Debate　Ⅰ 1 Debate　Ⅱ 1

キャリア科目

小計 7 7 1 3 1 1 1 1 22

●1年基礎演習Ⅰ 1 ●1年基礎演習Ⅱ 1 ●2年応用演習Ⅰ 1 ●2年応用演習Ⅱ 1

●発達心理学 2 ●小学校英語Ⅰ 2 小学校英語Ⅱ 2 ●教職概論 2

●教育原論 2 ●教育課程論（小学校） 2 国語（書写を含） 2 生活 2

図画工作 2 理科 2 社会 2

家庭 2 音楽 2 算数 2

体育 2

図画工作科指導法 2 教育行政 2 ●こども学Ⅰ 2 ●こども学Ⅱ 2 教育相談（小学校） 2

初等体育科指導法 2 教育方法・技術論（小学校） 2 ●教育心理学 2 小学校英語指導法Ⅱ 2
総合的な学習の時間の指導
法（小学校）

2

初等家庭科指導法 2 初等理科指導法 2 教育法規 2 生徒・進路指導論（小学校） 2

初等音楽科指導法 2 小学校英語指導法Ⅰ 2 特別支援教育概論（小学校） 2

初等国語科指導法 2 道徳教育指導法（小学校） 2

初等社会科指導法 2 特別活動指導法（小学校） 2

算数科指導法 2 生活科指導法 2

こども教育演習Ⅰ 1 こども教育演習Ⅱ 1 こども教育演習Ⅲ 1 教職実践演習（小学校） 2

教育実習指導 1 教育社会学 2

教育実習 4

●３年次専門研究Ⅰ 2 ●３年次専門研究Ⅱ 2 ●４年次専門研究Ⅰ 2 ●４年次専門研究Ⅱ 2

卒業研究 2

小計 11 15 17 19 18 9 7 6 102

計 18 22 18 22 19 10 8 7 124

【資料　３】-１　履修モデル

履修モデル「小学校教員を目指すモデル」

専門教育科目 専門基幹科目

教養科目

教養教育科目

専門研究

専門展開科目

専門基礎科目

1年次（40単位） 2年次（40単位） 4年次（15単位）3年次（29単位）

区分



●必修科目

計

前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

●口頭表現 2 ●文章表現 2 哲学 2 ●国際関係入門 2

敬天愛人講座 2 心理学 2 基礎統計 2 基礎数学 2

●情報処理Ⅰ（情報基礎） 1
●情報処理Ⅱ（プレゼンテー
ション演習）

1

外国語科目 ●College　English Ⅰ 2 ●College　English Ⅱ 2

キャリアプランニング 2 キャリアデザイン 2

キャリアディベロップメント 2

小計 9 7 4 8 0 0 0 0 28

●1年基礎演習Ⅰ 1 ●1年基礎演習Ⅱ 1 ●2年応用演習Ⅰ 1 ●2年応用演習Ⅱ 1

●発達心理学 2 ●小学校英語Ⅰ 2 小学校英語Ⅱ 2 ●教職概論 2

●教育原論 2 ●教育課程論（小学校） 2 国語（書写を含） 2 生活 2

図画工作 2 理科 2 社会 2

家庭 2 音楽 2 算数 2

体育 2

教育行政 2 ●こども学Ⅰ 2 ●こども学Ⅱ 2 教育相談（小学校） 2

教育方法・技術論（小学校） 2 ●教育心理学 2 生徒・進路指導論（小学校） 2

教育法規 2 特別支援教育概論（小学校） 2

文学教材研究 2 科学教育論 2 教育哲学 2 日本文化論 2

数と形の不思議 2 音楽と表現 1 学校の安全教育 2 児童文学論 2

プログラミング教育 2 教育社会学 2 学級担任と読書 2 英米児童文学 2

理科の観察実験 1 メディアリテラシー教育 2

異文化コミュニケーション 2 社会教育概論 2

多文化教育論 2

世界のこども教育 2

●３年次専門研究Ⅰ 2 ●３年次専門研究Ⅱ 2 ●４年次専門研究Ⅰ 2 ●４年次専門研究Ⅱ 2

卒業研究 2

小計 11 9 13 11 17 15 10 10 96

計 20 16 17 19 17 15 10 10 124

【資料　３】―２　　履修モデル

履修モデル「教育・文化専門職を目指すモデル」

専門教育科目

専門基礎科目

専門基幹科目

専門展開科目

専門研究

4年次（20単位）

教養教育科目

教養科目

キャリア科目

区分

1年次（36単位） 2年次（36単位） 3年次（32単位）









   【資料 ５】

　教育実習受入教育委員会一覧

委員会名 住　　所 受入対象学校数 備　　　　　考

千葉市教育委員会 千葉市中央区問屋町1-35 市内小学校　110校 教育実習受入れ人数や受入れ校等については、毎年双方で協議の上決定

四街道市教育委員会 千葉県四街道市鹿渡2001-10 市内小学校　 12校
教育実習受入れの可否及び詳細については、学校と大学双方で協議の上、学校長が承諾す

ることで決定

習志野市教育委員会 千葉県習志野市鷺沼2-1-1 市内小学校　 16校 教育実習の詳細については、双方で協議の上、決定

船橋市教育委員会 千葉県船橋市湊町2-10-25 市内小学校　 54校 教育実習の詳細については、双方で協議の上、決定

佐倉市教育委員会 千葉県佐倉市海隣寺町97 市内小学校　 23校 教育実習の詳細については、双方で協議の上、決定

南房総市教育委員会 千葉県南房総市岩糸2489 市内小学校　  6校 教育実習の詳細については、双方で協議の上、決定

鴨川市教育委員会 千葉県鴨川市天津1104 市内小学校　  7校 教育実習の詳細については、双方で協議の上、決定

館山市教育委員会 千葉県館山市北条1145-1 市内小学校　 10校 教育実習の詳細については、双方で協議の上、決定



研修機関
カルガリー大学付属英語学校(English Language
Program, University of Calgary)（カナダ）

クィーンズランド大学付属英語学校(Institute of
Continuing & TESOL Education, the University of

Queensland)
（オーストラリア）

ポートランド州立大学
(アメリカ合衆国)

ノースウェスタン大学（フィリピン） 中国文化大学（台湾）

プログラム期間・時期 約5週間・2月初旬～3月中旬 約5週間・2月中旬～3月下旬 約3週間・8月中旬～9月初旬
約2週間・夏：8月下旬～9月上旬、

　　　 春：3月上旬～3月中旬
約2週間・8月上旬～8月中旬

費用（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ+宿泊） 約28万円 約32万円 約32万円 約16万円 約8万円

総費用（実績） 約63万円 約68万円 約58万円 約32万円 約14万円

滞在方法 ホームステイ ホームステイ ホームステイ 大学寮 大学寮

連携体制
 研修先の敬愛大学担当者と敬愛大学の担当教員お
よび事務担当者との間で申し込みの段階から終了・
帰国・修了証送付まで密に連絡を取り合っている。

研修先の敬愛大学担当者と敬愛大学の担当教員およ
び事務担当者との間で申し込みの段階から終了・帰
国・修了証送付まで密に連絡を取り合っている。

研修先の敬愛大学担当者と敬愛大学の担当
教員および事務担当者との間で申し込みの
段階から終了・帰国・修了証送付まで密に
連絡を取り合っている。

現地に精通しているエージェント（㈱ASJ）を
介して、研修先のコーディネーターと連携し
ている。

交換留学（原則各校から2名）とダブルディ
グリー制度を実施している。申し込み、審
査、受入れ、帰国まで密に連絡を取り合っ
ている。

事前研修

教員が行う事前指導は3回。英語の資料を用いなが
ら次の３点に関して意識付けを行う。①ホームステ
イ家族とのコミュニケーションの取り方について
②カルガリーの地理、文化について③プレイスメン
トテスト対策、特に英作文。教材は研修先の大学案
内、現地情報誌、英検２級、準一級ライティング問
題。
事務側が行う事前指導は、「渡航前安全セミナー」
であり、海外で安全に生活するための知識・対策を
指導した上で、海外旅行保険の必要性と加入方法の
説明、危機管理サービスへの登録・活用方法の説明
を行っている。

教員が行う事前指導は3回。英語の資料を用いながら
次の３点に関して意識付けを行う。①ホームステイ
家族とのコミュニケーションの取り方について ②
クィーンズランド大学およびプログラムについて③
簡単な自己紹介文の書き方指導および場面を設定し
た会話の練習。教材は研修先の大学案内、増井由紀
美著『もっと話せる英会話』『オールラウンド英会
話』（旺文社）、国際事情に関する新聞記事などを
使用。
事務側が行う事前指導は、「渡航前安全セミナー」
であり、海外で安全に生活するための知識・対策を
指導した上で、海外旅行保険の必要性と加入方法の
説明、危機管理サービスへの登録・活用方法の説明
を行っている。

教員による事前指導は３回。英語の資料を
用いながら次の３点に関して意識付けを行
う。①ホームステイ家族とのコミュニケー
ションの取り方について②アメリカ文化に
ついて③簡単な自己紹介文の書き方指導お
よび場面を設定した会話の練習。教材は
『もっと話せる英会話』『オールランド英
会話』（旺文社）、国際事情に関する新聞
記事などを使用。事務側は「渡航前安全セ
ミナー」を実施する。海外で安全に生活す
るための知識・対策を指導した上で、海外
旅行保険の必要性と勧誘方法の説明、危機
管理サービスへの登録・活用方法の説明が
主な内容である。

教員による事前指導は2回行っており、その内
容は「フィリピンの歴史・文化について」や
「現地生活で役立つ英会話講座」である。
　その他にも、「渡航前安全セミナー」や
「現地での教育実習指導（準備）」を行って
いる。

教員による事前事業は3階～4回行なってい
る。台湾の歴史、現状（政治。経済・社会
など）、中国や日本との関係についてが中
心となっている。また、留学先の中国文化
大学についての情報や寮生活については、
経験者の学生から話を聞く時間を設けてい
る。
事務側が行う事前指導は、「渡航前安全セ
ミナー」であり、海外で安全に生活するた
めの知識・対策を指導した上で、海外旅行
保険の必要性と加入方法の説明、危機管理
サービスへの登録・活用方法の説明を行っ
ている。

成績評価

成績評価は、研修先からの成績が主になる。文法、
Reading&Writing、Speaking&Listening の３教科が
A+からFまでの成績で評価される。合格はDまで。
（それぞれ、授業内テスト、提出課題、授業態度、
最終試験の項目で評価している。）これを基本に事
前授業評価、研修先でのコース難易度も加味する。
要件を満たした全参加学生に「2単位」付与。

成績評価は、研修先からの成績が主になる。合格は4
つのレベル(Pass, Credit, Distinction, High
Distinction)及びクラスでの参加度、やる気度、態
度、時間厳守、課題の評価点(5段階）があるが、こ
れを基本に事前授業評価も加味する。要件を満たし
た全参加学生に「2単位」付与。

成績評価は、研修先からの成績が主にな
る。研修先による合格成績評価A,B,Cを基本
に、コース難易度及び事前準備評価も加味
する。要件を満たした全参加学生に「2単
位]付与。

成績評価体制は、修学支援室と連携して担当
教員が成績評価をしている。単位認定方法
は、事前指導での状況、現地での取組み状
況、報告書の内容等を総合的に判断し、担当
教員が単位認定案を作成し、学部教務委員会
で「海外語学研修（2単位）」認定の可否を決
定している。

成績評価は、留学先からの成績を基に修学
支援室と担当教員が連携して評価してい
る。事前授業、現地からの報告書など総合
的に判断して、担当教員が単位認定案を作
成し、学部教務委員会で検討し、決定して
いる。

大学説明

カナダで3番目に大きな都市、カルガリー市中心部
に位置する、常に大学ランキングのTOP10に入る名
門です。
世界各国の留学生が英語研修プログラムで学び、レ
ベル別による質の高い授業と、経験豊かでフレンド
リーなスタッフが情報提供しサポートしてくれま
す。

1909年に設立されたクイーンズランド州最古の大学
です。オーストラリアを代表する大学連合"Group of
Eight"の１校です。
色々な国から来ている学生と一緒に英語を学びま
す。国内で指導スキルを高く評価された先生方が
揃っており、学生の英語コミュニケーション能力向
上を支援します。
サークル数も多く、アクティビティが充実していま
す。

オレゴン州では唯一主要都市部に位置し、
州内最大数の学生が在籍する州立大学で
す。留学生受入れも非常に多い多国籍学生
に満ちています。
研修内容にアクティビティが含まれている
のが大きな特徴で、American Pop-
Culture,Hospitality,Volunteerismの中か
ら自ら選択して学びます。

NWUはフィリピンの京都とも言われる治安の良
いラワグ市(首都マニラから飛行機で1時間)に
あり、広大なキャンパスに幼稚園から大学院
までを擁する総合大学です。
初めて海外語学研修に参加する学生向けの
「少人数の英語能力強化コース」と教職を目
指す学生向けの「英語での教育実習体験コー
ス」があります。どちらも大学院生のチュー
ターと英文科の学生がフレンドリーに支援し
てくれますので、自然に英語を話せるように
なる環境にあります。
年2回実施している本学1番人気のプログラム
です。

台北市郊外に位置する総合大学で、キャン
パス内に衣・住・食の全てが完備されてお
り、非常に環境が整っています。中国語を
学ぶ留学生が多いにも関わらず、少人数指
導が行われています。
大学寮では多国籍の学生と共に過ごし、日
常的に異文化交流ができます。
本学の交換留学協定校にもなっており、双
方の授業料免除にて半期～1年間の留学が可
能です。

特徴

★計120時間の英語クラス(発音・ディスカッショ
ン・ボキャブラリー等)が組まれています。

★学校内では「English Only」・母国語での会話が
禁止されています。

★話す＆聞くに重点を置きつつ、4技能をバランスよ
く学びます。

★クラスはレベル別で、授業の後もクラスメートと
一緒に課外活動が楽しめます。

★語学学習(午前）＋アクティビティ(午後)
という研修内容で、実際に街に出て英語や
異文化を学びます。

★英語教員他、現地大学生がチューターとし
て生活もサポートします。

★渡航前にはスカイプ英会話(10回)を受講で
きます。

★日本語学科の学生（台湾人）が学習や生
活をサポートしてくれるため、中国語初級
レベルの実力でも参加可能です。

敬愛大学　語学研修プログラム一覧【資料　６】　語学研修プログラム履修案内



授業科目名
単
位

履修方法 こども教育学科
読替
可否

読替条件または
可否理由

読替
単位

敬天愛人講座 2 1 １２単位必修 不可 本学独自の建学の精神等を学ぶ授業のため

口頭表現 2 1 必修科目 可 初年次教育（主に口頭表現に関する授業）

文章表現 2 1 必修科目 可 初年次教育（主に文章表現に関する授業）

哲学 2 1 2 可 哲学に関する授業

文学 2 1 2 可 文学に関する授業

国際関係入門 2 1 2 必修科目 可 国際社会（日本と海外との関係等）に関する授業

法学 2 1 2 可 法学に関する授業

憲法 2 1 可 憲法（日本国憲法）に関する授業

歴史学 2 1 2 可 歴史に関する授業

心理学 2 1 2 可 心理に関する授業

基礎数学 2 1 2 可 初年次教育（主に数学に関する授業）

基礎統計 2 1 2 可 統計に関する授業

健康運動科学 2 1 可 体育に関する授業

ボランティア活動 2 1 2 可 地域・教育問わずボランティアに関する授業

情報概論 2 1 2 可 情報に関する授業

情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 必修科目 可 情報機器の操作（主に情報基礎に関する授業）

情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 必修科目 可 情報機器の操作（主にプレゼンテーションに関する授業）

海外スクーリングⅠ 2 1 2 3 4 可 海外でのスクーリングに関する授業（東南アジア）

海外スクーリングⅡ 2 1 2 3 4 可 海外でのスクーリングに関する授業（東南アジア以外）

College English Ⅰ 2 1 必修科目 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（4技能基礎）

College English Ⅱ 2 1 必修科目 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（4技能基礎）

College English Ⅲ 2 2 不可 履修学年でないため

College English Ⅳ 2 2 不可 履修学年でないため

Writing Ⅰ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（書くこと基礎）

Writing Ⅱ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（書くこと応用）

Listening Ⅰ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（聞くこと基礎）

Listening Ⅱ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（聞くこと基礎）

Speaking Ⅰ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（話すこと基礎）

Speaking Ⅱ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（話すこと応用）

DebateⅠ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（聞く話す基礎）

DebateⅡ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（聞く話す応用）

Mother Goose 1 1 2 可 小学校英語に関する授業（主：Mother Goose）

　【資料　７】-1　　既修単位の読替表

　2年次編入　教育学部こども教育学科　読替表
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授業科目名
単
位

履修方法 こども教育学科
読替
可否

読替条件または
可否理由

読替
単位

　2年次編入　教育学部こども教育学科　読替表

区　分 開講年次

海外語学研修Ⅰ 2 1 2 3 4 可 海外での語学に関する研修（東南アジア）

海外語学研修Ⅱ 2 1 2 3 4 可 海外での語学に関する研修（東南アジア以外）

キャリアプランニング 2 1 可 キャリア教育に関する初歩的な授業

キャリアデザイン 2 2 不可 履修学年でないため

キャリアディベロップメント 2 2 不可 履修学年でないため

教育原論 2 1 必修科目 ６０単位必修 可 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想に関する授業

発達心理学 2 1 必修科目 可 幼児・児童及び生徒の心身の発達（発達心理）及び学習の課程に関する授業

教育行政 2 2 不可 履修学年でないため

教育課程論（小学校） 2 1 必修科目 可 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラムマネジメントを含む。）に関する授業

教職概論 2 1 必修科目 可 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）に関する授業

教育方法・技術論（小学校） 2 2 必修科目 可 教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

国語（書写を含む。） 2 2 可 国語（書写を含む。）に関する授業

社会　 2 2 可 社会に関する授業

算数 2 2 可 算数に関する授業

理科 2 1 可 理科に関する授業

生活 2 2 不可 履修学年でないため

音楽 2 1 可 音楽に関する授業

図画工作 2 1 可 図画工作に関する授業

家庭 2 1 可 家庭に関する授業

体育 2 1 可 体育に関する授業

小学校英語Ⅰ 2 1 必修科目 可 外国語（小学校英語）に関する基礎的な授業

小学校英語Ⅱ 2 2 不可 履修学年でないため

１年基礎演習Ⅰ 1 1 必修科目 可 主にグループワークを中心とした基礎演習

１年基礎演習Ⅱ 1 1 必修科目 可 主にディスカッションを中心とした基礎演習

２年応用演習Ⅰ 1 2 必修科目 不可 履修学年でないため

２年応用演習Ⅱ 1 2 必修科目 不可 履修学年でないため

こども学Ⅰ 2 2 必修科目 不可 本学独自の授業のため

こども学Ⅱ 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

教育心理学 2 2 必修科目 不可 履修学年でないため

教育法規 2 2 不可 履修学年でないため

生徒・進路指導論（小学校） 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

特別支援教育概論（小学校） 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため
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単
位
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可否

読替条件または
可否理由
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単位

　2年次編入　教育学部こども教育学科　読替表

区　分 開講年次

教育相談（小学校） 2 3 不可 履修学年でないため

初等国語科指導法 2 2 必修科目 不可 履修学年でないため

初等社会科指導法 2 2 必修科目 不可 履修学年でないため

算数科指導法 2 2 必修科目 不可 履修学年でないため

初等理科指導法 2 2 必修科目 不可 履修学年でないため

生活科指導法 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

初等音楽科指導法 2 2 必修科目 不可 履修学年でないため

図画工作科指導法 2 1 必修科目 可 国図画工作の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

初等家庭科指導法 2 1 必修科目 可 家庭の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

初等体育科指導法 2 1 必修科目 可 体育の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

小学校英語指導法Ⅰ 2 2 必修科目 不可 履修学年でないため

小学校英語指導法Ⅱ 2 3 不可 履修学年でないため

道徳教育指導法（小学校） 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

総合的な学習の時間の指導法（小学校） 2 2 必修科目 不可 履修学年でないため

特別活動指導法（小学校） 2 3 不可 履修学年でないため

文学教材研究 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

数と形の不思議 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

プログラミング教育 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

理科の観察実験 1 2 3 4 不可 履修学年でないため

科学教育論 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

音楽と表現 1 2 3 4 不可 履修学年でないため

造形と表現 1 2 3 4 不可 履修学年でないため

教育社会学 2 2 3 4 必修科目 不可 履修学年でないため

メディアリテラシー教育 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

学校の安全教育 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

学級担任と読書 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

社会教育概論 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

多文化教育論 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

世界のこども教育 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

教育哲学 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

こども教育演習Ⅰ 1 3 不可 履修学年でないため

こども教育演習Ⅱ 1 3 不可 履修学年でないため

こども教育演習Ⅲ 1 4 不可 履修学年でないため
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　2年次編入　教育学部こども教育学科　読替表

区　分 開講年次

教育実習指導 1 3 不可 履修学年でないため

教育実習 4 3 不可 履修学年でないため

教職実践演習（小学校）　　 2 4 不可 履修学年でないため

日本語学 2 2 3 不可 履修学年でないため

異文化コミュニケーション 2 2 3 不可 履修学年でないため

比較文化論 2 2 3 不可 履修学年でないため

日本文化論 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

児童文学論 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

英米児童文学 2 2 3 4 不可 履修学年でないため

３年次専門研究Ⅰ 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

３年次専門研究Ⅱ 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

４年次専門研究Ⅰ 2 4 必修科目 不可 履修学年でないため

４年次専門研究Ⅱ 2 4 必修科目 不可 履修学年でないため

卒業研究 2 4 不可 履修学年でないため

124 2年次編入単位数（上限38単位）卒業要件単位数
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敬天愛人講座 2 1 １２単位必修 不可 本学独自の建学の精神等を学ぶ授業のため（但し、同学校法人内であれば認める）

口頭表現 2 1 必修科目 可 初年次教育（主に口頭表現に関する授業）

文章表現 2 1 必修科目 可 初年次教育（主に文章表現に関する授業）

哲学 2 1 2 可 哲学に関する授業

文学 2 1 2 可 文学に関する授業

国際関係入門 2 1 2 必修科目 可 国際社会（日本と海外との関係等）に関する授業

法学 2 1 2 可 法学に関する授業

憲法 2 1 可 憲法（日本国憲法）に関する授業

歴史学 2 1 2 可 歴史に関する授業

心理学 2 1 2 可 心理に関する授業

基礎数学 2 1 2 可 初年次教育（主に数学に関する授業）

基礎統計 2 1 2 可 統計に関する授業

健康運動科学 2 1 可 体育に関する授業

ボランティア活動 2 1 2 可 地域・教育問わずボランティアに関する授業

情報概論 2 1 2 可 情報に関する授業

情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 必修科目 可 情報機器の操作（主に情報基礎に関する授業）

情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 必修科目 可 情報機器の操作（主にプレゼンテーションに関する授業）

海外スクーリングⅠ 2 1 2 3 4 可 海外でのスクーリングに関する授業（東南アジア）

海外スクーリングⅡ 2 1 2 3 4 可 海外でのスクーリングに関する授業（東南アジア以外）

College English Ⅰ 2 1 必修科目 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（4技能基礎）

College English Ⅱ 2 1 必修科目 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（4技能基礎）

College English Ⅲ 2 2 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅲ（4技能応用）

College English Ⅳ 2 2 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅳ（4技能応用）

Writing Ⅰ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（書くこと基礎）

Writing Ⅱ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（書くこと応用）

Listening Ⅰ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（聞くこと基礎）

Listening Ⅱ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（聞くこと基礎）

Speaking Ⅰ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（話すこと基礎）

Speaking Ⅱ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（話すこと応用）

DebateⅠ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅰ（聞く話す基礎）

DebateⅡ 1 1 2 3 4 可 外国語コミュニケーションに関する授業Ⅱ（聞く話す応用）

Mother Goose 1 1 2 可 小学校英語に関する授業（主：Mother Goose）

　【資料　７】-2　　既修単位の読替表
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　3年次編入　教育学部こども教育学科　読替表
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　3年次編入　教育学部こども教育学科　読替表

区　分 開講年次

海外語学研修Ⅰ 2 1 2 3 4 可 海外での語学に関する研修（東南アジア）

海外語学研修Ⅱ 2 1 2 3 4 可 海外での語学に関する研修（東南アジア以外）

キャリアプランニング 2 1 可 キャリア教育に関する初歩的な授業

キャリアデザイン 2 2 可 キャリア教育に関する基礎的な授業

キャリアディベロップメント 2 2 可 キャリア教育に関する応用的な授業

教育原論 2 1 必修科目 ６０単位必修 可 教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想に関する授業

発達心理学 2 1 必修科目 可 幼児・児童及び生徒の心身の発達（発達心理）及び学習の課程に関する授業

教育行政 2 2 可 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項に関する授業

教育課程論（小学校） 2 1 必修科目 可 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラムマネジメントを含む。）に関する授業

教職概論 2 1 必修科目 可 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）に関する授業

教育方法・技術論（小学校） 2 2 必修科目 可 教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

国語（書写を含む。） 2 2 可 国語（書写を含む。）に関する授業

社会　 2 2 可 社会に関する授業

算数 2 2 可 算数に関する授業

理科 2 1 可 理科に関する授業

生活 2 2 可 生活に関する授業

音楽 2 1 可 音楽に関する授業

図画工作 2 1 可 図画工作に関する授業

家庭 2 1 可 家庭に関する授業

体育 2 1 可 体育に関する授業

小学校英語Ⅰ 2 1 必修科目 可 外国語（小学校英語）に関する基礎的な授業

小学校英語Ⅱ 2 2 可 外国語（小学校英語）に関する応用的な授業

１年基礎演習Ⅰ 1 1 必修科目 可 課題解決を中心とした基礎演習（主にグループディスカッション）

１年基礎演習Ⅱ 1 1 必修科目 可 課題解決を中心とした基礎演習（主にグループワーク）

２年応用演習Ⅰ 1 2 必修科目 可 課題解決を中心とした応用演習（主にグループディスカッション）

２年応用演習Ⅱ 1 2 必修科目 可 課題解決を中心とした応用演習（主にグループワーク）

こども学Ⅰ 2 2 必修科目 不可 本学独自の授業のため

こども学Ⅱ 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

教育心理学 2 2 必修科目 可 幼児・児童及び生徒の心身の発達（教育心理）及び学習の課程に関する授業

教育法規 2 2 可 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項に関する授業

生徒・進路指導論（小学校） 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

特別支援教育概論（小学校） 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

教育相談（小学校） 2 3 不可 履修学年でないため
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　3年次編入　教育学部こども教育学科　読替表

区　分 開講年次

初等国語科指導法 2 2 必修科目 可 国語（書写を含む。）の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

初等社会科指導法 2 2 必修科目 可 社会の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

算数科指導法 2 2 必修科目 可 算数の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

初等理科指導法 2 2 必修科目 可 理科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

生活科指導法 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

初等音楽科指導法 2 2 必修科目 可 音楽の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

図画工作科指導法 2 1 必修科目 可 国図画工作の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

初等家庭科指導法 2 1 必修科目 可 家庭の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

初等体育科指導法 2 1 必修科目 可 体育の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

小学校英語指導法Ⅰ 2 2 必修科目 可 外国語（小学校英語）の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）に関する授業

小学校英語指導法Ⅱ 2 3 不可 履修学年でないため

道徳教育指導法（小学校） 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

総合的な学習の時間の指導法（小学校） 2 2 必修科目 可 総合的な学習の時間の指導法に関する授業

特別活動指導法（小学校） 2 3 不可 履修学年でないため

文学教材研究 2 2 3 4 可 国語の学習指導案検討に関する授業

数と形の不思議 2 2 3 4 可 算数の学習指導案検討に関する授業

プログラミング教育 2 2 3 4 可 小学校でのプログラミング教育（スクラッチ等）に関する授業

理科の観察実験 1 2 3 4 可 理科の実験に関する授業

科学教育論 2 2 3 4 可 理科の科学教育に関する授業

音楽と表現 1 2 3 4 可 音楽実技に関する授業

造形と表現 1 2 3 4 可 図画工作実技に関する授業

教育社会学 2 2 3 4 必修科目 可 教育に関する社会的、制度的又は経営的事項に関する授業

メディアリテラシー教育 2 2 3 4 可 メディアリテラシーに関する授業

学校の安全教育 2 2 3 4 可 学校の危機管理・安全に関する授業

学級担任と読書 2 2 3 4 可 学級担任を続けていく上での必要な読書活動に関する授業

社会教育概論 2 2 3 4 可 生涯学習社会（主に社会教育）における教育や学習に関する授業

多文化教育論 2 2 3 4 可 生涯学習社会（主に多文化教育）における教育や学習に関する授業

世界のこども教育 2 2 3 4 可 世界のこども教育（学校教育）に関する授業

教育哲学 2 2 3 4 可 教育哲学に関する授業

こども教育演習Ⅰ 1 3 不可 履修学年でないため

こども教育演習Ⅱ 1 3 不可 履修学年でないため

こども教育演習Ⅲ 1 4 不可 履修学年でないため

教育実習指導 1 3 不可 履修学年でないため

教育実習 4 3 不可 履修学年でないため
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　3年次編入　教育学部こども教育学科　読替表

区　分 開講年次

教職実践演習（小学校）　　 2 4 不可 履修学年でないため

日本語学 2 2 3 可 日本語に関する授業

異文化コミュニケーション 2 2 3 可 異文化の理解に関する授業

比較文化論 2 2 3 可 文化の比較に関する授業

日本文化論 2 2 3 4 可 日本文化に関する授業

児童文学論 2 2 3 4 可 児童文学に関する授業

英米児童文学 2 2 3 4 可 児童文学（英米）に関する授業

３年次専門研究Ⅰ 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

３年次専門研究Ⅱ 2 3 必修科目 不可 履修学年でないため

４年次専門研究Ⅰ 2 4 必修科目 不可 履修学年でないため

４年次専門研究Ⅱ 2 4 必修科目 不可 履修学年でないため

卒業研究 2 4 不可 履修学年でないため

124 3年次編入単位数（上限60単位）卒業要件単位数

専
門
教
育
科
目

専
門
展
開
科
目

専
門
研
究



2

千葉敬愛短期大学
取得科目

単位 敬愛大学科目 単位 必修科目
認定
単位

敬天愛人・キャリアサポートⅠ 1 敬天愛人講座 2 2
敬天愛人・キャリアサポートⅡ 1

口頭表現 2 2
文章表現法 2 文章表現 2 2 2

哲学 2
文学 2
国際関係入門 2 2
法学 2

日本国憲法 2 憲法 2 2
歴史学 2
心理学 2
基礎数学 2
基礎統計 2

基礎体育講義 1 健康運動科学 2 2
基礎体育実技 1

ボランティア活動 2
情報概論 2

情報処理 2 情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 1
情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 1
海外スクーリングⅠ 2
海外スクーリングⅡ 2

英語コミュニケーション 2 College　English Ⅰ 2 2 2
College　English Ⅱ 2 2
College　English Ⅲ 2
College　English Ⅳ 2
Writing　Ⅰ 1
Writing　Ⅱ 1
Listening　Ⅰ 1
Listening　Ⅱ 1
Speaking　Ⅰ 1
Speaking　Ⅱ 1
Debate　Ⅰ 1
Debate　Ⅱ 1
Mother Goose 1
海外語学研修Ⅰ 2
海外語学研修Ⅱ 2
キャリアプランニング 2
キャリアデザイン 2
キャリアディベロップメント 2

小計 63 12 12
教育原理 2 教育原論 2 2 2

発達心理学 2 2
教育制度 2 教育行政 2
教育・保育課程論 2 教育課程論（小学校） 2 2 2
教師像 2 教職概論 2 2 2
教育方法 2 教育方法・技術論（小学校） 2 2
国語（書写含む） 2 国語（書写を含） 2
社会 社会　 2
算数 2 算数 2
理科 理科 2 2
生活 2 生活 2
音楽 2 音楽 2 2
図画工作 2 図画工作 2 2
家庭 家庭 2 2
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英語

キャリア科目

12単位以上

出身 千葉敬愛短期大学 ３年次専門研究Ⅰ・Ⅱ

科目区分

教
養
科
目

教養科目

氏名 １年基礎演習Ⅰ・Ⅱ

編入推奨年次 2　年 ２年次専門研究Ⅰ・Ⅱ

　　【資料　８】-１　編入学者への履修指導表

２年次編入の単位認定読替

学籍番号

1



体育 2 体育 2 2
英語 2 小学校英語Ⅰ 2 2 2

小学校英語Ⅱ 2
保育実習指導Ⅰ（保育所） 1 1年基礎演習　Ⅰ 1 1 1
保育実習指導Ⅰ（施設） 1 1年基礎演習　Ⅱ 1 1 1

2年応用演習　Ⅰ 1 1
2年応用演習　Ⅱ 1 1
こども学Ⅰ 2 2
こども学Ⅱ 2 2

教育心理学 2 教育心理学 2 2
教育法規 2

生徒指導法 2 生徒・進路指導論（小学校） 2 2
進路指導法 2
特別支援教育 2 特別支援教育概論（小学校） 2 2
教育相談（カウンセリングを含む） 2 教育相談（小学校） 2
国語教育法 2 初等国語科指導法 2 2
社会教育法 2 初等社会科指導法 2 2
算数教育法 2 算数科指導法 2 2
理科教育法 2 初等理科指導法 2 2
生活教育法 2 生活科指導法 2 2
音楽教育法 2 初等音楽科指導法 2 2
図工教育法 2 図画工作科指導法 2 2
家庭教育法 2 初等家庭科指導法 2 2
体育教育法 2 初等体育科指導法 2 2
英語教育法 2 小学校英語指導法Ⅰ 2 2

小学校英語指導法Ⅱ 2
道徳教育の理論と方法 2 道徳教育指導法（小学校） 2 2
総合的な学習の時間の指導法 2 総合的な学習の時間の指導法（小学校） 2 2
特別活動の理論と方法 2 特別活動指導法（小学校） 2

文学教材研究 2
数と形の不思議 2
プログラミング教育 2
理科の観察実験　 1
科学教育論 2

音楽（器楽Ⅰ） 2 音楽と表現 1
造形と表現 1
教育社会学 2 2

情報メディアの活用 2 メディアリテラシー教育 2
学校の安全教育 2

読書と豊かな心 2 学級担任と読書　 2
社会教育概論 2
多文化教育論　 2
世界のこども教育 2
教育哲学 2
こども教育演習Ⅰ 1
こども教育演習Ⅱ 1
こども教育演習Ⅲ 1
教育実習指導 1
教育実習 4
教職実践演習（小学校）　　 2
日本語学 2
異文化コミュニケーション 2
比較文化論 2
日本文化論 2

児童文化Ⅰ 2 児童文学論 2
英米児童文学 2
３年次専門研究Ⅰ 2 2
３年次専門研究Ⅱ 2 2
４年次専門研究Ⅰ 2 2
４年次専門研究Ⅱ 2 2
卒業研究 2

小計 139 60 20
単位数 82 単位数 202 72 32

専
門
教
育
科
目

専門基礎科目

専
門
教
育
科
目

専門基幹科目

専門展開科目

専門研究

60単位以上

2



2

0

千葉敬愛短期大学
取得科目

単位 敬愛大学科目 単位 必修科目
認定
単位

敬天愛人・キャリアサポートⅠ 1 敬天愛人講座 2 2
敬天愛人・キャリアサポートⅡ 1

口頭表現 2 2
文章表現法 2 文章表現 2 2 2

哲学 2
文学 2
国際関係入門 2 2
法学 2

日本国憲法 2 憲法 2 2
歴史学 2
心理学 2
基礎数学 2
基礎統計 2

基礎体育講義 1 健康運動科学 2 2
基礎体育実技 1

ボランティア活動 2
情報概論 2

情報処理 2 情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 1
情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 1
海外スクーリングⅠ 2
海外スクーリングⅡ 2

英語コミュニケーション 2 College　English Ⅰ 2 2 2
College　English Ⅱ 2 2
College　English Ⅲ 2
College　English Ⅳ 2
Writing　Ⅰ 1
Writing　Ⅱ 1
Listening　Ⅰ 1
Listening　Ⅱ 1
Speaking　Ⅰ 1
Speaking　Ⅱ 1
Debate　Ⅰ 1
Debate　Ⅱ 1
Mother Goose 1
海外語学研修Ⅰ 2
海外語学研修Ⅱ 2
キャリアプランニング 2
キャリアデザイン 2
キャリアディベロップメント 2

小計 63 12 12
教育原理 2 教育原論 2 2 2

発達心理学 2 2
教育制度 2 教育行政 2 2
教育・保育課程論 2 教育課程論（小学校） 2 2 2
教師像 2 教職概論 2 2 2
教育方法 2 教育方法・技術論（小学校） 2 2 2
国語（書写含む） 2 国語（書写を含） 2 2
社会 2 社会　 2
算数 2 算数 2 2
理科 2 理科 2
生活 2 生活 2 2
音楽 2 音楽 2 2
図画工作 2 図画工作 2 2
家庭 2 家庭 2
体育 2 体育 2 2
英語 2 小学校英語Ⅰ 2 2 2

小学校英語Ⅱ 2
保育実習指導Ⅰ（保育所） 1 1年基礎演習　Ⅰ 1 1 1
保育実習指導Ⅰ（施設） 1 1年基礎演習　Ⅱ 1 1 1

2年応用演習　Ⅰ 1 1

専門基礎科目

専
門
教
育
科
目

教
養
科
目

外
国
語
科
目

英語

キャリア科目

12単位以上

教養科目

　　【資料　８】-２　　編入学者への履修指導表

３年次編入の単位認定読替

学籍番号

氏名 １年基礎演習Ⅰ・Ⅱ

編入推奨年次 3　年 ２年次専門研究Ⅰ・Ⅱ

出身 千葉敬愛短期大学 ３年次専門研究Ⅰ・Ⅱ

科目区分

3



2年応用演習　Ⅱ 1 1
こども学Ⅰ 2 2
こども学Ⅱ 2 2

教育心理学 2 教育心理学 2 2 2
教育法規 2

生徒指導法 2 生徒・進路指導論（小学校） 2 2
進路指導法 2
特別支援教育 2 特別支援教育概論（小学校） 2 2
教育相談（カウンセリングを含む） 2 教育相談（小学校） 2
国語教育法 2 初等国語科指導法 2 2
社会教育法 2 初等社会科指導法 2 2
算数教育法 2 算数科指導法 2 2
理科教育法 2 初等理科指導法 2 2
生活教育法 2 生活科指導法 2 2
音楽教育法 2 初等音楽科指導法 2 2
図工教育法 2 図画工作科指導法 2 2
家庭教育法 2 初等家庭科指導法 2 2
体育教育法 2 初等体育科指導法 2 2
英語教育法 2 小学校英語指導法Ⅰ 2 2

小学校英語指導法Ⅱ 2
道徳教育の理論と方法 2 道徳教育指導法（小学校） 2 2
総合的な学習の時間の指導法 2 総合的な学習の時間の指導法（小学校） 2 2
特別活動の理論と方法 2 特別活動指導法（小学校） 2

文学教材研究 2
数と形の不思議 2
プログラミング教育 2
理科の観察実験　 1
科学教育論 2

音楽（器楽Ⅰ） 2 音楽と表現 1 1
造形と表現 1
教育社会学 2 2

情報メディアの活用 2 メディアリテラシー教育 2 2
学校の安全教育 2

読書と豊かな心 2 学級担任と読書　 2 2
社会教育概論 2
多文化教育論　 2
世界のこども教育 2
教育哲学 2
こども教育演習Ⅰ 1
こども教育演習Ⅱ 1
こども教育演習Ⅲ 1
教育実習指導 1
教育実習 4
教職実践演習（小学校）　　 2
日本語学 2
異文化コミュニケーション 2
比較文化論 2
日本文化論 2

児童文化Ⅰ 2 児童文学論 2 2
英米児童文学 2
３年次専門研究Ⅰ 2 2
３年次専門研究Ⅱ 2 2
４年次専門研究Ⅰ 2 2
４年次専門研究Ⅱ 2 2
卒業研究 2

小計 139 60 35
単位数 88 単位数 202 72 47

専門基礎科目

専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

専門研究

60単位以上

専門基幹科目

専門展開科目
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（１）学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 ① 学生確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

教育学部こども教育学科の入学定員設定の考え方は、教育学部こども教育学科の基

礎となる既設の国際学部のこども教育学科の志願状況や就職状況を踏まえるととも

に、千葉県に所在する高等学校及び本学への進学実績のある高等学校の２年生を対象

とした進学需要等に関するアンケート調査の結果及び本学への求人実績や卒業生の

採用実績がある教育機関等を対象とした人材需要等に関するアンケート調査の結果

などを総合的に勘案したうえで、入学定員の 72 人は、十分な定員充足を見込むこと

ができるものと考えている。編入学定員は国際学部こども教育学科における編入志願

状況を踏まえ、2年次編入学定員 1人、3年次編入学定員 1人に留めた。  

なお、教育学部こども教育学科の入学定員及び編入学定員については、既設の国際

学部のこども教育学科から移行することにより、大学全体の収容定員の変更を伴わな

い計画としており、既設の国際学部のこども教育学科は、令和 3年 4月より学生募集

を停止し、在学生の卒業を待って廃止することとしている。 

（資料１）⇒ 設置認可等に関わる組織の移行表 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

  １ 基礎となる学部・学科における最近 5年間の志願者数等の状況 

教育学部こども教育学科の基礎となる既設の国際学部のこども教育学科の最近 5

年間の志願者数は、入学定員 70 人に対して、平成 28 年度 149 人、平成 29 年度 160

人、平成 30年度 164 人。令和元年度以降は入学定員が 72 人となり、令和元年度 211

人、令和 2 年度 236 人と安定した志願者数の確保を維持している。最近 5 年間の入

学定員に対する志願者の平均倍率は 2.58 倍、実質的な競争倍率である合格者数に対

する受験者数の平均倍率は 1.32 倍となっている。 

（資料２）⇒ 基礎となる学部・学科の５年間の志願者数等の状況 

また、教育学部こども教育学科の基礎となる既設の国際学部こども教育学科の最

近 5年間の編入学定員に対する志願者数は、2年次・3年次編入ともに志願者は 0人

である。しかし、小学校教諭二種免許取得者から一種免許取得への需要の高まりや、

幼稚園教諭・保育資格を有する既卒者及び資格取得見込みの学生からの小学校教諭

一種免許状取得に対する需要の高まりから、今後は編入希望者の増加が見込まれる。

系列校の千葉敬愛短期大学及び近隣の小学校教諭二種免許状の課程を有する短期大

学、幼稚園教諭免許課程や保育士資格課程の認定を有する短期大学への定期的な訪

問により、編入学希望者の確保を目指す。 
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２ 高校生に対する進学需要調査結果 

教育学部こども教育学科の設置計画は、基礎となる既設の国際学部のこども教育学

科の最近 5 年間の志願者数等の状況を踏まえたうえで計画していることから、十分

な学生確保が見込めるものと考えられるが、教育学部こども教育学科の設置計画を策

定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から確認することを目的として、

千葉県を中心に所在する高等学校及び敬愛大学への進学実績のある高等学校の 2 年

生に対する進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、教育学部こども教育学科への興味・関心に関する質問に対しては、回答

者数 8,089 人の約 18.41％にあたる 1,489 人が「興味・関心がある」と回答している

ことから、高校生のこども教育学科に対する興味・関心の高さをうかがうことができ

る。 

（資料３）⇒ 高校生に対する進学需要調査結果（抜粋） 

一方、教育学部こども教育学科の「受験を希望する」と回答した者は、回答者数

8,089 人の約 7.57％にあたる 612 人となっており、教育学部こども教育学科に合格

した場合、「進学を希望する」と回答した者は、回答者数 8,089 人の約 6.76％にあた

る 547 人となっている。 

(資料３）⇒ 高校生に対する進学需要調査結果（抜粋） 

また、教育学部こども教育学科の「受験を希望する」と回答した者のうち、教育学

部こども教育学科に合格した場合「進学を希望する」と回答した者は 241 人、「併願

大学の結果によって入学する」と回答した者は 270 人となっている。 

(資料３）⇒ 教育学部の進学需要等に関するアンケート調査結果報告書（抜粋） 

このような千葉県に所在する高等学校及び敬愛大学への進学実績のある一部の高

等学校に限定した調査結果においても、教育学部こども教育学科への受験希望と入学

希望の高さがうかがえることから、十分な学生確保の見通しがあると考えられる。 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については、大学及び学部運営に係る財務的な視点と学生納付金の学

生への還元など受益者に対する説明責任の観点を踏まえるとともに、設置圏周辺地

域における類似学科を設置している私立大学（聖徳大学、植草学園大学、淑徳大学、

川村学園女子大学）の学生納付金の設定状況を勘案したうえで、完成年度における教

育研究経費比率や経営経費依存率を見極めつつ、大学及び学部の運営上における人

件費及び教育研究や管理運営に係る経常経費等の財務予測による実質的な採算分岐

点に基づく金額として設定している。 

（資料４）⇒ 設置圏周辺地域における類似学部等の学生納付金一覧 
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② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

学生確保に向けた具体的な取組状況は、大学案内や入試ガイド、リーフレット等の

印刷物の配布をはじめ、ホームページや高校生向けの進学情報サイト、ＹｏｕＴｕｂ

ｅ、ＳＮＳ等の電子媒体による情報の提供、新聞、雑誌、車内広告等の各種メディア

を活用したＰＲ活動を行うとともに、資料等請求者に対するダイレクトメールによ

る各種情報の継続的な提供を行うこととしている。 

また、高等学校訪問、オープンキャンパス、高校教員向け説明会をはじめ各地域に

おける進学相談会などの開催を通じて、学部・学科の理念、養成する人材像、学位授

与方針・教育課程編成の方針・入学者の受入方針、学生生活を通した活動や想定され

る進路など様々な教育情報について、設置圏域を中心とする高校生や保護者に対し

て広く周知を図ることとしている。 

  １ 高等学校訪問 

高校訪問は、学生募集活動における募集戦略の中心である。具体的には、入試業務

全般を所管し、募集広報に係る高校訪問を専門とするアドミッションセンターの職

員が中心となって、千葉県や隣接県の高等学校を中心とした重点募集対象地域の選

定から最重点訪問校や重点訪問校のセグメントによる高等学校募集訪問計画の策定。

指定校推薦枠の設定により、千葉県内の高等学校及び隣接県内の高等学校からの確

実な入学者の確保を目指すこととする。 

（資料５）⇒ 高等学校訪問の具体的計画、（資料５）⇒ 高校訪問リスト 

高等学校訪問は、募集対象者が多数在籍している高等学校の教員に対して、本学の

様々な教育情報を直接的に周知することができるとともに、継続的な訪問活動を行

うことで、高等学校の教員との信頼関係を築くことができるものである。高等学校の

教員との信頼関係が構築できた場合には、高校内での生徒に対する進学説明会の実

施をはじめ、当該専門分野に進学を希望している生徒の紹介の機会を得られるなど

の効果が期待される。 

２ オープンキャンパス 

本学への入学を希望・考慮している高校生やその保護者を対象として、施設内を積

極的に公開し、本学への関心を深めるための入学促進イベントとして、オープンキャ

ンパスを実施している。また、在学生や教職員による施設見学会、模擬授業、大学で

学べる学問内容、取得可能資格、入学者選抜制度、大学生活についての個別相談や質

問を受け付けるなど、受験生や保護者との対面による丁寧な説明を行うことにより、

本学への関心を深めることで、よりミスマッチの少ない学生を入学させることの効

果が期待される。 
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（資料６）⇒ オ－プンキャンパスの具体的計画、（資料６）⇒ オープンキャン

パス来場者実績 

３ 高校教員向け説明会 

千葉県や隣接県に所在している高等学校の教員を対象とする説明会を開催する予

定としており、副学長による大学紹介、学部別の個別説明、開学初年度の入試概要、

奨学金制度、大学施設の見学など、高等学校の教員と本学の教職員との対面による丁

寧な説明を行うこととしており、本学の教育・研究活動等に関する理解を深めるため

の情報提供の機会を設けることにより、高等学校の教員が本学への進学を希望する

生徒に対する進路指導の際に役立てる効果が期待される。 

（資料７）⇒ 高校教員向け説明会の具体的計画 

４ 進学相談会 

全国の主要な都市で開催される民間業者が主催する進学相談会への参加を予定し

ており、大学・学部資料の配付や学部紹介ＤＶＤの放映から、学位授与・教育課程編

成・入学者受入の方針、選抜方法の種類や試験科目、書類審査、学力試験、面接試験、

小論文試験などの実施方法、授業科目や講義等の内容、取得可能な資格、想定される

卒業後の進路、大学周辺の施設や環境、下宿やアパート物件などに関する情報を広く

提供することにより、千葉県及び隣接県の高等学校以外からの学生を確保すること

の効果が期待される。 

（資料８）⇒ 進学相談会の具体的計画 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

  ア 教育学部 

教育学部では、人間の成長と発達に関する専門分野に基礎を置き、様々な社会や環境に

おいて主体的に生きる人間、そしてその人間が果たす役割、行動や思考、人間と人間の関

わりあいやコミュニケーションを重点に、教育を通して人間を理解し、人間の成長、発達、

形成に寄り添って学び、教育のあるべき姿を探っていくことを目的とする。また、人間が

よりよく生きていくために不可欠な教育の本質や理想を追求し、教育に関する幅広い知

識とともに、各自の関心に応じた専門性を身に付け、学校教育や地域教育の推進に向けて、

それらを総合的に実践できる人材の育成を目指す。  

  イ こども教育学科 

こども教育学科では、幅広い教養と教育に関する深い専門的知見を兼ね備えたうえで、

よりよい社会の形成に寄与しようとする意欲をもつ人材の育成を目指す。また、人間の成

長と発達に関する学問分野に基礎を置き、様々な社会や環境において主体的に生きる人
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間と、その人間が果たす役割、行動や思考、人間と人間の関わり合いやコミュニケーショ

ンを研究する。 

１）子供を総合的に理解し、教育の専門性を身に付ける 

子供の成長や発達等について専門的な知識を学び、子供の教育について理解を深め、

実践する力を身につける。さらに教職を目指す学生として日々研鑽と修養に努め、学び

続ける生き方を身につける。 

２）国際社会を理解し、多様な価値観を認める。 

子供を取り巻く環境および国際社会への理解を深め、多様な文化や価値観が存在す

ることを認めながら、SDGｓの実践者として他者とも共生する力を身につける。 

３）豊かなコミュニケーション能力を身に付ける。 

グローバル化した情報化社会に対応するコミュニケーション能力を培い、ICT 活用に

習熟し、子供に英語の指導をする力を身につける。また、日本語の支援を必要とする子

供に対しては、専門的な知識に基づいて指導する力を身に付ける。 

４）実践的活動を通して地域に貢献する力を身に付ける。 

「ちば ! 教職たまごプロジェクト」(千葉県教育委員会・千葉市教育委員会主催)

や「千葉市教育ボランティア」(千葉市教育委員会主催)等に参加し、実践的活動の中

で、問題解決をしながら人々と交流し、学んできた知識や技能を生かして積極的に地

域に貢献する力を身に付ける。 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な

根拠 

 ア 最近 4年間の求人件数等の状況 

最近 4 年間の求人件数の平均は、11,547 件に対して、教育学部こども教育学科の

基礎となる既設の国際学部こども教育学科の就職希望者 63人で求人倍率は 183.7倍

と高い求人倍率を示しているとともに、教育学部こども教育学科の基礎となる既設

の国際学部のこども教育学科における最近 4 年間の就職希望者数に対する就職者数

の平均は、就職希望者 63 人に対して就職者数 62 人で就職率は 98.4％と高い就職率

を示している。 

（資料９）⇒ 基礎となる学部・学科の最近４年間の求人件数等の状況 

上記の通り、教育学部こども教育学科の基礎となる既設の国際学部のこども教育学

科では、多数の求人件数を得ているとともに、高い就職率を維持しており、このこと

は、教育学部こども教育学科の基礎となる既設の国際学部のこども教育学科における

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需要の動向等社会の要請

を踏まえたものであることを示しているものである。 
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今般、設置を計画している教育学部こども教育学科は、社会環境の変化や地域社会

の要請を踏まえつつ、教育学部こども教育学科の基礎となる既設の国際学部のこども

教育学科の卒業生の進路や卒業生を受け入れる側の需要を勘案したうえで、教育内容

を充実して設置することから、これまで以上の求人件数を見込むことができるものと

考えられる。 

  ウ 教育機関等に対する人材需要調査結果 

教育学部こども教育学科の設置を計画するにあたり、人材の養成に関する目的そ

の他の教育研究上の目的が、人材需要等社会の要請を踏まえたものであることにつ

いて、客観的なデータから検証することを目的として、教育学部こども教育学科の基

礎となる既設の国際学部のこども教育学科への求人実績のある教育関連機関・福祉

関連機関・民間企業等を対象とした人材需要等に関するアンケート調査を実施した。 

その結果、教育学部こども教育学科で養成する人材については、回答件数 244 件の

約 92.21％にあたる 225 件が「必要性を感じる」と回答しており、教育学部こども教

育学科で学んだ卒業生の採用については、回答件数 244 件の約 84.02％にあたる 205

件が「採用したいと思う」と回答しており、教育学部こども教育学科で学んだ卒業生

の採用に積極的な意向を示している。 

（資料１０）⇒ 教育機関に対する人材需要調査結果（抜粋） 

また、教育学部こども教育学科で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回答した

教育機関等のうち、採用人数「1人」と回答したのは 18 件、「2人」と回答したのは

19 件、「3人以上」と回答したのは 23 件、「人数は未定」と回答したのは 145 件とな

っており、採用人数「3 人以上」と回答した採用人数を 3 人、「人数は未定」と回答

した採用人数を 1 人として採用人数をカウントした場合、全体で 270 人の採用が見

込まれる結果となっている。 

（資料１０）⇒ 教育機関に対する人材需要調査結果（抜粋） 

このような既設の国際学部のこども教育学科への求人実績のある一部の教育機関

等に限定した調査結果においても、教育学部こども教育学科で学んだ卒業生への採

用意向の高さがうかがえることから、卒業後の進路については十分な見通しがある

と考えられる。 
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入学
定員

収容
定員

入学
定員

収容
定員

変更の事由

　敬愛大学 　敬愛大学

　経済学部 　経済学部

（2年次） （3年次） （2年次） （3年次）

　国際学部 　国際学部

（2年次） （3年次） （2年次） （3年次）

　教育学部 学部の設置

（2年次） （3年次） (届出)

　千葉敬愛短期大学 　千葉敬愛短期大学

200 400 150 350 定員変更(△50)

200 400 150 350

　【資料　1】　設置認可等に関わる組織の移行表

1 293

1 293こども教育学科 72 1

計 98

現代子ども学科 - 現代子ども学科 -

計 計- -

1 397

計 72 1

計 170 2 2 690 1

こども教育学科 0 0 0 0
令和３年４月
学生募集停止

98 1 1 397

こども教育学科 72 1 1 293

2 2 910

国際学科 98 1 1 397 国際学科

1 445

計 225 2 2 910 計 225

465

経営学科 110 1 1 445 経営学科 110 1

1 465 経済学科 115 1 1経済学科 115

学校法人千葉敬愛学園　設置認可等に関わる組織の移行表

令和２年度 編入学
定員

令和３年度 編入学
定員

1

1



平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

2016 2017 2018 2019 2020

定　　　員 70 70 70 72 72

志願者数 149 160 164 211 236

志願倍率 2.12 2.28 2.34 2.93 3.27 2.58

合格者数 134 143 133 151 132

合格倍率 1.11 1.11 1.23 1.39 1.78 1.32

平均

国際学部　こども教育学科

　【資料 ２】　基礎となる学部・学科の最近５年間の志願者数等の状況

1
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【資料３】 高校生に対する進学需要調査結果(抜粋) 

教育学部の進学需要等に関するアンケート調査結果報告書（抜粋） 

 

３．教育学部こども教育学科への興味・関心 

千葉県に所在する高等学校の２年生に、教育学部こども教育学科への興味・関心について質

問したところ、回答者数 8,089 人の約 18.41％にあたる 1,489 人が「興味・関心がある」と回答して

いることから、敬愛大学の教育学部こども教育学科への興味・関心の高さをうかがうことができる。 

 

問３ 教育学部こども教育学科への興味・関心 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

1 興味・関心がある 1,489  18.41 

2 興味・関心がない 6,494 80.28 

 未回答・不明 106 1.31 

 合計 8,089 100.00  

 

 

４．教育学部こども教育学科の受験希望 

千葉県に所在する高等学校の２年生に、教育学部こども教育学科の受験希望について質問し

たところ、回答者数 8,089 人の約 7.57％にあたる 612 人が「受験を希望する」と回答しており、敬

愛大学の教育学部こども教育学科への受験に積極的な意向を示している。 

 

問４ 教育学部こども教育学科の受験希望 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

1 受験を希望する 612 7.57 

2 受験を希望しない 7,353 90.90 

 未回答・不明 124 1.53 

 合計 8,089 100.00  

 

 

５．教育学部こども教育学科への進学希望 

千葉県に所在する高等学校の２年生に、教育学部こども教育学科に合格した場合の進学希望

について質問したところ、回答者数 8,089 人の約 6.76％にあたる 547 人が「進学を希望する」と回

答しており、回答者数 8,089 人の約 26.59％にあたる 2,151 人が「併願大学の結果によって入学す

る」と回答している。 

なお、教育学部こども教育学科の「受験を希望する」と回答した者のうち、教育学部こども教育

学科に合格した場合「進学を希望する」と回答した者は 241 人、「併願大学の結果によって入学す

る」と回答した者は 270 人となっている。 

このような千葉県に所在する高等学校の２年生に限定した調査結果においても、敬愛大学の

教育学部こども教育学科への受験希望と進学希望の高さがうかがえることから、学生確保におい

ては十分な見通しがあると考えられる。 
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問５ 教育学部こども教育学科への進学希望 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

1 進学を希望する 547 6.76 

2 併願大学の結果によって入学する 2,151 26.59 

3 進学を希望しない 5,238 64.75 

 未回答・不明 153 1.89 

 合計 8,089  100.00  

 

問４×問５ 受験を希望×進学を希望 

No. カテゴリ 件数／人 

1*1 受験を希望する／進学を希望する 241 

1*2 受験を希望する／併願大学の結果によって入学する 270 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業料 施設設備費
教育充実費

または維持費
実験、実習、体

育費

敬愛大学
国際学部
こども教育

250,000 760,000 240,000 60,000 1,310,000

聖徳大学 児童学部 250,000 1,789,660

植草学園
大学

発達教育
学部

270,000 780,000 220,000 100,000 1,370,000

淑徳大学
総合福祉学部

教育福祉
200,000 800,000 400,000 1,400,000

川村学園
女子大学

教育学部 300,000 696,000 320,000 25,000 1,341,000

【資料 ４】　設置圏周辺地域における類似学部等の学生納付金一覧

※参考2019年度学費

※日本私立大学団体連合会「学納金等調査」による

(入学手続時　972,160　秋　817,500)

学費
初年度合計大学名 学部名 入学金

1
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【資料 ５】-1 高等学校訪問の具体的計画 

 

 

 

① 目 標 設 定 ： 定員充足（72 名） 

 

② 担 当 者 ： 募集広報に係る高校訪問を専門とするアドミッションセンター職員の 

複数名が中心になって活動をする。 

 

③ 活 動 エ リ ア ： 千葉県を中心に活動するが、近隣都県や教育分野に関心のある地 

域あるいは高等学校を選定し活動をしていく。そのため、重点高等 

学校、重点地域の選定を最優先に実行する。 

 

④ 活 動 計 画 ： 4 月中旬より活動を開始し、年 2回以上の訪問を継続的に実施す 

る。なお、前述の重点高等学校は意図的に訪問回数を増やし、学 

校間の結びつきを深める。アドミッションセンター職員は原則的に 3 

名で対応し、そのエリア、※担当校は別途策定する。 

 

⑤ 訪問数目標設定 ： 重点高等学校を含め延べ 400 校程度を目標とする。 

 

⑥ その他活動計画 ： 予備校、学習塾等にも訪問をし、「教育学部」についての募集広報 

活動を実施する。 

 

 

※入試顧問 2名には千葉県内公立学校を軸に一人40～45校程度を担当してもらう。アドミッ

ションセンター職員 1 名は私立高校を中心に千葉県内を担当し、さらに近隣都県や重点地区

を担当する。予備校、学習塾も対応。 

 



高　校　名 担当者 〒 住　　所 電話番号

東葉高等学校 274-0822 船橋市飯山満町二丁目665-1 047-463-2111

茂原北陵高等学校 299-4122 茂原市吉井上128 0475-34-3211

千葉黎明高等学校 289-1115 八街市八街ほ-625 043-443-3221

千葉明徳高等学校 260-8685 千葉市中央区南生実町1412 043-265-1612

東京学館高等学校 285-0902 印旛郡酒々井町伊篠21 043-496-3881

翔凜高等学校 299-1172 君津市三直1348-1 0439-55-1200

千葉県立千葉女子高等学校 263-0043 千葉市稲毛区小仲台5-10-1 043-254-1188

千葉県立千葉東高等学校 263-0021 千葉市稲毛区轟町1丁目18-52 043-251-9221

千葉県立千葉商業高等学校 260-0044 千葉市中央区松波2-22-48 043-251-6335

千葉県立京葉工業高等学校 263-0024 千葉市稲毛区穴川四丁目11-32 043-251-4197

千葉県立千葉工業高等学校 260-0815 千葉市中央区今井町1478 043-264-6251

千葉県立千葉南高等学校 260-0803 千葉市中央区花輪町45-3 043-264-1362

千葉県立検見川高等学校 261-0011 千葉市美浜区真砂4丁目17-1 043-278-1218

千葉県立千葉北高等学校 263-0005 千葉市稲毛区長沼町153 043-257-2753

千葉県立若松高等学校 264-0021 千葉市若葉区若松町429 043-232-5171

千葉市立千葉高等学校 263-0043 千葉市稲毛区小仲台9-46-1 043-251-6425

千葉県立磯辺高等学校 261-0012 千葉市美浜区磯辺2-7-1 043-277-2211

千葉県立生浜高等学校 260-0823 千葉市中央区塩田町372 043-266-4591

千葉県立千城台高等学校 264-0004 千葉市若葉区千城台西二丁目1-1 043-236-0161

千葉県立泉高等学校 265-0061 千葉市若葉区高根町875-1 043-228-2551

千葉市立稲毛高等学校 261-0003 千葉市美浜区高浜3-1-1 043-277-4400

千葉県立柏井高等学校 262-0041 千葉市花見川区柏井町1452 047-484-5526

千葉県立千葉大宮高等学校 264-8505 千葉市若葉区大宮町2699-1 043-264-1981

千葉県立土気高等学校 267-0067 千葉市緑区あすみが丘東2丁目24-1 043-294-0014

千葉県立千葉西高等学校 261-0012 千葉市美浜区磯辺三丁目30-3 043-277-0115

千葉県立犢橋高等学校 262-0012 千葉市花見川区千種町381-1 043-257-8511

千葉県立幕張総合高等学校 261-0014 千葉市美浜区若葉3-1-6 043-211-6311

千葉経済大学附属高等学校 263-8585 千葉市稲毛区轟町四丁目3-30 043-251-7221

植草学園大学附属高等学校 260-8601 千葉市中央区弁天二丁目8-9 043-252-3551

千葉聖心高等学校 260-0006 千葉市中央区道場北一丁目17-6 043-225-4151

桜林高等学校 264-0029 千葉市若葉区桜木北1-17-32 043-233-8081

明聖高等学校 260-0014 千葉市中央区本千葉町10-23 043-225-5622

千葉県立八千代高等学校 276-0025 八千代市勝田台南1-1-1 047-484-2551

千葉県立薬園台高等学校 274-0077 船橋市薬円台五丁目34-1 047-464-0011

千葉県立船橋啓明高等学校 273-0041 船橋市旭町333 047-438-8428

千葉県立市川工業高等学校 272-0031 市川市平田三丁目10-10 047-378-4186

千葉県立国府台高等学校 272-0827 市川市国府台二丁目4-1 047-373-2141

千葉県立国分高等学校 272-0831 市川市稲越町310 047-371-6100

千葉県立行徳高等学校 272-0127 市川市塩浜四丁目1-1 047-395-1040

千葉県立浦安高等学校 279-0003 浦安市海楽2-36-2 047-351-2135

2020年度高校訪問リスト（千葉県主）

【資料 ５】-2　高校訪問リスト

2



高　校　名 担当者 〒 住　　所 電話番号

2020年度高校訪問リスト（千葉県主）

千葉県立松戸高等学校 270-0025 松戸市中和倉590-1 047-341-1288

千葉県立小金高等学校 270-0032 松戸市新松戸北2-14-1 047-341-4155

千葉県立松戸国際高等学校 270-2218 松戸市五香西5丁目6-1 047-386-0563

千葉県立松戸南高等学校 270-2221 松戸市紙敷1199 047-391-2849

船橋市立船橋高等学校 273-0001 船橋市市場四丁目5-1 047-422-5516

習志野市立習志野高等学校 275-0001 習志野市東習志野一丁目2-1 047-472-2148

松戸市立松戸高等学校 270-2221 松戸市紙敷2-7-5 047-385-3201

千葉県立市川東高等学校 272-0811 市川市北方町四丁目2191 047-338-6810

千葉県立津田沼高等学校 275-0025 習志野市秋津五丁目9-1 047-451-1177

千葉県立船橋芝山高等学校 274-0816 船橋市芝山七丁目39-1 047-463-5331

千葉県立松戸六実高等学校 270-2203 松戸市六高台5丁目150-1 047-385-5791

千葉県立八千代東高等学校 276-0028 八千代市村上881-1 047-482-1751

千葉県立船橋二和高等学校 274-0806 船橋市二和西一丁目3-1 047-447-4377

千葉県立八千代西高等学校 276-0047 八千代市吉橋2405-1 047-450-2451

千葉県立船橋古和釜高等学校 274-0061 船橋市古和釜町586 047-466-1141

千葉県立松戸馬橋高等学校 271-0043 松戸市旭町一丁目7-1 047-345-3002

千葉県立船橋法典高等学校 273-0047 船橋市藤原四丁目1-1 047-438-0721

千葉県立市川南高等学校 272-0013 市川市高谷1509 047-328-6001

千葉県立実籾高等学校 275-0003 習志野市実籾本郷22-1 047-479-1144

千葉県立船橋豊富高等学校 274-0053 船橋市豊富町656-8 047-457-5200

千葉県立松戸向陽高等学校 270-2223 松戸市秋山682 047-391-4361

千葉県立浦安南高等学校 279-0023 浦安市高洲9-4-1 047-352-7621

千葉県立船橋北高等学校 274-0056 船橋市神保町133-1 047-457-3115

千葉県立市川昴高等学校 272-0833 市川市東国分一丁目1-1 047-371-2841

昭和学院高等学校 272-0823 市川市東菅野二丁目17-1 047-323-4171

和洋国府台女子高等学校 272-8533 市川市国府台二丁目3-1 047-371-1120

千葉英和高等学校 276-0028 八千代市村上709-1 047-484-5141

千葉商科大学付属高等学校 272-0835 市川市中国分二丁目10-1 047-373-2111

国府台女子学院高等部 272-8567 市川市菅野三丁目24-1 047-326-8100

専修大学松戸高等学校 271-8585 松戸市上本郷二丁目3621 047-362-9101

日本大学習志野高等学校 274-8504 船橋市習志野台七丁目24-24 047-469-5252

千葉日本大学第一高等学校 274-0063 船橋市習志野台八丁目34-1 047-466-5155

東海大学付属浦安高等学校 279-8558 浦安市東野三丁目11-1 047-351-2371

不二女子高等学校 272-0021 市川市八幡四丁目5-7 047-333-6345

八千代松陰高等学校 276-0028 八千代市村上727 047-482-1234

東京学館浦安高等学校 279-0023 浦安市高洲1丁目23番1号 047-353-8821

秀明大学学校教師学部附属
秀明八千代高等学校

276-0007 八千代市桑橋803 047-450-7001

東京学館船橋高等学校 274-0053 船橋市豊富町577 047-457-4611

中山学園高等学校　★

千葉県立鎌ケ谷高等学校 273-0115 鎌ｹ谷市東道野辺一丁目4-1 047-444-2171

千葉県立柏高等学校 277-0825 柏市布施254 04-7131-0013
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高　校　名 担当者 〒 住　　所 電話番号

2020年度高校訪問リスト（千葉県主）

千葉県立柏南高等学校 277-0033 柏市増尾1705 04-7173-2101

千葉県立流山高等学校 270-0114 流山市東初石二丁目98 04-7153-3161

千葉県立流山おおたかの森高等学校 270-0122 流山市大畔275-5 04-7154-3551

千葉県立我孫子高等学校 270-1147 我孫子市若松18-4 04-7182-5181

柏市立柏高等学校 277-0801 柏市船戸山高野325-1 04-7132-3460

千葉県立野田中央高等学校 278-0046 野田市谷津713 04-7125-4108

千葉県立柏陵高等学校 277-0042 柏市逆井444-1 04-7174-8551

千葉県立沼南高等学校 270-1445 柏市岩井678-3 04-7191-8121

千葉県立鎌ケ谷西高等学校 273-0121 鎌ｹ谷市初富284-7 047-446-0051

千葉県立柏中央高等学校 277-0835 柏市松ヶ崎884-1 04-7133-3141

千葉県立流山南高等学校 270-0164 流山市流山9-800-1 04-7159-1231

千葉県立清水高等学校　★

千葉県立我孫子東高等学校 270-1104 我孫子市新々田172 04-7189-4051

千葉県立沼南高柳高等学校 277-0941 柏市高柳995 04-7191-5281

千葉県立柏の葉高等学校 277-0882 柏市柏の葉6-1 04-7132-7521

千葉県立関宿高等学校 270-0222 野田市木間ｹ瀬4376 04-7198-5006

日本体育大学柏高等学校 277-0008 柏市戸張944 04-7167-1301

我孫子二階堂高等学校 270-1163 我孫子市久寺家479-1 04-7182-0101

二松学舎大学附属柏高等学校 277-0902 柏市大井2590 04-7191-3179

中央学院高等学校 270-1131 我孫子市都部765 04-7188-1101

西武台千葉高等学校 270-0235 野田市尾崎2241-2 04-7127-1111

千葉県立印旛明誠高等学校 270-1337 印西市草深1420-9 0476-47-7001

千葉県立成田西陵高等学校 286-0846 成田市松崎20 0476-26-8111

千葉県立佐倉東高等学校 285-0017 佐倉市城内町278 043-484-1024

千葉県立八街高等学校 289-1144 八街市八街ろ145-3 043-444-1523

千葉県立四街道高等学校 284-0003 四街道市鹿渡809-2 043-422-6215

千葉県立成田国際高等学校 286-0036 成田市加良部三丁目16 0476-27-2610

千葉県立下総高等学校 289-0116 成田市名古屋247 0476-96-1161

千葉県立佐倉西高等学校 285-0841 佐倉市下志津263 043-489-5881

千葉県立成田北高等学校 286-0011 成田市玉造5-1 0476-27-3411

千葉県立白井高等学校 270-1425 白井市池の上1-8-1 047-491-1511

千葉県立佐倉南高等学校 285-0808 佐倉市太田1956 043-486-1711

千葉県立四街道北高等学校 284-0027 四街道市栗山1055-4 043-422-1788

千葉県立富里高等学校 286-0221 富里市七栄181-1 0476-92-1441

成田高等学校 286-0023 成田市成田27 0476-22-2131

千葉県立佐原高等学校 287-0003 香取市佐原ｲ2685 0478-52-5131

千葉県立佐原白楊高等学校 287-0003 香取市佐原ｲ861 0478-52-5137

千葉県立小見川高等学校 289-0313 香取市小見川4735-1 0478-82-2146

千葉県立多古高等学校 289-2241 香取郡多古町多古3236 0479-76-2557

千葉県立銚子高等学校 288-0033 銚子市南小川町943 0479-22-6906

千葉県立銚子商業高等学校 288-0813 銚子市台町1781 0479-22-5678

千葉県立旭農業高等学校 289-2516 旭市ﾛ1 0479-62-0129
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高　校　名 担当者 〒 住　　所 電話番号

2020年度高校訪問リスト（千葉県主）

千葉県立東総工業高等学校 289-2505 旭市鎌数字川西5146 0479-62-2522

千葉県立匝瑳高等学校 289-2144 匝瑳市八日市場ｲ1630 0479-72-1541

銚子市立銚子高等学校 288-0814 銚子市春日町2689 0479-25-0311

千葉萌陽高等学校 287-0003 香取市佐原ｲ-3371 0478-52-2959

千葉県立松尾高等学校 289-1594 山武市松尾町大堤546 0479-86-4311

千葉県立成東高等学校 289-1326 山武市成東3596 0475-82-3171

千葉県立東金高等学校 283-0802 東金市東金1410 0475-54-1581

千葉県立東金商業高等学校 283-0805 東金市松之郷字久我台1641-1 0475-52-2265

千葉県立大網高等学校 299-3251 大網白里市大網435-1 0475-72-0003

千葉県立九十九里高等学校 283-0104 山武郡九十九里町片貝1910 0475-76-2256

千葉学芸高等学校 283-0005 東金市田間1999 0475-52-1161

千葉県立長生高等学校 297-0029 茂原市高師286 0475-22-3378

千葉県立茂原高等学校 297-0029 茂原市高師1300 0475-22-4505

千葉県立茂原樟陽高等学校 297-0019 茂原市上林283 0475-22-3315

千葉県立一宮商業高等学校 299-4301 長生郡一宮町一宮3287 0475-42-4520

千葉県立大多喜高等学校 298-0216 夷隅郡大多喜町大多喜481 0470-82-2621

千葉県立大原高等学校 298-0004 いすみ市大原7985 0470-62-1171

千葉県立長狭高等学校 296-0001 鴨川市横渚100 04-7092-1225

中央国際高等学校　★ いすみ市

千葉県立安房拓心高等学校 299-2795 南房総市和田町海発1604 0470-47-2551

千葉県立安房高等学校 294-0047 館山市八幡385 0470-22-0130

千葉県立館山総合高等学校 294-8505 館山市北条106 0470-22-2242

千葉県安房西高等学校 294-0045 館山市北条2311-3 0470-22-0545

千葉県立天羽高等学校 299-1606 富津市数馬229 0439-67-0571

千葉県立君津商業高等学校 293-0043 富津市岩瀬1172 0439-65-1131

千葉県立木更津高等学校 292-0804 木更津市文京四丁目1-1 0438-22-6131

千葉県立木更津東高等学校 292-0056 木更津市木更津二丁目2-45 0438-23-0538

千葉県立君津高等学校 299-1142 君津市坂田454 0439-52-4583

千葉県立君津青葉高等学校 292-0454 君津市青柳48 0439-27-2351

千葉県立袖ケ浦高等学校 299-0257 袖ヶ浦市神納530 0438-62-7531

千葉県立市原高等学校 290-0225 市原市牛久655 0436-92-1541

千葉県立京葉高等学校 290-0034 市原市島野222 0436-22-2196

千葉県立市原緑高等学校 290-0011 市原市能満1531 0436-75-0600

千葉県立姉崎高等学校 299-0111 市原市姉崎2632 0436-62-0601

千葉県立市原八幡高等学校 290-0062 市原市八幡1877-1 0436-43-7811

東海大学付属市原望洋高等学校 290-0011 市原市能満1531 0436-74-4721

拓殖大学紅陵高等学校 292-8568 木更津市桜井1403 0438-37-2511

暁星国際高等学校 292-8565 木更津市矢那1083 0438-52-3291

志学館高等部 292-8568 木更津市真舟三丁目29-1 0438-37-3131

市原中央高等学校 290-0215 市原市土宇1481-1 0436-36-7131

木更津総合高等学校 292-8511 木更津市東太田三丁目4-1 0438-30-5511

埼玉県立三郷高等学校
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高　校　名 担当者 〒 住　　所 電話番号

2020年度高校訪問リスト（千葉県主）

埼玉県立三郷北高等学校

埼玉県立草加南高等学校　★

埼玉県立草加高等学校　★

埼玉県立草加東高等学校

埼玉県立草加西高等学校　★

埼玉県立越谷東高等学校

埼玉県立越谷南高等学校

埼玉県立越谷西高等学校

叡明高等学校
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大学紹介 大学紹介

学部・学科紹介、入試説明 学部・学科紹介、入試説明

ミニ体験授業 ミニ体験授業・対策講座

学食体験・ツアー・個別相談 学食体験・ツアー・個別相談

チューターとのトークスペース設置 チューターとのトークスペース設置

大学紹介 大学紹介

学部・学科紹介、入試説明 学部・学科紹介、入試説明

ミニ体験授業 対策講座

学生企画

学食体験・ツアー・個別相談 学食体験・ツアー・個別相談

チューターとのトークスペース設置 チューターとのトークスペース設置

大学紹介 大学紹介

学部・学科紹介、入試説明 学部・学科紹介、入試説明

ミニ体験授業 対策講座

学食体験・ツアー・個別相談 学食体験・ツアー・個別相談

チューターとのトークスペース設置

大学紹介 キャンパスツアー

学部・学科紹介、入試説明 学生とのキャンパスライフトーク

ミニ体験授業・対策講座 先生方との個別相談

入試説明

学食体験・ツアー・個別相談

チューターとのトークスペース設置

大学紹介

学部・学科紹介

学生企画

学食体験・ツアー・個別相談

チューターとのトークスペース設置
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【資料6】-1　オープンキャンパスの具体的計画
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オープンキャンパス来場者実績表

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 小計

1・2年 受験生 1・2年 受験生 1・2年 受験生 1・2年 受験生 1・2年 受験生 1・2年 受験生 1・2年 受験生 1・2年 受験生 1・2年 受験生 1・2年 受験生

実績 1・2年計 3年生計

経済 1 15 1 46 0 52 4 44 23 111 38 48 48 36 45 49 5 40 0 23 165 464 629

国際 4 13 1 21 0 31 4 16 9 26 10 29 24 25 21 24 1 24 0 19 74 228 302

こども 0 9 0 21 1 16 0 16 11 23 9 22 24 18 18 9 4 21 0 9 67 164 231

未定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

学年計 5 37 2 88 1 99 8 76 43 160 57 99 96 79 84 82 10 85 0 51 306 856 1,162

合計 1,162

リピーター 3 3 - 19 24 35 40 28 28 44 16 224

その他・留学生 内 経1・国2 内 国2 内 国5 内 経1国1 内 経7国7 内 経1国3 内 経3国6

保護者 336

志願者 12 32.4% 37 42.0% 25 25.3% 23 30.3% 74 46.3% 26 26.3% 18 22.8% 22 26.8% 21 24.7% 18 35.3% 276 32.2% 276

実績 1・2年計 3年生計

経済 2 17 2 48 1 63 9 47 11 35 54 109 83 57 105 52 2 34 23 32 292 494 786

国際 0 9 0 15 0 25 9 29 6 15 6 20 36 16 36 19 1 27 19 10 113 185 298

こども 0 3 0 23 1 21 10 33 6 7 15 16 41 13 40 19 1 19 9 7 123 161 284

未定 0 0 0 0 1 0 1 1

学年計 2 29 2 86 2 109 28 109 23 57 75 145 160 86 181 90 4 81 51 49 528 841 1,369

合計 1,369

リピーター 4 7 19 7 40 38 36 29 180

その他・留学生 内、経3、国3 内、国際4名留 内、経済2、国際2 内、経済2、国際5 内、経済2、国際1 ゼロ

保護者 413

志願者 10 34.5% 26 30.2% 43 39.4% 38 34.9% 22 38.6% 50 34.5% 18 20.9% 31 34.4% 21 25.9% 26 53.1% 285 33.9% 285

実績 1・2年計 3年生計 総合計

経済 1 32 2 58 3 105 10 79 11 85 35 95 60 78 38 61 5 64 0 17 165 674 839

国際 4 15 0 24 2 43 4 39 7 34 18 25 30 33 35 23 2 21 0 12 102 269 371

こども 2 11 1 18 2 24 6 26 13 27 15 18 36 15 29 13 2 19 2 5 108 176 284

未定 102 102 0 102

学年計 7 58 3 100 7 172 20 144 31 146 68 138 126 126 204 97 9 104 2 34 477 1,119 1,596

合計 1,596

リピーター 7 16 12 21 48 39 23 30 196

その他・留学生 内、経1、国1 内、経1 内、経2、国4 内、経3、国1 内、経3 内、経1、国1

保護者等 472

志願者 23 39.7% 30 30.0% 46 26.7% 35 24.3% 42 28.8% 34 24.6% 26 20.6% 26 26.8% 26 25.0% 13 38.2% 301 26.9% 301

【資料 ６】-2　オープンキャンパス来場者実績

実施回 新年度前 合計

学年 1・2年 受験生

7.29(土) 8.5(土) 8.19(土) 8.27(日) 9.23(土) 10.14(土)

156

9

175 166 95 51

8.19(日) 8.26(日) 9.22(土)

7.15(土)

16 30 43 24

10.20(土)

45 44 45 1664

42 90 100 84 203

220
2018

3.21(水) 6.3(日) 6.24(日) 7.22(日) 7.28(土) 8.5(日)

68

31 88 111 137 80

2017

3.25(土) 6.4(日) 6.25(日)

6.2(日) 6.23(日) 7.21(日) 7.27(土)

14 39 50 51 31

246 271 85 100

内、経済3、国際4 内、経済3、国際3

61 59 18 22

113206 36

内、経11、国6

26 41 62 38 59

2019

9.21(土) 10.19(土)8.4(日) 8.18(日) 8.23(金)

252 301

3.21(木)

104 67 2550

65 103 179 164 177



【資料 ７】   高校教員向け説明会の具体的計画 (実施要領)  

日時 令和 2年 5月 22 日（金）15：30～17：20（受付 15：00）/ 17：20 頃～情報交換会 場所 3701 教室（説明会・情報交換会） 

出席校 

説 35 校 39 名 

教職員 

 中山副学長 職員 小阪、中原、黒田、古山、星、槻木、井上 

懇 12 校 11 名 
経済 成松学部長、芳賀入試委員長  顧問 志鎌、福原 

国際 高橋学部長、有馬入試委員長   

プ
ロ
グ
ラ
ム 

種別 時間  内容 担当 備考 

開 式 15：30  配布物確認 中原  

挨 拶 15：30～15：40 10 分 学長挨拶・教育憲章について 学長  

第 1 部 

15：40～16：25 45 分 「2020 年度入試結果と 2021 年度以降の入試展望」 選定中 
・講師紹介 小阪センター長 

・講演後、質疑応答 

16：25～17：15 

各 10分 ①学部、学科教育について 両学部長 学部、学科教育方針と方法  

15 分 ②キャリア教育の具体例と実績 キャリアセンター室長  

15 分 ③入試について アドミッションセンター室長 2020 入試結果、2021 入試の変更点 

第 2 部 17：20～18：30 

自
由
移
動 

7F 廊下 情報交換会 学長、副学長、顧問、教職員  

3701 個別相談（ブース形式） 6 ブース ・・・学部学科、入試説明、相談 

3 号館 施設見学 チューター誘導。3号館中心 3701～1F→3701（会場）または玄関見送り 

準
備
・受
付 

種別 場所 担当 業務内容 配布資料等備考 

準備 
13：00～ 

14：30 

会場 

設営 
3701 入試 

■会場（3701） 

①会場清掃：当日午前中 

②13：30 設営 

・出席者席：椅子のみ。テーブルなし 

・配布資料を椅子の上に配置 

・演者用の水とおしぼり(古山上げ下げ) 

・演台横に、題目看板 

・PC をメディアから借りる（当日朝受け取り） 

 

■懇親会場準備 14：00～（エームサービス） 

＜配布資料＞ 

■クリアフォルダにセット 

①プログラム②教育憲章③講演レジュメ（パワポ資料）、④経済、

国際説明資料パワポ）、⑤教職センター案内 2部 

※①～⑤をクリアフォルダにセット 

■PP 封筒にセット 

①パンフ、②ガイド、③OC チラシ、④KI プレス、⑤敬愛スポーツ 

■その他 

コットンバッグ、水（常温）、グッズ 

ボールペン、クリアファイル（前顧問使用グッズ） 

＜その他準備＞ 

■出席校の学籍状況、指定校一覧・・6 部 

受付・ 

誘導 

15：00～ 
誘導① 

3701  
・出席者の誘導、応対  

・演者の対応→ 控室：会議室 15：25 に会場誘導 駐車スペースの確保、誘導は警備が担当 

1F EV 前   「資料と水」のある席へ誘導する 

受付 3701 前  出欠名簿にてチェック後、バッジ配布 名刺忘れ対策として紙、ペン 

17：20～ 
誘導② 

懇親会  3701 廊下側の会場へ誘導 

 
ツアー  3701 外側の廊下で待機。呼びかけ。 

相談  ブースへの誘導 

退場  ネームプレート回収（名刺そのまま） 

待機  井上 電話応対等  
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【資料 ８】 進学相談会の具体的計画 

 

 

① 進学相談会（高等学校内）：高校へ出向いての大学説明会である。積極的に活用していく方針

である。大学と共に、当該分野についての認知度向上に効果が期待できる。高等学校としても、

進学を目指すキッカケや、意欲の向上につながっている。 

② 進学相談会（会場形式）：各業者が全国各地で開催しているが、本学は、千葉県内で高校内の

進学相談会が実施されない地区や県外の重点地域に絞って参画を予定している。 

③ 分野説明会・模擬授業：主に高校低学年向けに開催している。高校生の目指す分野発見に役

立っている。 

④ 担当者：アドミッションセンター職員を中心に活動しているが、大学職員も場合によっては参加し

てもらっている。また、上記③においては大学の教員も参加して募集活動を行っている。 

⑤ 参加する高等学校や会場の選択条件：在校生の有無、重点高等学校、重点地域であるかのな

どを検討して決めている。 

 

進学相談会予定 

R2.4.25(土) 9:00 茂原北陵高校 3 校内 ライセンスアカデミー 

R2.4.26(日) 11:30 東京都・渋谷会場  会場 アクセスリード 

R2.4.28(火) 14:00 千葉市・幕張会場  会場 大学新聞社 

R2.4.30(木) 12:40 千葉学芸高校 2・3 校内 独自 

R2.4.30(木) 10:15 敬愛学園高校 3 校内 日本ドリコム 

R2.4.30(木) 12:45 長野南高校 3 校内 さんぽう 

R2.5.1(金) 10:10 橘高校 3 校内 さんぽう 

R2.5.7(木) 12:55 市川昴高校 3 校内 さんぽう 

R2.5.7(木) 13:00 松尾高校 3 校内 さんぽう 

R2.5.14(木) 12:50 犢橋高校 3 校内 進学教育研究社 

R2.5.22(金) 13:20 京葉高校 3 校内 さんぽう 

R2.5.26(火) 13:45 大網高校 3 校内 さんぽう 

R2.5.27(水) 13:20 須坂東高校 3 校内 さんぽう 

R2.5.28(木) 13:05 船橋北高校 3 校内 ライセンスアカデミー 

R2.6.1(月) 13:50 千葉敬愛高校 2・3 校内 ライセンスアカデミー 

 

高校内相談会は、これから希望調査を行い、参加人数が確定するのは、1 週間前くらいになる。会場形

式は、4 月 2 会場は 400 名以上の来場者が期待できる会場だ。幕張では例年 10 名以上の着席者を記

録している。渋谷会場は、教育分野に絞った会場を設定した企画の為、「教育学部」が誕生する本年参

画を決めた。千葉からの参加も多い会場であるとのこと。 



平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 合計 平均値

※　求人件数 16,068 11,040 10,108 9,080 46,296 11,574.0

就職希望者数 83 57 58 51 249 62.3

就職者数 83 57 57 51 248 62.0

　　(国際学部 こども教育学科)

【資料 ９】　基礎となる学部・学科の最近４年間の求人件数等の状況

　※　求人件数については、大学全体の求人件数

1
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【資料１０】-1 教育機関に対する人材需要調査(抜粋) 

 

教育学部の進学需要等に関するアンケート調査結果報告書（抜粋） 

 

 

３．教育学部こども教育学科で養成する人材の必要性 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある教育機関等に対して、教育学部こども教育学

科で養成する人材の必要性について質問したところ、回答件数 244 件の約 92.21％にあたる

225 件が「必要性を感じる」と回答していることから、敬愛大学の教育学部こども教育学科

で養成する人材の必要性の高さをうかがうことができる。 

 

問３ 教育学部こども教育学科で養成する人材の必要性 

No. カテゴリ 件数／件 全体／％ 

1 必要性を感じる 225 92.21 

2 必要性を感じない 15 6.15 

 未回答・不明 4 1.64 

 合計 244 100.00  

 

 

４．教育学部こども教育学科で学んだ卒業生の採用 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある教育機関等に対して、教育学部こども教育学

科で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 244 件の約 84.02％にあたる

205 件が「採用したいと思う」と回答しており、敬愛大学の教育学部こども教育学科で学ん

だ卒業生への採用に積極的な意向を示している。 

 

問４ 教育学部こども教育学科で学んだ卒業生の採用 

No. カテゴリ 件数／件 全体／％ 

1 採用したいと思う 205 84.02 

2 採用したいと思わない 32 13.11 

 未回答・不明 7 2.87 

 合計 244  100.00  
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【資料１０】-2 教育機関に対する人材需要調査(抜粋) 

 

教育学部の進学需要等に関するアンケート調査結果報告書（抜粋） 

 

 

５．教育学部こども教育学科で学んだ卒業生の採用人数 

本学への求人実績や卒業生の採用実績がある教育機関等に対して、教育学部こども教育

学科で学んだ卒業生の採用人数について質問したところ、「１人」と回答したのが 18 件、

「２人」と回答したのが 19 件、「３人以上」と回答したのが 23 件、「人数は未定」と回答し

たのが 150 件となっている。 

また、教育学部こども教育学科で学んだ卒業生を「採用したい」と回答した教育機関等の

うち、教育学部こども教育学科で学んだ卒業生の採用人数を「１人」と回答したのは 18 件、

「２人」と回答したのは 19 件、「３人以上」と回答したのは 23 件、「人数は未定」と回答し

たのは 145 件となっている。 

なお、「採用人数３人以上」と回答した教育機関等の採用人数を３人とし、「人数は未定」

と回答した教育機関等の採用人数を１人として、これらの採用人数を合計すると 270 人と

なり、これらの採用人数からも敬愛大学の教育学部こども教育学科で学んだ卒業生に対す

る採用意向の高さをうかがうことができる。 

このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある教育機関等に限定した調査結果

においても、敬愛大学の教育学部こども教育学科で学んだ卒業生への採用意向の高さがうか

がえることから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

 

問５ 教育学部こども教育学科で学んだ卒業生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／件 全体／％ 

1 １人 18 7.38 

2 ２人 19 7.79 

3 ３人以上 23 9.43 

4 人数は未定 150 61.48 

 未回答・不明 34 13.93 

 合計 244  100.00  

 

問４×問５ 卒業生の採用×卒業生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／件 全体／人 

1 採用したいと思う＊１人 18 18 

2 採用したいと思う＊２人 
19 

 
38 

3 採用したいと思う＊３人以上 23 69 

4 採用したいと思う＊人数は未定 145 145 

 合計 205 270 

 

























































































フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
サンペイ　トシオ

三幣　利夫
＜平成30年4月＞

経済学士
敬愛大学学長

（平成30年4月～令和3年3月）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有
学位等

月額基本給
（千円）

1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

初等国語科指導法 2後 2 2

学級担任と読書 2・3・4前 2 1

教育実習指導 3前 1 2

教育実習 3.4後 4 1

教職実践演習(小学校) 4後 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

文学教材研究 2・3・4前 2 1

国語(書写を含) 2前 2 2

児童文学論 2・3・4後 2 1

日本文化論 2・3・4後 2 1

こども学Ⅰ 2後 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

音楽 1後 2 2

初等音楽科指導法 2前 2 2

音楽と表現 2・3・4前 1 1

こども学Ⅱ 3前 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

総合的な学修の時間の指導法(小学校) 4前 2 2

世界のこども教育 2・3・4前 2 1

教育原論 1前 2 1

教育課程論(小学校) 1後 2 1

教職実践演習(小学校) 4後 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

イチカワ　ヨウコ
市川　洋子

＜令和3年4月＞

1

専2

3

教授

4

ハタナカ　チアキ
畑中　千晶

＜令和3年4月＞

博士(教育学)

博士(学術)

ヤマモト　ヨウコ
山本　陽子

＜令和3年4月＞

4日

敬愛大学
国際学部
教授

（平17.4）

4日

敬愛大学
国際学部
教授

（平19.4）

敬愛大学
国際学部
教授

（平29.4）

4日

4日

別記様式第３号（その２の１）

教 員 の 氏 名 等

（教育学部　こども教育学科）

調書
番号

専 教授

ヤマグチ　マサユキ

山口　政之

＜令和3年4月＞

修士(教育学)

配　当
年　次

担 当
単 位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

保　有
学位等

敬愛大学
国際学部
教授

（平21.4）

修士(教育学)

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
専任等
区　分

職位 年齢

専 教授

専 教授

1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（教育学部　こども教育学科）

調書
番号

配　当
年　次

担 当
単 位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

保　有
学位等

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
専任等
区　分

職位 年齢

社会 2前 2 2

初等社会科指導法 2後 2 2

教職実践演習(小学校) 4後 2 1

学校の安全教育 2・3・4前 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

小学校英語Ⅰ 1後 2 1

小学校英語Ⅱ 2前 2 1

小学校英語指導法Ⅰ 2後 2 1

小学校英語指導法Ⅱ 3前 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

教育相談(小学校) 4前 2 2

心理学 1・2前 2 1

発達心理学 1前 2 1

教育心理学 2後 2 1

こども学Ⅰ 2後 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

小学校英語Ⅰ 1後 2 1

小学校英語Ⅱ 2前 2 1

小学校英語指導法Ⅰ 2後 2 1

小学校英語指導法Ⅱ 3前 2 1

英米児童文学 2・3・4後 2 1

Mother Goose 1・2前 1 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

4日修士（文学）

4日

4日

敬愛大学
国際学部
教授

（平30.4）

ハヤシ　ジロウ
林　次郎

＜令和3年4月＞

博士(心理学)

敬愛大学
国際学部
准教授

（平24.4）

5
ムコウヤマ　ユキオ

向山　行雄
＜令和3年4月＞

敬愛大学
国際学部
准教授

（平23.4）

准教授

6 専

タナカ　ミオ
田中　未央
(酒井　未央)
＜令和3年4月＞

7 専

教授

サトウ　ケイコ
佐藤　佳子

＜令和3年4月＞
8 専 准教授

教育学士

教育学士

4日

敬愛大学
国際学部
教授

（平30.4）

専 教授

2



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（教育学部　こども教育学科）

調書
番号

配　当
年　次

担 当
単 位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

保　有
学位等

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
専任等
区　分

職位 年齢

教育方法・技術論(小学校) 2前 2 2

メディアリテラシー教育 2・3・4後 2 1

教職実践演習(小学校) 4後 2 1

こども学Ⅱ 3前 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

理科 1後 2 3

初等理科指導法 2前 2 3

プログラミング教育 2・3・4後 2 1

科学教育論 2・3・4後 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

生活 2後 2 2

生活科指導法 3前 2 2

こども学Ⅰ 2後 2 1

こども学Ⅱ 3前 2 1

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

基礎数学 1・2後 2 1

数と形の不思議 2・3・4前 2 1

算数 2前 2 2

算数科指導法 2後 2 2

１年基礎演習Ⅰ 1前 1 1

１年基礎演習Ⅱ 1後 1 1

２年応用演習Ⅰ 2前 1 1

２年応用演習Ⅱ 2後 1 1

３年次専門研究Ⅰ 3前 2 1

３年次専門研究Ⅱ 3後 2 1

４年次専門研究Ⅰ 4前 2 1

４年次専門研究Ⅱ 4後 2 1

卒業研究 4後 2 1

敬天愛人講座※ 1前 0.13 1

4日

敬愛大学
国際学部
講師

（平28.4）

4日

敬愛大学
国際学部
准教授

（平27.4）

修士
(教育学)

4日

4日

博士(学術)9 専
アベ　マナブ
阿部　学

＜令和3年4月＞

12 専
オオツカ　シンタロウ

大塚　慎太郎
＜令和3年4月＞

准教授

敬愛大学
国際学部
准教授

（令2.4）

敬愛大学
国際学部
准教授

（令2.4）

10 専 准教授
コバヤシ　テルアキ

小林　輝明
＜令和3年4月＞

博士
(環境共生学)

11
修士

(社会科学)
専 准教授

サトウ　クミ
佐藤　孔美

＜令和3年4月＞

講師

3



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（教育学部　こども教育学科）

調書
番号

配　当
年　次

担 当
単 位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

保　有
学位等

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
専任等
区　分

職位 年齢

情報処理Ⅰ（情報基礎） 1前 1 2

情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1後 1 2

理科の観察実験 2・3・4前 1 1

College　English Ⅰ 1前 2 2

College　English Ⅱ 1後 2 2

法学 1・2前後 2 2

憲法 1前 2 2

敬天愛人講座※ 1前 0.13 1

16 兼担 教授
オリイ　ケイスケ

織井　啓介
＜平成23年4月＞

博士
(経済学)

敬天愛人講座※ 1前 0.13 1

敬愛大学
国際学部
教授

（平17.4）

College English Ⅰ 1前 2 2

College English Ⅱ 1後 2 2

College English Ⅲ 2前 2 2

College English Ⅳ 2後 2 2

18 兼担 教授
タカハシ　カズコ

高橋　和子
＜令和3年4月＞

博士
(工学)

情報概論 1・2前 2 1

敬愛大学
国際学部
教授

（平9.4）

19 兼担 教授
タカダ　ヨウコ
高田　洋子

＜令和3年4月＞

博士
(国際関係学)

国際関係入門 1・2後 2 1

敬愛大学
国際学部
教授

（平9.4)

WritingⅠ 1・2・3・4前 1 1

WritingⅡ 1・2・3・4後 1 1

College　English Ⅰ 1前 2 2

College　English Ⅱ 1後 2 2

海外スクーリングⅠ 1・2・3・4集中 2 1

海外スクーリングⅡ 1・2・3・4集中 2 1

海外語学研修Ⅰ 1・2・3・4集中 2 1

海外語学研修Ⅱ 1・2・3・4集中 2 1

21 兼担 教授
ムラカワ　ヨウコ

村川　庸子
＜平成23年4月＞

博士
(国際関係学)

比較文化論 2・3後 2 1

敬愛大学
国際学部
教授

（平9.4）

22 兼担 教授
ヤマモト　タケシ

山本　健
＜令和3年4月＞

文学修士 歴史学 1・2前後 2 2

敬愛大学
国際学部
教授

（平9.4）

23 兼担 教授
イイノ　ユミコ
飯野　由美子
＜令和3年4月＞

経済学修士 敬天愛人講座※ 1前 0.13 1

敬愛大学
経済学部
教授

（平3.4）

24 兼担 教授
ナカヤマ　ユキオ

中山　幸夫
＜令和3年4月＞

文学修士 敬天愛人講座※ 1前 0.13 1

敬愛大学
経済学部
教授

（平1.4）

25 兼担 教授
モリシマ　タカハル

森島　隆晴
＜令和3年4月＞

工学修士 敬天愛人講座※ 1前 0.13 1

敬愛大学
経済学部
教授

（平7.4）

26 兼担 教授
ヤグチ　カズヒロ

矢口　和宏
＜令和3年4月＞

修士(経済学) 敬天愛人講座※ 1前 0.13 1

敬愛大学
経済学部
教授

（平29.4）

キャリアプランニング 1前 2 1

キャリアデザイン 2後 2 1

キャリアディベロップメント 2後 2 1

敬愛大学
国際学部
教授

（平22.4）

敬愛大学
国際学部
教授

（平9.4）

敬愛大学
経済学部
教授

（平29.4）

教育学士

法学博士

文学士

13

14 教授

20

兼担

コウゴ　ヒデアキ
向後　秀明

＜令和3年4月＞

27

15 兼担

17

教授
カクショウ トヨカズ

覚正 豊和
＜令和3年4月＞

教授

兼担 教授
ヤジマ　ヤスロウ

彌島　康朗
＜令和3年4月＞

兼担

アリマ　ヨウコ
有馬　容子
<令和3年4月>

教授

マスイ　ユキミ
増井　由紀美
＜令和3年4月＞

Master of Arts
（米国）

敬愛大学
国際学部
教授

(平29.4)

敬愛大学
国際学部
教授

（平17.4）

博士
(工学)

敬愛大学
国際学部
教授

（平13.4）

兼担

文学修士

兼担 教授
タグチ　イサオ

田口　功
＜令和3年4月＞

4



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（教育学部　こども教育学科）

調書
番号

配　当
年　次

担 当
単 位
数
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開講
数

現　職
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保　有
学位等

申請に係る
大学等の職
務に従事す
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平 均 日 数

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
専任等
区　分

職位 年齢

28 兼担 教授
ヤザワ　ヒデアキ

矢澤　秀昭
＜令和3年4月＞

文学修士 敬天愛人講座※ 1前 0.13 1

敬愛大学
経済学部
教授

（平9.4）

29 兼担 准教授
ヤギ　ナオト
八木　直人

＜令和3年4月＞

修士
(経済学)

敬天愛人講座※ 1前 0.26 1

敬愛大学
経済学部
准教授

（平29.4）

教育哲学 2・3・4前 2 1

哲学 1・2前 2 1

異文化コミュニケーション 2・3前 2 1

College　English Ⅲ 1前 2 2

College　English Ⅳ 1後 2 2

Debate Ⅰ 1前 2 1

Debate Ⅱ 1後 2 1

College English Ⅰ 1前 2 2

College English Ⅱ 1後 2 2

WritingⅠ 1・2・3・4前 1 1

WritingⅡ 1・2・3・4後 1 1

ListeningⅠ 1・2・3・4前 1 1

ListeningⅡ 1・2・3・4後 1 1

SpeakingⅠ 1・2・3・4前 1 1

SpeakingⅡ 1・2・3・4後 1 1

College　English Ⅰ 1・2・3・4前 2 2

College　English Ⅱ 1・2・3・4後 2 2

WritingⅠ 1・2・3・4前 1 1

WritingⅡ 1・2・3・4後 1 1

ListeningⅠ 1・2・3・4前 1 1

ListeningⅡ 1・2・3・4後 1 1

33 兼担 講師
ヨネダ　ヒロヤス

米田　紘康
＜令和3年4月＞

博士
(経済学)

基礎統計 1・2前 2 1

敬愛大学
経済学部
講師

（平28.4）

SpeakingⅠ 1・2・3・4前 1 1

SpeakingⅡ 1・2・3・4後 1 1

SpeakingⅠ 1・2・3・4前 1 1

SpeakingⅡ 1・2・3・4後 1 1

社会教育概論 2・3・4後 2 1

多文化教育論 2・3・4後 2 1

図画工作 1前 2 2

図画工作科指導法 1後 2 2

造形と表現 2・3・4前 1 1

家庭 1前 2 2

初等家庭科指導法 1後 2 2

教育法規 2後 2 2

教育行政 2前 2 2

口頭表現 1前 2 1

文章表現 1後 2 1

College English Ⅰ 1前 2 2

College English Ⅱ 1後 2 2

体育 1前 2 2

初等体育科指導法 1後 2 2

教育社会学 2・3・4後 2 1

教職概論 2後 2 1

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平31.4）

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平29.4）

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平26.4）

修士(教育学)

教育学士

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平25.4）

講師
イトウ　マサカズ

伊藤　雅一
＜令和3年4月＞

34 兼任 講師
レベス　ジャクソン
Leveth Jackaon
＜令和3年4月＞

37 兼任

30
サトウ　クニマサ

佐藤　邦政
＜平成23年4月＞

兼担 准教授

講師

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（令2.4）

敬愛大学
国際学部
講師

（令2.4）

イロベ　カズコ
色部　和子

＜令和3年4月＞

兼担

兼任 講師
ヴァン・ロメル　ピーテル

Van Lommel Pieter
＜令和3年4月＞

修士(文学)

プロミニツ林ララ
Promnitz Hayashi Lara

＜令和3年4月＞

Master of Arts
(豪州)

Master of
SCIENCE

(ジャマイカ)

31 准教授

講師
コダニ　ノリコ
小谷　教子
<令和3年4月>

修士(教育学)

36 兼任

敬愛大学
国際学部
准教授
(令2.4)

35

38 兼任

法学士

42 兼任 講師
シミズ　カズミ
清水　一巳
<令和3年4月>

修士(体育学)

兼任 講師
コヤス　マサト
子安　昌人
<令和3年4月>

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平30.4）

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平29.4）

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平23.4）

41 兼任 講師
シカマ　トシヒコ

志鎌　敏彦
<令和3年4月>

教育学士

39

40 兼任 講師
サワイ　ミエコ
澤居　三重子
<令和3年4月>

修士(学術)

敬愛大学
国際学部
准教授

（平28.4）

32 兼担 講師
ジョージ　ウォーリー

George Whalley
＜令和3年4月＞

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平29.4）

Master of Arts
(米国)

博士
(文学)

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平23.4）

43 兼任 講師
タケウチ　キヨシ

武内　清
＜令和3年4月＞

教育学修士

5



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（教育学部　こども教育学科）

調書
番号

配　当
年　次

担 当
単 位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

保　有
学位等

申請に係る
大学等の職
務に従事す
る週当たり
平 均 日 数

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
専任等
区　分

職位 年齢

44 兼任 講師
ハマ　マサル
濵　　勝

＜令和3年4月＞
教育学士 特別活動指導法(小学校) 3前 2 2

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平30.4）

口頭表現 1前 2 2

文章表現 1後 2 2

文学 1・2前 2 1

47 兼任 講師
フクカワ　ユウジ

福川　裕司
＜令和3年4月＞

修士
(スポーツ健康

科学)
健康運動科学 1後 2 2

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平25.4）

48 兼任 講師
マツフジ　カズオ

松藤　和生
＜令和3年4月＞

社会学士 ボランティア活動 1・2前 2 1

敬愛大学
経済学部
非常勤講師
（平13.4）

49 兼任 講師
ムクノ　ヒカル

向野　光
＜令和3年4月＞

教育学士 特別支援教育概論(小学校) 3前 2 1

敬愛大学
経済学部
非常勤講師
（平30.4）

WritingⅠ 1・2・3・4前 1 1

WritingⅡ 1・2・3・4後 1 1

ListeningⅠ 1・2・3・4前 1 1

ListeningⅡ 1・2・3・4後 1 1

51 兼任 講師
キタハラ　フミナリ

北原　文成
＜令和3年4月＞

経済学士 敬天愛人講座※ 1前 0.26 1

敬愛大学
経済学部
客員教授
（平26.4）

52 兼任 講師
カクタ　アキラ
角田　　叡

＜令和3年4月＞
商学士 敬天愛人講座※ 1前 0.4 1

敬愛大学
経済学部
客員教授
（平26.4）

53 兼任 講師
ハセガワ　ヨリコ
長谷川　頼子
＜令和3年4月＞

修士
(言語学)

日本語学 2・3前 2 1

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平14.4）

こども教育演習Ⅰ 3前 1 1

こども教育演習Ⅱ 3後 1 1

こども教育演習Ⅲ 4前 1 1

55 兼任 講師
タシロ　トシヒロ

田代　敏博
＜令和3年4月＞

英文学士 道徳教育指導法(小学校) 1前 2 1

敬愛大学
国際学部
客員教授
（平29.4）

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平22.4）

修士(文学)50

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平13.4）

23前生徒・進路指導論(小学校)

兼任 講師
ヤマモト　ヨウコ

山本　陽子
<令和3年4月>

敬愛大学
国際学部
非常勤講師
（平26.4）

1

講師
バンドウ　ジツコ

坂東　実子
<令和3年4月>

修士(教育学)

兼任 講師
ハヤシ　ケイコ

林　恵子
<令和3年4月>

54 兼任 講師
ショウジ　トモユキ

庄司　友之
＜令和3年4月＞

45

46

農学士

敬愛大学
国際学部
客員教授
（平30.4）

兼任

教育学士
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 １人 人 １人 人 ２人

修 士 人 人 人 人 １人 人 １人 ２人

学 士 人 人 人 人 人 人 ２人 ２人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ２人 人 １人 人 人 ３人

修 士 人 人 １人 人 １人 人 人 ２人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 １人 人 人 人 人 １人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 ２人 １人 １人 １人 人 ５人

修 士 人 人 ２人 人 ２人 人 １人 ５人

学 士 人 人 人 人 人 人 ２人 ２人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

別記様式第３号（その３）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

准 教 授

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

1
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